














聖剣が人間に転生してみたら、勇者に偏愛されて困っています。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　幼おさない頃のルティアの夢は、可か愛わいいお嫁よめさんになって旦だん那なさんと仲良く畑を耕たがやし、穏おだやかな一生を送ることだった。

　十歳で両親と死に別れた後は、養父のように頼もしく誠せい実じつな人と一いつ緒しよになって、夫の手助けをし、平へい凡ぼんでもいいから幸せな一生を送ることに変わった。

　五年前に訳あって、当とう座ざの目標は別のことになったものの、それでもルティアの最終的な夢は変わらない。

　平凡で穏やかな一生を送ること、それだけはいつだって同じだ。たとえ出生と前世がきわめて非ひ凡ぼんであっても、ルティアの夢は人並みの容よう姿しに相応ふさわしいありふれた幸せだった。……それなのに。

　──どうしてこうなったのかしら？
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　頼まれていた薬を届け、表に出たルティアは店先で待っていたはずの連れの姿がいないことに気づいた。視し線せんをさまよわせ、少し離れた道の向こう側で何人もの女性に囲まれている「彼」の姿を見つける。

　──またか。

　ルティアは深いため息をついた。

「彼」がこの街に移り住んでから一週間が経たつが、二人で外に出るたびに同じ光景に出くわしている。少し離れただけですぐ女性に囲まれてしまう彼の状況に、ルティアはいい加減にうんざりしていた。

　もっとも、彼女たちの気持ちも分からなくはないのだ。筋きん肉にく隆りゆう々りゆうで粗そ野やに見られがちな冒ぼう険けん者しやたちの中にあって、彼ほど若くて端たん正せいな顔立ちの男は他にいない。その上、誰だれよりも強いとあっては、目立つなという方が無理なことだった。

　──だからよけいに困るんだけど……。

　取り囲んでいる女性たちより頭一つ分背が高いため、少し離れた場所にいるルティアからも「彼」の表情がよく見えた。ほとんど無表情で、何か言われても無む視ししているようだ。ただ、ぎゅっと引き結ばれた口元が唯ゆい一いつ苛いら立だたしさを表している。

　あんなふうに囲まれるのも、騒さわがれるのも本意ではないのだ。

　──何しろ、女性に興味などない人だもの。彼の気を引けるのは、ただ一つ……。

　その時、視線に気づいたように「彼」の視線が動いた。

「ルティア」

　とたんに、「彼」の顔に明るい笑みが浮かぶ。今までの無表情がなんだったのかと目を疑うたがうほどの変わりようだった。

　女性たちはその笑顔を見て一いつ瞬しゆんだけ頰ほおを染そめ、次に彼の笑顔が向けられた方に視線を向ける。すなわちルティアに。

　──ヒッ。

　嫉しつ妬とのこもったいくつもの視線に射い抜ぬかれて、ルティアは顔を引きつらせる。視線で人を殺すことができるなら、きっとルティアはこの場で即そく死ししていただろう。それほど鋭するどい視線だった。

　そんな殺さつ気きを余よ所そに「彼」は女性たちの間をすり抜ぬけると、足早に近づいてごく自然にルティアの髪に触ふれ、優しく尋たずねた。

「ルティア、薬の納のう品ひんは終わった？」

　さらに不ふ穏おんになっていく空気を感じながら、ルティアは頷うなずく。

「あ、う、うん。終わったわ。待たせてごめんなさい」

「ルティアのためなら、いつまでだって待つよ」

　優しいのは口調だけではなく、ルティアを見おろす水色の瞳ひとみにも甘あまい光が浮かんでいた。

　──近い、近いってば！

　ルティアは頭に置かれた温かくて大きな手を意識してドキドキした。

　しっかり者と言われていても、うら若き乙女おとめなのだ。異い性せいに触れられてドキドキしないわけがない。

　──もっとも、相手はそんなつもりを抱いだいてるわけじゃないのだけど。

　ただ、はたから見れば彼のルティアに対する態度は完全に恋人に対するもので、それが大問題なのだった。

「あとは買い物だけだな。行こうか」

「え、う、うん」

　今日外出したのは食料の買い出しのためだ。市場に行くついでに頼まれていた薬を納品するために寄り道してもらったのだった。

　髪から離れていく手に安あん堵どと寂さびしさを覚えながらルティアが歩き出そうとしたその時、反対側から来た男性が急いでいる様子でルティアの横を通り抜けようとした。ところが狭せまかったせいで、男の腕と肩がぶつかってしまい、不意を打たれたルティアの身体からだがバランスを崩くずして転びそうになる。

　ふらついたルティアの身体をとっさに抱きとめたのは「彼」だった。

「おっとすまん」

　ぶつかった男性はそう言いながらさっさと行ってしまう。「彼」はその男の背中を睨にらみつけたが、すぐにルティアの肩に手をまわしてぎゅっと自分の胸に抱き寄せた。

「怪け我がはない？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだから！」

　──だから近いって……！

　それより問題なのは、先ほどから密みつ着ちやくするたびに女性たちからのすさまじい殺気が増幅することだ。

　慌あわててルティアは彼の腕から抜け出し身を引き離すと、声をかけた。

「さ、さぁ、行きましょうか」

　ところが今度こそ行きかけた二人を、鋭い声が押しとどめた。

「アルド様！　お待ちください！　その女──いえ、その方とアルド様はいったいどんな関係なのです？」

　振り返ると、意を決したように女性の一人が前に出てくる。このところ「彼」に付きまとっている女性たちの中心人物で、このヴォルドの街で一、二を争う豪ごう商しようの娘だった。

「関係？」

「彼」はルティアを見おろすと、ふっと微笑ほほえんだ。

「ルティアは俺にとってとても大切な存在だ。とても、とても大切な──」

　嚙かみしめるように呟つぶやくその声には心がこもっていた。何も知らなければ、ルティアに熱ねつ烈れつな愛を捧ささげているのだと思うところだろう。

　だがルティアには分かっている。ルティアを大切だと言いながら「彼」が、腰に差した剣けんに触れていたことを……！

　──大切なのは「ルティア」じゃなくて、その剣だものね。

　やれやれと思いながらルティアは前に出て豪商の娘に言った。

「違いますからね。アルドさんと私は恋人同士でもなんでもなくて、単に居い候そうろうと家や主ぬしの娘という関係ですから！」

　間違った話がヴォルド中に広まっても困るのだ。

　──だって、私は普ふ通つうの人と結ばれて、平凡で平穏な人生を送るのだから！

「いいですか？　アルドさんが大切だと言っているのは私ではなくて、この剣のことですからね!?」

　ルティアがびしっと指を突きつけたのは「彼」が腰に差している二振りの剣のうち、変わった流線型の柄つかをした剣の方だった。

「アルドさんはこの剣のことを大切にしているんです。ええ、そりゃあ、もう、恋人のように！」

　数少ないＳ級冒険者で、行く先々で女性を惹ひきつけてやまない「彼」だが、ルティアに言わせれば剣に異い常じように執しゆう着ちやくする変態だ。

　彼はこよなく剣を愛する。あの剣だけを。その目に女性は映うつっていない。彼が心に留とめるのは剣だけなのだ。

　──確かに私には甘いけれど、それは私が……。

　その時、ガチャンと何か金属がぶつかるような音と共に、ルティアでも豪商の娘でも、ましてや彼でもない第三者の声が割り込んだ。

「おいおい、剣がぶつかったじゃないか。どうしてくれるんだよ、色男さんよぉ」

　驚おどろいて振り向くと、体格のいい二人の男が立っていた。体重は細身の「彼」の倍近くありそうだ。

　男たちはニヤニヤ笑いながら「彼」を見おろしている。ルティアは彼らに見覚えがあった。昼間から酒を飲んではあちこちで喧けん嘩かを売っているという乱らん暴ぼう者もののチュロス兄弟きようだいだ。どうやらチュロス兄弟は若い女性たちが「彼」を巡めぐって争っていることが気に入らず、わざとぶつかったようだ。

「この落とし前どうつけてくれるんだ、ああ？」

　チュロス兄弟の恫どう喝かつに、女性たちは怯おびえたように後ろに下がった。いつの間にかルティアと「彼」の傍そばにはチュロス兄弟しかおらず、みんな遠とお巻まきにして不安そうにこちらを眺ながめている。

　ルティアも青ざめたが、「彼」を心配してのことではない。「彼」にかなう相手など、この世界に一人いるかいないかだろう。

　──だって彼は、十八年前この世界を魔ま王おうの脅きよう威いから救った「水の勇者」その人なのだから。

　青ざめたのは、チュロス兄弟がぶつかったのが、あの剣だということに「彼」の表情で気づいたからだ。

「彼」は無表情だった。背はい後ごから自分より大きな相手が今にも殴なぐりかかろうとしているのに、焦あせりもなくただその場で黙って立っている。けれど、その水色の目には剣けん吞のんな光が浮かんでいた。

「何とか言えよ、色男さんよぉ！」

　チュロス兄弟が「彼」に襲おそいかかる。

「アルドさん、殺しちゃダメですからね！」

　ルティアの言葉と「きゃああ」という周囲の悲鳴が同時に響ひびき渡わたった。

　次の瞬しゆん間かん、地面に倒たおれ込んだのは「彼」ではなく、チュロス兄弟の方だった。ドサッと音を立てて地面に臥ふしたまま、二人はピクリとも動かない。

「え？」

　誰もが啞あ然ぜんとしてしまうほどあっという間の出来事だった。「彼」は一瞬のうちに、それも二人同時に叩たたきのめしたのだ。剣を使うことなく、体術で。

　兄弟を冷ややかに見下ろすと、「彼」は言った。

「俺の剣に触れるな」

　その言葉は周囲から湧わき上あがった感かん嘆たんの声にかき消され、人々の耳には届かなかったが、ルティアはしっかり聞いていた。

「……はぁ……」

　歓かん声せいの中、一人空を仰あおいでルティアは深い深いため息をついた。

　ルティアは知っている。「彼」が二人を叩きのめしたのは彼らが乱暴者だからでも、自分に難癖をつけてきたからでもなく、あの剣──聖せい剣けんに触れたからだということを。

　──私に人がぶつかっても何もしないのに、剣にぶつかっただけでこの反応とか……。

「彼」の中では明らかに剣が一番、ルティアは二番手だ。けれど、それだけだったらこんなにもやもやしない。

　──あの剣も「ルティア」も、もとは同じ存も在のなのに。

　聖剣は折れてしまい、人間として生まれ変わったのが、何を隠かくそうルティアなのだ。

　だからこそ「彼」はルティアを大切にする。かなり偏かたよった愛だし、完全に剣に負けているが。

　かといってあの重い愛を一身に受けるのもご免だ。人間としては平凡なルティアには荷が重すぎる。

　──私の夢は可愛いお嫁さんになって平穏な一生を送ることなのに。

　だが残念ながら今のルティアは、平穏とはほど遠い位置にいる。これからますます遠ざかっていくことだろう。「彼」とルティアがそろっているのだから。

「ああ、どうしてこんなことになったのかしら？」

　ルティアは呟くと、青い空に向かって再び深いため息をついた。




　──半月前に起こったことがすべての始まり……？

　──ううん。きっと十八年前のあの日から始まっていたことだったのだ。
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　その城しろはまるで廃はい墟きよのようだった。

　風化し、あちこちの壁かべが崩くずれかかっている城の最深部で、水の勇者アシュアルド率ひきいる一行は玉ぎよく座ざに座る魔ま王おうと対たい峙じしていた。

　巨きよ大だいな瘴しよう気きに冒おかされ、魔王と化したその生物を倒すのが一行の目的だった。

「お前が、魔王か……？」

　まだ少年の面おも影かげを残す勇者アシュアルドが、聖剣を構えて油断なく魔王を見つめる。けれどその声は動どう揺ように少し掠かすれていた。

　魔王は黒くて長い衣ころもを身に纏まとい、黙もくしたまま佇たたずんでいる。長い黒くろ髪かみに顔全体が覆おおわれていて、その素す顔がおはまったく見えない。顔だけではなく、性別すら定さだかではなかった。

　それは異い様ような姿だった。

　どこか獣けものの気配がしている。それなのに姿は完全な人型で、アシュアルドたちに混こん乱らんをもたらしていた。

「くそっ、何なんだよ！　魔王は魔ま獣じゆうじゃなかったのかよ！」

　ロンダール国の軍に所属する剣けん士し、ディルナーが叫さけぶ。

　いつもは冷静な彼が混乱するのも無理はなかった。組合ギルドの調査でも、神しん聖せい王国フラウゼアにある神しん殿でんの神官たちの予言でも、魔王は人ではなく獣──魔獣だと言われていたのだ。

　ところが、魔王が根ね城じろを置くというアーロイの地に来てみれば、明らかに魔王は人型だった。

　身体能力が驚きよう異い的てきな魔獣と、魔ま法ほうに長たけた魔人とでは対たい処しよの方法が違う。

「僕のミスです。魔人であった場合の準備をしておくべきでした」

　魔ま術じゆつ師しであるジェロイスが顔を顰しかめながら言った。天才肌でプライドが高い彼にとって、自分のミスを認みとめるのは相当悔くやしいのだろう。

【創そう造ぞう主しゆアールゼータよ、我われらに加護を与あたえたまえ】

　一行の中で唯ゆい一いつの女性である神官フレイアが神聖魔法を唱え、結界を展開する。フレイアの詠えい唱しようが終わった直後、アシュアルドたちの足元に円形の陣じんが光と共に出現した。けれど展開したのもつかの間、陣はすぐに点てん滅めつを始める。

「これは……」

「魔王の発する瘴気の影えい響きようで、この魔法あまり長くもちそうにないわ」

　フレイアは杖つえを構えたまま辛つらそうに呟つぶやく。

　先ほどから風がうねり始め、叫ばないと周囲に聞こえないほどの轟ごう音おんになっていた。

「アシュ！　いったん退ひきましょう！　体制を整え、準備してからじゃないとマズイわ！」

「ああ、そうだな。このままじゃおそらくダメだろう」

　ディルナーが同意する。剣士としての勘かんが、勝ち目がないと訴うつたえるのだろう。

「そうですね。作戦を立て直さないと」

　ジェロイスも頷うなずいた。ところが勇者アシュアルドだけは、撤てつ退たいすることに躊ちゆう躇ちよしたのだ。

「せっかくここまで来て……！」

　勇者としての本能が、倒すべき敵を前にして背を向けることに納なつ得とくできずにいた。けれどこの時の、一いつ瞬しゆんの判断の遅れが命運を分けた。

　足元の魔法陣の光が不意に消失する。

「くっ……」

　結界を維い持じする力を失ったフレイアが、がくりと膝ひざをついた。

「フレイア……！」

　ジェロイスが慌あわてて駆かけ寄よる。けれど彼の手が届とどく前に、壁から一ひと筋すじの黒い帯状のものが飛び出してきて、フレイアの身体に巻きついた。

「なっ……」

「フレイ……っ！」

　フレイアを助ける間もなく、次から次へと壁から伸びてくる黒い帯のようなものが勇者一行の身体に巻き付き搦からめ捕とっていく。魔術を使っても、神聖魔法を使っても、そして剣で斬きろうとしてもそれはビクともしなかった。

「ディルナー！　ジェロイス！　フレイア！」

　今や、その場に立っているのはアシュアルドだけとなった。黒い帯は彼にも襲おそいかかったが、アシュアルドの身体に届く前に彼の持つ聖剣の魔ま力りよくによって浄じよう化かされたのだ。

「待ってて！　今助けるから！」

　この聖剣・エクセルティーアなら、仲間の身体に巻きついた黒い帯を消すことができる。アシュアルドはそう考え、駆け寄ろうとした。だが、それを制したのは仲間たちだった。

「アシュアルド、俺たちはいいから早く逃げろ！」

「そうです。ここは退いてください！」

「私たちにかまわないで！　あなたに何かあったら、もっと大勢の人間が苦しむことになるの！」

「でも……」

　仲間を見み捨すてて逃げることはアシュアルドにはできなかった。彼はキュッと口を引き結ぶと、仲間を助けるべく一歩足を踏み出した。──その時だった。

「キィ────ィ────ア────アアアアアアアアアアアアア────」

　動物の鳴き声のような、人間の悲鳴にも似た奇き妙みような声が響ひびき渡わたった。

　ハッとして振り返ったアシュアルドは、玉座に座ったまま真っ白な口を開いて叫び声をあげている魔王の胸元で、黒い稲いな妻ずまがパチパチと音を立てるのを聞いた。次の瞬しゆん間かん、その黒い稲妻はものすごい速さでアシュアルドの方に迫せまってくる。

「あ……」

「アシュアルド、逃げろぉぉぉ！」

　ディルナーの絶ぜつ叫きようを耳にしながら、アシュアルドは迫りくる黒い稲妻を見つめる。とっさに聖剣を構えたが、稲妻に込められた瘴気を一瞬で浄化するのは無理だと分かっていた。浄化する前に稲妻に撃うたれて絶命するだろう。

　避よけるためには高度な魔術が必要だった。けれど、アシュアルドは勇者になるための二年の修しゆ行ぎようの間、魔王が魔獣であると想定して剣けん術じゆつを主に磨みがいてきたのだ。

　魔人の攻こう撃げきを防ぐための高度な魔術を学んでこなかった。ジェロイスは自分のミスだと言ったが、アシュアルドはもっと大きな間違いを最初に犯おかしていたのだ。

　──これまでか。

　アシュアルドは死を覚かく悟ごした。すると不思議なことに、頭の片かた隅すみで死んでもいいと思う気持ちが芽生えた。

　──どうせ家族はもういないんだ。僕が死んだって誰だれも嘆なげかない。

　──死ねば、おじいちゃんやお父さん、お母さんのところへ行けるんだ。

　すでに黒い稲妻はすぐ目の前にある。

　観念したアシュアルドが目を閉じようとした瞬間、彼の手の中からエクセルティーアが飛び出した。

「え？」

　使い手の手から突然離れた剣はまるで主あるじを黒い稲妻から守るように立ちはだかり、淡あわく発光しながら黒い閃せん光こうをその身に受けた。

「エクセルティーア!?」

　エクセルティーアはその剣身で稲妻を受け止めると同時に、水の膜まくを張り背はい後ごにいるアシュアルドを守る。

　アシュアルドはそれを呆ぼう然ぜんと見ていた。彼は自分が見ているものが信じられなかった。今まで一度だって彼の意志に反したことのないエクセルティーアが、まるで己おのれの意志があるかのように動き、力を発動させているのだから。

　黒い帯に巻きつかれ、なすすべもなく見ているだけだったディルナーたちも、目の前で起きていることに驚きを隠せなかった。

「信じられないわ。創造主アールゼータの御み業わざ……？」

「エクセルティーアが……アシュアルドの手を離れ自ら力を発動している、のか？」

「もしかしたら、聖剣にはそれぞれ意志があるのでは……」

　三者三様の気持ちを抱いだいて、彼らはかたずを吞のんで見守る。

　バリバリバリとすさまじい音を立てて襲いかかっていた黒い稲妻は、エクセルティーアにすべて阻まれ、やがて消えていった。

　それと同時にアシュアルドを包んでいた水の膜がふっと消える。

「エクセルティーア……」

　宙ちゆうに浮ういて淡く発光するエクセルティーアを啞あ然ぜんと見つめていたアシュアルドは、その時ピシッという嫌な音を聞いた。

　その音でハッと我に返ったアシュアルドの目の前で、エクセルティーアの剣身の、ちょうど中央部分。その真横に亀き裂れつが入る。

「エクセルティーア!?」
















　ピシピシと何かが割われるような音は続き、やがてエクセルティーアを包んでいた淡い光が消え──突然剣は床に落下した。

「あ……」

　アシュアルドは無残にも真っ二つに折れ、足元に転がった聖剣を愕がく然ぜんと見おろす。

「あ……あ、ああ……」

　使い手であるアシュアルドには、聖剣とのつながりが突然切断され、剣から急速に魔力が失われていくのが分かった。

　それは彼にすさまじい喪そう失しつ感かんをもたらした。両親や祖父を失った時以上に。

　祖父を失った直後に拾ったエクセルティーアは、彼にとっては唯一の家族であり、半身ともいえる存在だった。

　──それを失う……？　いや、失った……？

「僕を、助ける、ために……？」

「アシュアルド……」

　今なお捕とらえられているディルナーたちにはなすすべがなかった。聖剣が折れていくことも、アシュアルドが喪失感に壊こわれていくことも、どうすることもできずに見守るしかなかった。

「ああああ、エクセルティーアぁぁ！」

　勇者の慟どう哭こくがあたりに響き渡る。




「うわああああああああああああ！」




　──泣かないで、アシュ。

　遠ざかるアシュアルドの絶叫を聞きながら、水の聖剣エクセルティーアと呼ばれる存在は声にならない声で囁ささやく。

　──いつか、必ずあなたの元へ戻るから。




　水の中に溶とけるようにたゆたう意識の中で、アシュアルドは誰かの優しい声を耳にしたような、そんな気がした。
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「泣かないで、アシュ……」

　ルティアは自分のその呟つぶやきで目を覚ました。

　うっすらと目を開けると、窓から差し込む朝日に照らされた天てん井じようが視し界かいに飛び込んでくる。数回瞬まばたきをしてから、ルティアはホッと身体の力を抜いた。

「いつものあの場面か……」

　むくりとベッドから起き上がるとルティアは自分の手をじっと見つめた。薬の調合のために少し荒れている手は紛まぎれもなく人間のもので、ホッとすると同時に少し切なくなる。

　それを振り切るようにぐっと拳こぶしを握にぎり、頭をぶるんと大きく振ってベッドを出た。

　──今日もいつもの一日が始まる。




　着替えて一階に下り台所に入ると、養父のバイロイドがテーブルについてパンをほおばっていた。

「よう、今日は遅めの起き床しようだな」

「父さん、帰ってたんだ」

　バイロイドは、短い焦こげ茶ちやの髪かみに黒い瞳ひとみを持つ体格のよい男性で、このヴォルドの街にある冒険者組合ギルドの長をやっている。元は名のある冒険者で、荒あらくれ男たちを毎日相手にしているせいか言葉や態度は荒いが、面めん倒どう見みのよい性格のためか皆みなに慕したわれている。なかなか精せい悍かんな顔立ちで、四十四歳を過ぎた今も数多くの女性が彼を狙ねらっているが、バイロイドの心は今も亡なき妻にある。

　一方、十七歳の娘ルティアは栗色の髪に、ほっそりとした体つきの少女だ。唯ゆい一いつ鮮あざやかな青い瞳が特とく徴ちようと言えなくもないが、顔立ちは平凡で性格も地味。バイロイドを狙っている女性陣からは似てない親子だと陰かげ口ぐちをたたかれることもあった。

　もちろん血のつながりがないのだから似ていないのは当然なのだが、面倒がってバイロイドが娘だとしか言わないので、この街のほとんどの人間はルティアをバイロイドの実子だと思っている。ルティアも自分の複雑な出生を説明するのが面倒なので特に訂正していない。

　なんだかんだ言っても、そんなところがどこか似ている親子なのだった。

　ルティアは自分の分のパンを切り分けながら尋たずねた。

「思っていたより、今回は早かったね。いつも一週間はかかるのに」

　会合のため、バイロイドは三日前から冒険者組合ギルドの本部があるトゥマの都に行っていた。

「ああ。早さつ急きゆうに対たい策さくを立てる必要があって、会議後の交流会や宴えん会かいがなかったからな」

「早急に対策って……何かあったの？」

　パンとハムと、昨晩作っておいたスープを手にテーブルに着きながら聞くと、ルティアは向かいに座すわるバイロイドの表情が曇くもっていることに気づく。

　これは相当マズイことが起きているに違いない。

　バイロイドはふぅと大きく息を吐はいた。

「隠してもそのうち分かるだろうから言うが、やはり気のせいではなく、あちこちで魔ま属ぞくの動きが活発化しているらしい。幸いヴォルドの周辺はそれほどではないが、魔ま獣じゆう討とう伐ばつの依い頼らいが去年の倍に増えている支部もあるそうだ」

　魔属とは瘴しよう気きに冒おかされ、変へん異いし狂きよう暴ぼう化かした動物や人のことだ。魔属化すると理性を失い、破は壊かいと殺さつ戮りく行動に走り周辺に多大な被ひ害がいを及およぼす。魔属化した魔獣や魔人を討伐することは、冒険者組合ギルドの大きな役やく割わりの一つだった。

　──魔獣の討伐依頼が増えているような気はしていたけれど……それが世界中で起きているっていうこと？

「二十年前と状況が似ているんでな。ギルドの上の連中は魔ま王おうが封ふう印いんを破って復活したか、あるいは新たな魔王が誕たん生じようしつつあることを疑うたがっている」

　二十年前、強大な瘴気が発生し、それに取り込まれた人間が魔属化して魔王となった。それに呼こ応おうするように各地で魔獣が大量に発生したのだ。

　二年後に水の勇者アシュアルドがアーロイの地で魔王を封印するまでその状態は続き、各地に大きな被害を残したことは記き憶おくに新しい。

「魔王……」

　ルティアは眉まゆを寄せる。それに気づいてバイロイドは慌あわてて手を振った。

「まだそうと決まったわけじゃねえ。ただ、そう思っている連中もいるってことだ。たまたま瘴気が活発化してるだけかもしれないしな。会合では両方の場合に備えて、人員増強や準備体制を決めた。本部は魔王の封印を確認するためにアーロイの地に冒険者を派は遣けんして──」

「アーロイ!?」

　ガタンと大きな音を立ててルティアが立ち上がる。バイロイドはルティアが言葉を発する前に制した。

「おっと、お前をアーロイの地に行かせるわけにはいかねえよ。魔王の影えい響きようか、あそこに行くまでは魔獣がうようよしてやがる。Ｓ級、もしくはＡ級の冒険者しか派遣できない決まりだ。Ｄ級どまりのお前じゃどう転んでも無理だ。それに、魔王だぞ？　予言のことを忘れたのか？　お前は関わるべきじゃない」

　予言。それはルティアが生まれた時に神官たちがしたある予言のことだ。この予言のせいで、ルティアの運命は大きく変わってしまったと言っても過言ではない。

「予言なんて信じてないって言ったのに……」

　思わずルティアがぼやくと、バイロイドは肩を竦すくめた。

「信じてはいねえよ。だが、父親として娘が危険な目に遭あうのが分かっていながら許可なんて出すわけないだろうが。いい加減にアーロイに行くのは諦あきらめるんだな」

　話は終わりだと言うようにバイロイドは椅い子すから立ち上がった。

「さてと、俺は先にギルドに行ってくる。やることは山ほどあるんでな」

　台所から出ていくバイロイドを、ルティアはむっつりしたまま見送った。

「……違うのになぁ」

　ルティアは椅子に腰を下ろして大きなため息をついた。

　アーロイの地に行きたい理由はバイロイドが考えているものとは違う。予言のことなんて一いつ切さい関係ないのだ。

　だが、バイロイドが反対する理由も分かる。魔王が封印された地に興味本位で向かった冒険者たちが、過去どれほど命を落としたことか。

　アーロイに派遣する冒険者のレベルをギルドがＳ級かＡ級に限っているのはそのためだ。

　──それでも私はアーロイに行かなくちゃいけない。

　あそこには水の勇者アシュアルドが眠っている。彼を助けるのは自分にしかできないことだ。

　なぜなら、ルティアこそが「水の聖剣エクセルティーア」の転生した姿なのだから──。







　この世界には六つの聖剣が存在する。

　光、闇やみ、火、大地（緑）、水、風、それぞれを象しよう徴ちようする力を神から与あたえられたという六振りの剣だ。

　聖剣は己おのれの使い手となる者を選び、選ばれた者は「勇者」と呼ばれて魔王を討伐する役目を負う。唯一、聖剣だけが瘴気を浄じよう化かすることができるからだ。

　ただし聖剣の使い手となる勇者は、必ず選ばれるわけではなく、また時機によって顕けん現げんする聖剣も違う。勇者が一人だった時もあれば、同時に複数の勇者が存在した時代もあった。

　いずれにしろ、聖剣の使い手勇者が現れるのは、世界が瘴気に溢あふれ魔王が存在する時だ。

　今から二十年ほど前、このロンダールという国の田舎いなかで、アシュアルドという名前の十四歳の少年が川から一振りの剣を拾った。彼にしか抜くことができなかったその剣こそ「水の聖剣エクセルティーア」。

　水の聖剣に選ばれたアシュアルドは「水の勇者」となり、二年間の修しゆ行ぎようを経て仲間と共に魔王討伐の旅に出る。旅の末、やがて彼らはアーロイの地で魔王と対たい峙じしたが、予想外のことが起きた。

　事前の調査で獣の姿をしていると思われた魔王が、人の姿だったのだ。魔獣と魔人では戦い方が異ことなることから、アシュアルドたちは苦戦を強しいられる。

　一時撤てつ退たいをしようとしたその時、魔王の繰り出した稲いな妻ずまがアシュアルドを直ちよく撃げき。……いや、直撃するはずだったのだ。代わりに直撃を受けたのはアシュアルドではなく、「水の聖剣エクセルティーア」だった。

　アシュアルドの目の前でエクセルティーアは真っ二つに折れた。聖剣を失ったアシュアルドは最後の力を振り絞り魔術を展開させ、氷の中に魔王を封ふうじ込めることに成功する。──自らも共に氷の中に封じられることによって。

　魔王は封印され、世界は平和を取とり戻もどしたが、同時に勇者を失った。

　アシュアルドはアーロイの地に、魔王と共に氷の中で今も眠っている。

　一方、折れたはずの水の聖剣エクセルティーアは人間に転生した。







「──なーんて、人に言ったら頭がおかしいと思われること間違いなしよね」

　商売道具を手に、家を出ながらルティアはひとりごちる。

　でも妄もう想そうでも頭がおかしいわけでもない。ルティアは正しよう真しん正しよう銘めい「水の聖剣エクセルティーア」の生まれ変わりだ。

　その証しよう拠こに、今までの水の聖剣の使い手全員の名前をそらんじることができる。勇者使い手として記録に残っている者はもちろん、人知れず役目を果たした記録に残っていない使い手の名前もだ。

　人間が知らない事実も知っている。たとえば、聖剣にはそれぞれ意志があるとか、聖剣の本体は剣身ではなく、柄つかと剣身をつなぐ鍔つばの部分に埋うまっている石であるとか、ギルド本部があるトゥマの大地には他の五振りの聖剣によって封じられた闇の聖剣が眠っているとか。

　もっとも、妄想だと言われてしまえばルティアは反はん論ろんすることができない。自分でもなぜ聖剣が剣として再生するのではなくて、人間として転生してしまったのか説明できないのだから。

「そもそも、五年前まで思い出しもしなかったし」

　生まれて十二年間は、普ふ通つうに人間だった。確かに生まれや予言のことは普通とは言い難がたかったが、どこにでもいる平凡な街娘として暮らしてきた。

　ところが五年前、前まえ触ぶれもなく突とつ然ぜん「水の聖剣エクセルティーア」としての記憶が蘇よみがえったのだ。頭を打ったわけでも、事故に遭ったわけでもなく、ある日目覚めてみると今までとは異なる記憶が自分の中にあって、自由に引き出せるようになっていた。

　もっとも、思考や精神の構造が剣の時と今ではだいぶ違っている。

　ルティアの感受性や考え方は人間のそれだ。ところが剣の時は違っていた。そのため、エクセルティーアとしての記憶はあるものの、ひどく遠い感じなのだ。まるで本の中の記録を読んでいるような気持ちだった。

　けれど、人間に生まれ変わる直前の使い手のことに関しては違っていた。アシュアルドのことだけ、なぜか人間としての心が混じったような感情を伴ともなって鮮明に思い出せる。

　他の記録とはまるで異なっていた。

　だからだろう。エクセルティーアとしての記憶が蘇って真っ先に頭をよぎったのは、アシュアルドのことだった。

　──私、なぜこんなところにいるの？　アシュの傍そばにいなければならないのに。

『エクセルティーア、ずっと僕たちは一緒だよ。ずっと』

　家族をすべて失った寂さびしがり屋の少年。

『エクセルティーア。僕は頑がん張ばるよ。君に選んでもらったのだもの』

　努力家で、頑張り屋で、いつも笑っていたアシュアルド。

　──私の、使い手。

　エクセルティーアは折れてしまい、アシュアルドが絶ぜつ叫きようしたところで聖剣としての記憶は途と切ぎれている。毎日夢で見るあの光景だ。だが、ルティアとして育った記憶の中でアシュアルドのその後の話を知っていた。

　子どもだったら誰だれもが寝ね物もの語がたりに聞かされた水の勇者の話。我が身を犠ぎ牲せいにして魔王を封印し、アーロイの地で氷の中に眠ったままの水の勇者の物語を。

　──アーロイに行かなくちゃ！　きっとアシュは私を待ってる！

　いてもたってもいられず、ルティアはバイロイドにアーロイに行きたいと訴うつたえた。

「……つくづくあれはマズかったわ。失敗したわ」

　ギルドに向かいながらルティアは唇くちびるを嚙かんだ。

　ルティアの訴えを、当然のことながらバイロイドは却きやつ下かした。その上、彼はルティアがアーロイに行きたがる理由を、予言のせいだと考えたらしかった。

『お前はルギとアウラが命をかけてフラウゼアからお前を連れて逃げた意味が分からねぇのか！　寝ね言ごとは寝て言え！』

　ルギとアウラというのはルティアの育ての親で、バイロイドの友人夫ふう婦ふだ。彼らが流は行やり病やまいで亡くなった時、バイロイドはルギからルティアの出生や予言のことを聞かされたうえで、引き取ってくれたのだという。ルティアを彼らの代わりに守ると誓ちかって。

　自分は聖剣の生まれ変わりです、などと言っても信じてもらえないと思い、養父の気持ちを考えて引き下がるしかなかった。

　──そういえば、エクセルティーアの時にも父さんたちに会ってるんだよね、私。

　うすぼんやりとした聖剣としての記憶の中から、アシュアルド一行が旅を始めたばかりの頃のことを引き出してルティアは感かん慨がいにふける。

　あの頃は、まだバイロイドもルギも若くて、神しん聖せい王国フラウゼアの王都にあるギルドに所属するＡ級冒険者だった。魔属討伐依頼を受けて別の街にいた彼らと偶然出会ったアシュアルドたちは、フラウゼアに向かう間、しばらく一緒に旅をしていたのだ。

　──ルギはその頃、すでに妻帯していると言っていたが、バイロイドは独身だったと記憶している。

　それが今では人間に生まれ変わったルティアの養父なのだから、縁えんとは不思議なものだ。

　ルティアはエクセルティーアとしての記憶を取り戻してから、今まで以上の感謝の念を亡くなったルギやアウラ、それにバイロイドに抱いだいている。

　これまで出生のことや予言のことを聞かされても、彼らに守られて平和な人生を送っていたルティアにはいまひとつ現実味がなく、ピンとこなかった。けれど、二十年前の混こん乱らんした時代を知るバイロイドたちにとって、フラウゼアの神官の予言は大きな意味を持っていたはずだ。にもかかわらず、「予言なんて信じない」と言ってルティアを守ってくれていたのだから。

　──でも、それとアシュアルドのことは別だ。

「いくら父さんが反対してもいつか必ずアーロイに行って、アシュを救い出してみせる！」

　立ち止まり、決意も新たにルティアはぐっと拳を握った。

　──待ってて、アシュ。いつか必ずあなたのところへ行くから。

　それがルティアの人生の大きな目標だ。このために人間に生まれ変わったのだとさえ思っていた。

「そのためにはまず資金よね。今日も稼かせぐわよ」

　売り物の入った布ぬの袋ぶくろをぐっと摑つかんで、ルティアはギルドに向かって元気よく歩き始めた。
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　冒険者組合ギルドは、五百年前に魔属討伐のために設立された。それまで魔獣に襲おそわれても国の騎き士し団だんが派遣されてくるのを待つしかなかった人々のために、引退した騎士や傭よう兵へい、それに魔ま術じゆつ師しなどの有志を集めて作ったのだ。彼らは、依頼を受ければ国をまたいでどこまでも出かけていく。

　お金はかかるが、国では対応しきれない依頼に応じてくれるということで、各国がこぞって支し援えんを始め、組織はどんどん大きくなっていった。今では創そう造ぞう主しゆアールゼータ神を祀まつる神しん殿でんと並んで、各国の都市に支部を置く巨きよ大だいなギルドに成長している。

　そしてルティアの住む、このロンダール国の地方都市ヴォルドにも冒険者組合ギルドの大きな支部があった。バイロイドが支部長を務めるこのギルドに、ルティアは薬師兼けん冒険者として所属している。

「ルティアじゃないの。三日ぶりね」

　ギルドの建物に入ると、カウンターの中にいる受付のルルが声をかけてきた。ルルージュことルルは丸い眼鏡をかけたすらりとした美人で、ルティアにとっては姉のような存在だった。

「こんにちは、ルル。薬の調合をしてたからね。で、さっそく、はい。これ」

　ルティアは受付台の上に、袋ふくろに詰つまったものをどんと乗せた。三日間寝る時間を削けずって作った薬だ。

「ありがとう。助かったわ。ここのところ魔獣討伐の依頼が増えて、薬の減りが早かったのよ」

　ルルはにっこり笑うと、薬を入れた袋を受け取り、中を確認してからルティアに代金を渡わたした。それを受け取りながらルティアは眉を寄せる。

「やっぱり、魔獣が増えているのね」

　壁かべ際ぎわの掲けい示じ板ばんには、ギルドへの依頼書が一面に貼はりつけられていた。

「ええ。ここのところ急にね。でもまだヴォルドは少ない方よ。他の支部から来た冒険者の話だと、他の支部では討伐依頼が倍増していて、対応しきれないところも出てきているそうだから。もしかしたら、何人か他の支部に応援に行ってもらうことになるかもしれないわ」

「そうなんだ。大変ね」

「それで、納のう品ひんしてもらったばかりで悪いけれど、またすぐにお願い。ルティアの薬はよく効くから、他の支部に行く冒険者たちに多めに持たせてあげたいの」

「分かったわ。さっそく作って納品するね」

　ルティアはにっこり笑う。バイロイドには気の毒だが、ルティアとしては討伐依頼が増えるのは悪いことばかりではない。依頼が増えれば増えるだけ消費量も多くなり、その分ルティアの手元に代金が入るのだから。

　資金が増えればそれだけアーロイが近くなる。ルティアはお金を貯めてＡ級かＳ級の冒険者を雇やとい、アーロイまで連れて行ってもらう計画を立てていた。

　──私がＡ級の冒険者になれれば話は早いんだけど……。

　でも残念ながらルティアは魔ま力りよくがあっても使いこなせず、剣の腕もいまいちなため、冒険者としてのレベルは底辺に近いＤ級だ。同じ頃にギルドに入った冒険者たちはとっくにＣ級にあがって、Ｂ級、中にはＡ級にまでなった者もいるというのに。

　薬草採集の依頼しかこなせないのだから、ルティアのランクはあがりようがないのだ。

　──元聖剣だというのに……！

　自分に絶望するルティアだった。

　けれど、魔力はあれど使い手がいなければただの剣──それも選ばれた人間にしか扱あつかえなくて、その他の人にとってはまったく役に立たない聖剣の特性を、人間に転生しても継ついだのだと思えば不思議でも何でもない。

　使い手あっての聖剣だ。使い手がいなければただの飾かざりにしかならない。

　だからこそルティアは「水の勇者アシユアルド」を求めてしまうのだろう。

　──自分では引き出せない魔力も、きっとアシュにとっては役に立つに違いないから。

　それに、聖剣の特性を継いでいることは冒険者としては役に立たなくても、薬師としては十分役立っていた。

　水の聖剣エクセルティーア──エクセルティーアは古い言葉で「極上の雫しずく」を意味する。その名の示す通り、水を司つかさどる剣には、大地の聖剣には劣おとるものの癒いやしの力が備わっていた。水は生命を象徴しているからだ。

　そのせいか、ルティアの作る薬はとてもよく効くと評判で、ギルドに所属していない人もこっそり買いにくるほどらしい。その分仕事の依頼も増えてルティアとしては万ばん々ばん歳ざいだ。

　薬の材料となる薬草も、採集の依頼の時に自分の分も採ることができるので一石二鳥だった。

　つまり、冒険者ランクが底辺でもそれなりにルティアは稼げているのだ。主に薬師としての賃ちん金ぎんだが。

　この調子でいけば、そんなに遠くないうちにＡ級を何人か雇える額が貯たまるだろう。

「あ、そうだわ。ルティア。支部長から人員増強の話は聞いているわよね。さっそく今日から入会希望者を集めて、明日の午後に説明会を開く予定なんだけど、依頼が増えて事務方がみんな立て込んでいるの。そこであなたに基本的な説明を頼たのみたいんだけど、引き受けてもらえないかしら？　あなた説明上手だから」

「ええ？　説明？」

　ルティアは顔を顰しかめる。その表情は面倒だとありありと語っていた。

「そういうところ、本当に支部長に似ているわよね。あの人も説明が面倒だとみんな人に押しつけるんだから」

　眉を寄せて愚ぐ痴ちめいたことを呟いた後、ルルは眼鏡を人差し指で押し上げつつ、口調を変えて言った。

「もちろん、タダとは言わないわ。謝礼ははずむわよ？」

「やるわ」

　にっこりとルティアは笑う。ルルも同じようににっこりと笑った。ルティアが七年前、バイロイドに連れられてこの街に来て以来の長い付き合いだけあって、ルルは彼女の動かし方をよく知っているのだ。

「よし、話は決まりね。頼んだわよ」







　次の日の午後、ルティアはギルドの一室で、十人ほどを前に挨あい拶さつしていた。

「冒険者志望の皆さん、初めまして。ギルドに所属する薬師のルティア・ホワイトです。今日は皆さんにギルドの基本的な説明をしたいと思います」

　ルティアは部屋の中にいる十人をぐるりと見回して、内心ため息をついた。

　冒険者組合ギルドに入りたいというだけあって、腕に覚えのありそうな成人男性から冒険者に憧あこがれる少年、それにとてもひ弱そうな男性までいる。女性もいた。もっとも、見かけでは分からないのが冒険者という職業だ。いかにも筋きん肉にく隆りゆう々りゆうの男性がひ弱な魔術師に勝てない場面というのもありえるのだ。

「組合ギルドではお尋ね者でない限り、受け入れております。ギルド入会に関して試験や資格はありません。年ねん齢れい制限はありますが、十二歳以上であれば問題ありません。性別も関係ありません。私もギルドの専せん属ぞく薬師でありますが、冒険者としても登録されておりますので」

　腕に覚えのありそうな若い男性がルティアを見て、眉をあげた。「お前が？」とでも言いたげな表情だ。誰の目にも剣など振り回す筋肉などなさそうなルティアは、冒険者にはとても見えないのだろう。

　まったく以もつてその通りなのだが、この場でＤ級にすぎないことまで口にする必要はない。ルティアはかまわず続けた。

「組合ギルドに所属しているのは剣けん士しだけではありません。魔術師もいますし、元神官という方もいます。戦いには赴おもむかない事務方もおりますから」

　にっこり笑ってルティアは女性やひ弱な男性を安心させると、黒板にＳ級、Ａ級、Ｂ級と続けて書いていく。最後にＥ級まで書くと、希望者を振り返った。

「知っている方も多いと思いますが、ここに記したのは、ギルドの冒険者のランク分けです。ギルドに来る依頼は精査され、必ず危険度でレベル分けされます。ＥやＤ級だと受けられる仕事は限られますが、上に行けばどのレベルの仕事も受けることが可能となっております。ただ、皆様は初心者ですから、まずはＥ級からスタートしてもらいます。どんなに実力があろうと、これはギルドに所属する全冒険者が通る道ですので」

　ルティアはそこで言葉を切り、入会希望者の反応を確認する。彼らがちゃんと聞いているのを確認すると、頷うなずいて先に進んだ。

「Ｅ級はＤ級の仕事の依頼を受注することができますが、単独行動は許されておりません。必ず指導役の冒険者と一緒に行動していただきます。まずは経験者に受注の仕方や仕事の仕方を教わるわけですね。そして何回か依頼をこなせば自動的にランクはＤへあがります。なので誰でもＤ級までは行くことができるというわけです」

　その、誰でも行けるＤ級がルティアのランクなのだ。

　──どうせ底辺ですよ。

　自分の言葉にふてくされながら、表面上は和なごやかな表情で続ける。

「Ｄ級になれば単独で依頼を受けられます。もちろん、誰かと組んで仕事をすることもできます。報ほう酬しゆうは分け合うことになりますが、複数だとそれだけ早く依頼をこなせます。そして依頼をある程度こなして実績を作ればランクをあげることができますが、戦せん闘とうの実技試験に受からないとＣ級へはあがれません。Ｃ級の仕事の中には戦う必要のある依頼が含まれているからです。ただし、Ｂ級へあがる時には試験はありません。仕事内容はより危険なものになりますが、Ｃ級で実績と実力をつければあがることができます」

　ルティアは黒板に向き直り、ＢとＡの間に横線を一本引いた。

「次にＡ級ですが、こちらは冒険者組合ギルドの設立理由や存在意義でもある魔獣や魔人との戦いも含まれてきます。言いかえればＢ級までは魔獣や魔人が関わっていると思われる依頼を受けることができません。それだけ魔属と対峙するのは危険ということですね。でもその分報酬は高く、冒険者組合ギルドの花形です。皆さんにはぜひこのＡ級を目指して頑張ってもらいたいと思っております」

　腕に覚えのありそうな成人男性が云々と頷く。よほど腕に自信があるのだろう。

「ただギルドに所属する冒険者の多くがＢ級どまりなのですが、それがなぜかはご存ぞん知じない方も多いと思います。理由はコレです」

　ルティアは隠し持っていたガラス瓶びんを取り出して机つくえの上に置いた。

「これが何だか分かりますか？　特とく殊しゆな魔術がかかったこの容器の中には、魔属化の原因である瘴気が入っています」

「何だそりゃ？　何も入っていないじゃないか」

　腕に覚えのありそうな男性が顔を顰める。一方、ひょろっとした男性の方はガラス瓶の中を興味深そうに見ていた。唯一の女性もだ。少年もへぇっというような目で見ている。

「ちなみに。私の目には、中に黒い靄もやのようなものが見えます」

　にっこりと笑うと、ルティアはガラス瓶を手に取った。

「もうお分かりかと思いますが、この瘴気が見えるかどうかの違いがＡ級とＢ級を分ける決定的な違いです。瘴気は魔力のある者にしか見ることができません。魔属の中には瘴気に取り込まれていることが一見分からないものもあります。それを見分けることができなければ、彼らと戦うことはできないのです。そしてＡ級であっても魔属と単独で戦うことはなく、複数の冒険者と組んで戦います。単独で魔属と戦うことができるのはこの冒険者だけ」

　ガラス瓶を片手に持ったまま、ルティアはＳ級の文字を二重の線で囲った。

「ギルドの最上位ランクです。Ｓ級は冒険者の中でも数えるくらいしかいません。このヴォルドのギルドでも、Ａ級の冒険者は何人かいますが、Ｓ級の人はいないのです。私はギルドに所属してちょうど五年になりますが、まだ一度も会ったことがありません。それくらい希少な存在です。でも魔力を持っている方は、このＳ級を目指してぜひ頑張ってもらいたいと思います」

　ルティアはぐるりと見渡してにこやかに言った。

「残念ですが、魔力がない人はどんなに実績をあげてもＢ級どまりです。それで納なつ得とくしていただけるのであれば、帰りに受付に寄って冒険者登録をしていってください。登録をすると証明書が発行されます。その証明書があればギルド内で売られている武器や、薬や便利道具などを冒険者価格で購こう入にゆうすることができますし、提てい携けいしている宿にも安く泊とまることができます。これはどの都市のギルドに行っても適用されますので、かなりお得ですよ。具体的な仕事については証明書を発行した後に受付から詳くわしい説明があります」

　最後にルティアはぺこりと頭を下げた。

「それではこれで基本的な説明を終わらせていただきます。本日は冒険者組合ギルドのヴォルド支部にお越こしいただき、ありがとうございました」

　しばらくして一階に下りて受付に行くと、ルルが声をかけてきた。

「お疲れ様、ルティア。助かったわ」

「登録していったのは何人？」

「五人ね」

　今回の説明会で実際に登録したのは半分くらいに留まったようだ。例の腕に覚えがありそうな成人男性は登録しなかったという。

　それはそうだろう。どんなに頑張ってもＢ級どまりなら、傭兵にでもなった方が実入りがいいのだから。

「登録していった人も、数年後には果たして何人残っていることやら」

　ため息をついてルティアは受付台に寄りかかる。

　冒険者に憧れて登録する人間は多いが、実力がないとランクはあがらないし、あがったとしても今度は命を危険に晒さらすような仕事が待っている。途中で辞やめていく人間も多かった。

「Ｓ級になれとは言わないけれど、せめてＡ級になるまで辞めないで育って欲しいわ」

　ギルドに所属する古参の冒険者のようなことを呟くルティアに、ルルは笑いながら小さな袋を差し出した。

「はい、これ。元気の素よ、受け取って」

「わーい。説明会の手当だね、ありがとう」

　ルティアは笑顔で袋を受け取ると、悪戯いたずらっぽく笑った。

　ルルは笑った後、思い出したように顔を寄せて小声で言った。

「そういえば、今支部長を訪たずねてきてる客人がどうやらＳ級の冒険者らしいの」

「え!?」

　Ｓ級といえばさっき希望者に説明した通り、めったにお目にかかれない希少な冒険者だ。

「ど、どんな人？」

　小声で尋ねると、さらに小さな声でルルは続けた。

「まだ若い男性よ。Ｓ級だと名乗らなかったから私は分からなかったけれど、Ａ級のジルが彼の顔を知っていて、こっそり教えてくれたの」

　Ａ級のジルというのはこのヴォルドに所属する古参の冒険者の一人だ。

「尋ねてきたのは『氷のアルド』らしいわ」

「……氷の……！」

　大声を出しそうになって、ルティアは慌てて口を押さえた。

「氷のアルド」と呼ばれる冒険者は有名だ。ちょうどルティアが冒険者組合ギルドに入ったのと同じ頃に彼も冒険者となったが、瞬またたく間まにランクをあげ、半年足らずでＳ級まで上り詰めてしまったのだ。氷の、という名めい称しようは正式な位くらいなどではなく、他の冒険者が陰かげで呼んでいるあだ名だ。

　なんでもＳ級冒険者のアルドは、ほとんど誰とも口を利きかず、近づいてくるものを冷たく睨にらんで寄せつけないらしいのだ。

　興味を引かれたルティアはルルにそっと尋ねた。

「アルドは噂うわさ通どおりの人だった？」

「ええ。すごくきれいな顔立ちをしていて、応対も丁てい寧ねいだったけど、評判通りとても冷たい感じの人だったわ」

「そんな人がなぜ父さんのところに……」

「顔見知りという可能性もあるけれど、ジルはアーロイの地に向かうためじゃないかって言ってたわ」

「あっ。なるほど」

　バイロイドが言っていたではないか。ギルドの本部は魔王の封印を確認するためにＳ級かＡ級の冒険者をアーロイに派遣する予定だと。

　──アーロイの地に行く冒険者がこの建物の中にいる……！

　ルティアはそわそわとし始めた。今回連れて行ってもらうことはできなくとも、将しよう来らい雇うためにそのＳ級の彼とぜひとも知り合いになりたいと思った。氷のアルドだろうが、無愛想だろうが、実力がありさえすればいいのだ。

　──客人のことを知らないフリをして父さんのところへ押しかけてみたらどうだろう？

　あとで大目玉をくらうに違いないが、それが一番いいような気がした。

「私ちょっと……」

「あ、ルティア！　いいところに！　支部長が君を呼んでいるよ」

　見てくる、と言いかけたルティアに、一階に下りてきた補ほ佐さ官かんが声をかけた。

「え？　父さんが？　どうして？」

　勝手に部屋に押しかけようとしていたくせに、呼ばれたとなると躊ちゆう躇ちよしてしまうルティアの背中を、ルルが叩たたいて発破をかけた。

「ほら行って！　あとで感想聞かせてね！」

「う、うん」

　ルルの声に押し出されるように、ルティアは最上階にある支部長室へ向かった。

　──この中にＳ級が。あの「氷のアルド」がいる。

　扉とびらの前に立ち、ルティアは深しん呼こ吸きゆうをして息を整える。ところが、扉を叩こうとした手が、内側から漏もれてくる声でふと止まった。

「薬草が必要なんだ。今すぐ、どうしても」

　それはどこかで聞いたことのある声だった。応こたえてバイロイドの声が続く。

「本部の依頼より薬草探しを優先するなんて知られたら、いくらお前さんでもマズイぞ」

「かまわない。薬の方が急ぎだ。封印には何も問題はないのだから」

「そりゃあ、お前さんには分かるんだろうけど……」

「『俺』が問題ないと言っているのに、何が何でもアーロイに行けと言う本部の気が知れない」

　察するところ、バイロイドと話をしているのが「氷のアルド」だろう。

　──無口と聞いていたけれど、案外よくしゃべるのね……。

　そんなことを思いながらも、ルティアはなぜか胸の高鳴りを覚えていた。

　どうしてだろう。この声に聞き覚えがあるような気がする。聞いていると胸がドキドキする。

　普通の娘だったらここで「恋かしら」などと思うところだが、そうはならないところがルティアのルティアたる所以ゆえんだ。

　複雑な育ちをしている上に聖剣としての記憶を内包しているルティアは、どこか変な部分で冷めているのだ。

　──「氷のアルド」と会ったことも話したこともないのに、どうしてこの声に聞き覚えがあるのだろう？

　疑問に思ったルティアはそれを探るために、今一度アルドの「声」を聞こうと身を屈かがめた。ところが次の瞬しゆん間かん、聞こえてきた彼の言葉に仰ぎよう天てんする。

「扉の外にいる奴やつ。……いい加減に入ってきたらどうだ」

　どうやらルティアが聞き耳を立てているのが分かっていたらしい。観念したルティアはふぅっと小さな息を吐くと扉を叩いた。

「ルティアです。失礼します」

　扉を開けて、真っ先に目に飛び込んできたのは、大きな身体を椅子に窮きゆう屈くつそうに収めている支部長のバイロイドだった。扉の角度のせいか、客人の姿はまだ見えない。さらに一歩室内に足を踏み出したルティアをバイロイドの微び笑しようが迎むかえた。

「ルティア。突然呼び出してすまないな」

「いえ。ちょうどギルドにいたので──」

　言いながら客人の方にちらりと視線を向けたルティアの声が途切れる。

　ルルの言っていた通り、客人はとてもきれいな顔立ちをした若者だった。鼻はな筋すじはすっと通り、切れ長の水色の目が前髪から覗のぞいている。髪は少し長めの艶つややかな黒くろ髪かみで、灰はい色いろの旅用マントに少しだけ後ろ髪がかかっていた。

「ア……」

『あ』の形に開いたルティアの唇から、音にならない声が漏れる。

　ルティアは彼を知っていた。いや、ルティアではなく、エクセルティーアが知っていた。記憶の中の彼よりも五、六歳ほど成長していたけれど。

　──アシュ……？

　間違いない。いくら姿かたちが多少変わろうとも、彼から感じられる魔力は変わらない。ここにいるのは水の聖剣エクセルティーアの使い手である「アシュアルド」だ。

　──本当に、アシュなの？　どうしてあなたがここに？　アーロイの地で魔王と共に氷の中に封印されているのではなかったの？

　頭の中に懐なつかしさと共に疑問が湧わき上あがり、ルティアとしての心とエクセルティーアとしての思考がぐるぐると渦うず巻まいて、混乱していた。

　それでも「アシュ！」と呼びながら彼に抱きつかなかったのは、かつてはキラキラと明るく輝かがやき、その感情を雄ゆう弁べんに語っていたアシュアルドの水色の瞳が、今は冷たくルティアを見返していたからだ。

　そこには何の感情も浮かんでいない。正しく凍りついているかのようだった。

　──どういうこと？　本当にこれはアシュなの？

　アルドから感じる魔力は、エクセルティーアが知っている使い手のものだった。エクセルティーアがそれを間違うわけがない。けれど、覚えている彼とは年齢もそうだがあまりにも印象が違っていて、確信が持てないほどだった。

　──どうなっているの？　ねえ、誰か教えて！

　基本的にいつも冷静なルティアがこの時は完全に我われを失っていた。ところが、表面上はいつもとあまり変わらなかったらしい。バイロイドは娘の困こん惑わくぶりに気づくことなく客人を紹しよう介かいする。

「彼はアルドだ。あまり大っぴらにはできないがＳ級の冒険者でな。用事があってこのヴォルドに来たらしい。アルド、この子は俺の養い子だ。名前はルティア・ホワイト」

「ホワイト？」

　ここでようやくアシュアルドの顔に、ルティアに対するほんの少しの興味らしき感情が浮かんだ。

「もしかして、あんたのパートナーだったルギの？」

「そう。ルギの子だ。もっとも養女だったのでルギとも血のつながりはないけどな。ルギが七年前に流行り病で亡くなったので、俺が引き取ったんだ」

「そうだったのか……俺がいない間に色々あったんだな」

　ルティアはその言葉に衝しよう撃げきを受けていた。

　──俺？　アシュが「俺」？

　遠い昔、エクセルティーアが聞いた思い出のアシュアルドの声がルティアの耳に蘇る。

『エクセルティーア、ずっと僕たちは一緒だよ。ずっと』

　──こ、これは一体誰ですか……!?

　エクセルティーアの知っているアシュアルドは「俺」なんて言わない。彼女の記憶の中のアシュアルドは誰に対しても笑顔で礼れい儀ぎ正ただしい少年だった。こんな冷たい目で人を見るなんてことなかった。

　──どうしたの、何が起こったの。彼はどうして別人のようなの？
















　聖剣としての本能は目の前の彼を「アシュ」だと訴えているのに、感情の部分でどうしても納得できなかった。

　バイロイドが何かを説明している。でもルティアの耳にはほとんど聞こえていなかった。

「でな、ルティア。お前なら西の森に詳しいし、薬草のある場所を知っている。アルドを案内してやってくれないか。謝礼ははずむそうだぞ」

「え？　あ、はい！」

　反はん射しや的てきに承しよう諾だくしてしまった後で、ルティアは自分に対して内心突っ込んだ。

　──私は馬ば鹿かか。謝礼に食いついてどうするのよ！

　その時、ふとあることを思い出してルティアは愕がく然ぜんとなった。

　──待って、アシュがこうしてここにいるってことは、アーロイの地に行く必要がなくなったってことよね？

　だったら、今までお金を貯めていた自分の努力は一体何だったのか。いや、喜ぶべき状況のはずだが。

「……ショック……」

　今度は思ったことが思いっきり表に出てしまったらしい。がっくりとうなだれるルティアにバイロイドが眉をあげた。

「おい、どうした、ルティア」

「……何でもないのよ、父さん。ただ人生にむなしさを覚えてね……」

「はぁ？」

　怪け訝げんそうな声をあげるバイロイドの向かいの席で、アルドが感情の読めない目でルティアを眺ながめていた。
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　ルティアがアシュアルドと思いがけない再会を果たしたのと同じ頃。

　ロンダール国から遠く離はなれたある国の宮きゆう殿でんの広間では、一人の中年女性が玉ぎよく座ざから平へい伏ふくする臣下たちを冷たく見おろしていた。その女性の背はい景けいには、白い大理石で掘ほられた主神アールゼータと六つの剣が描えがかれたレリーフが飾られている。

「まだあの娘は見つからぬのか！」

　女性の口から甲かん高だかい叱しつ責せきの声が放たれる。その声に臣下たちはビクッと背中を震ふるわせた。

「も、申し訳ありません」

　平伏する臣下の中には神官姿の者が含まれていた。王おう権けんと宗しゆう教きようが分ぶん離りしている他国ではありえない光景が、この国ではごく当たり前に見られるのだ。

「引き続き捜さがしております。今しばらくのご猶ゆう予よを！」

「いいか。必ず捜し出すのじゃぞ！」

「はい。必ずや！」

　平ひれ伏ふしていた臣下たちが広間から下がっていくのを見つめながら、苛いら立だたしげに唇を嚙みしめる。

「娘一人捜し出せないとは、なんたる無能どもじゃ」

　女性は濃こい金きん髪ぱつをうっとうしげに振った。女盛りはとうに過ぎて、その美び貌ぼうには翳かげりが出てきている。けれど、かつて三国一とも謳うたわれたその容よう姿しは今でも十分に美しかった。

「やはり、情けなどかけるのではなかった。十七年前に始末しておけばよかったのじゃ」

「教きよう皇こう様、そのように強く嚙んでは美しい唇に傷きずがついてしまいますよ」

　声と共に女性の背はい後ごからすっと玉座に近づく者があった。女性は振り向いて笑顔になる。

「おお。フェンダール。来ていたのかえ」

　フェンダールと呼ばれた神官服姿の青年はにっこりと笑いかける。淡あわい金色の髪に、紫むらさき色いろの瞳を持つ、とても美しい青年だった。

「大だい丈じよう夫ぶです。周辺国にも伝えて捜させておりますので、必ず予言の娘を見つけることができるでしょう。お任せください、我らの教皇様」

　青年は手を伸ばして女性の頰ほおをそっと撫なでる。女性は魅み入いられたようにうっとりと笑った。

「そうじゃの。お前に任せておけば安心じゃ」

「はい。必ず予言の娘を捜し出し、御ご前ぜんにその首を。そうすれば教皇様は魔王の脅きよう威いから世界を救った英えい雄ゆうとなります。教皇様の国であるこの神聖王国フラウゼアも再び盛り返すことができるでしょう」

　女性は何度も頷いた。

「そう、そうじゃ。このフラウゼアのためにも、世界のためにも、必ず『魔王復活の鍵かぎを握る』と予言されたあの娘を捜し出し、殺すのじゃ！」

「はい。教皇様。必ずや──」

　優ゆう雅がな仕草で頭を下げる青年の紫色の瞳は妖あやしく輝いていた。
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　次の日の朝、ルティアはアシュアルドと共にヴォルドの街を出発した。

　西の森は、ヴォルドの街を出て半日ほど馬で行ったところにある。それほど危険な獣けものは生息していないので、Ｄ級冒険者でも安全に薬草の採集ができる森だが、秋口に入ったばかりの今の季節は採れる種類が限られている。

　アシュアルドに何の薬草が欲しいのかと問えば、彼はジギリスの葉が欲しいのだと言う。

『友人に、頼たのまれた』

　なるほど、とルティアは思った。ジギリスの葉は一いつ般ぱん的てきな薬草ではないからその辺では売っていないし、今は採れる時期でもない。けれど、西の森の一角にはなぜか季節外れの薬草が生える場所があり、そこで薬草を採集して欲しいという依い頼らいが時々ギルドに舞い込むのだ。ルティアにとっては、実入りのいい仕事の一つだった。

　だからバイロイドがルティアにアシュアルドを案内させることにしたのも頷うなずける。だが、納なつ得とくはしていない。

　──なんでこんなことになっているのかしら？

　アシュアルドと共に西の森へ馬を進ませながら、ルティアは昨日から頭の中で何十回も同じ言葉を繰くり返かえしていた。

　並んで道を行くアシュアルドをちらりと横目で見る。

　彼は昨日と同じようにギルド特製のマントを身に着けている。そのシルエットと、今も馬の動きに合わせてカチカチと微かすかな音を立てていることから、彼がマントの内側に剣けんを携けい帯たいしているのは確かだった。

　ルティアはアシュアルドがエクセルティーア以外の剣を身に着けていることに違い和わ感かんと寂さびしさを覚えた。仕方のないこととはいえ、嫌いやだと思ってしまう。どこか嫉しつ妬とを覚えてしまう。

　──しっかりして、ルティア。私はもう剣ではなくて、人間なのだから。

　不思議なことに、アシュアルドとこうして再会して、ルティアは自分がもう聖せい剣けんではなく人間なのだということを強く意識し始めていた。それまでは自然に聖剣という過去を受け入れていて、自分とエクセルティーアを分けて考えることはなかったのだ。

　おそらくあれほど会いたかった使い手と、こうして顔を合わせているからだろう。

　──そういえば、私はアーロイに行ってアシュを救い出すことばかり考えて、その後どうするかなんて、まるで考えたことがなかった。

　救い出した後、自分とアシュアルドの関係は？

　人間として生まれ変わったルティアはもう聖剣ではないのだ。前と同じ関係ではいられない。必ず変わってしまうだろう。

　──私って馬ば鹿かね。そんな当然のことを今まで考えなかったのだから。

　だから今こうしてアシュアルドを目の前にして、それを突つきつけられているのだ。

「……何か？」

　じっと見ているのに気づいたのだろう、アシュアルドがじろりと見返してくる。

「いいえ。何でも……、あ、森の入り口だ」

　慌あわてて顔を前に戻すと、ルティアの視し線せんの先に見慣れた森が見えてきていた。

　──これは仕事だ。私はギルドの冒険者として来ているのだから。

　自分に言い聞かせながら、ルティアは事務的な声を出して説明する。

「馬はこの森に入ることを嫌がるので、ここで下りて徒歩で行きます」

「分かった」

　二人は森の入り口で馬をとめ、木に手た綱づなをくくりつけると荷物を背せ負おい、森の中へと入っていった。
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　同じ頃、ロンダール国の王おう城じようの一室で、ギルド特製のマントを着けた男性が、魔ま術じゆつ師し特有のゆったりとした服を身に纏まとった男性とテーブルを挟はさんで向かい合っていた。

「で？　わざわざ出発前の俺を呼び出して何の用なんだ？」

　マントを身に着けた男性がわざとらしく眉まゆをあげる。

　歳としは三十代だろうか。がっしりとした体格で、赤みがかった金きん髪ぱつに緑色の瞳ひとみを持つ、堂々とした美び丈じよう夫ふだ。元はロンダール国軍に所属する剣けん士しだったが、今はわけあって軍を離れて冒険者組合ギルドに所属している。

　名前はディルナー・ノルン。かつて勇者アシュアルドの魔ま王おう討とう伐ばつの旅に同行した剣士だ。

　一方、ディルナーと向かい合っている長い銀ぎん髪ぱつに紫むらさき色いろの瞳の柔にゆう和わな男性は、ジェロイス・シャルネ。彼もアシュアルドと共に旅をした一人で、今ではロンダール国の魔術師長という高い地位に就ついている。
















「すみませんね。でも二度手間になるよりは今のうちにと思って」

　にこやかに言うと、ジェロイスはディルナーに一枚の紙を差し出した。

「先日、神しん聖せい王国フラウゼアの教きよう皇こうからこんな書しよ簡かんが我がロンダールに届きましてね」

「ああ？　あの女教皇から？」

　フラウゼアにあまりいい思い出がないディルナーは、顔を顰しかめながら紙に手を伸ばす。

「そう、あの色いろ狂ぐるいの女教皇から届いた書簡です。陛へい下かに許可はいただいたのでご覧くださってけっこうですよ」

「おう」

　ディルナーはその紙に目を落とした。けれど読み進めていくうちにどんどん顔が険しくなっていく。

「おいおい。正気かよ、あの女教皇は」

「とっくにおかしいと思いますよ。少しばかり他国より歴史が古いだけの小国のくせに、こんな偉そうな手紙をよこしたところを見るとね」

　ジェロイスという男は誰だれに対しても敬けい語ごで礼れい儀ぎ正ただしく、常に笑顔を浮うかべている男なのだが、その実とても毒どく舌ぜつなのだ。にこにこ笑いながら毒を吐はき、相手をやりこめてしまう。敵に回したら厄やつ介かいな男だった。

「相変わらずだな、お前は」

　苦笑いを浮かべながら、ディルナーは紙をテーブルに置いた。

「で、これがどうしたって？　お前、こんな予言信じているのかよ？」

「まさか。フラウゼアの予言など聞くに値あたいしませんよ」

　ジェロイスが吐はき捨すてる。よほど十八年前に自信満々でフラウゼアの神官たちが口にした、魔王についての予言が外れたことを恨うらんでいるらしい。そして、それを信じてしまった己おのれもまだ許してはいないのだろう。

「フラウゼアの威い信しんを取り戻すためにでっちあげたものだと思います。自分たちの予言のおかげで封ふう印いんは揺ゆらがなかったと大口をたたきたいのでしょう」

「だろうな」

　神官たちが行う予言は外れないという触れ込みで、小国ながら世界各国からの巡じゆん礼れい者しやを集めていた神聖王国フラウゼア。だが、十八年前、予言が外れたせいで勇者アシュアルドが犠ぎ牲せいになったことが世界各地に広まり、フラウゼアの名前は地に落ちてしまった。

　今の女教皇はそれを何とか回復させようと必死になっているが、やることすべてが裏うら目めに出ているという状じよう況きようだった。

「……ですが、予言云うん々ぬんはともかく、フラウゼアのギルドから気になる報告があがっています。それに、最近魔ま属ぞくの動きが活発化していることもあって、これを放置するわけにはいきません。そこで、あなたとアルドに、この書簡に載のっている予言の少女を捜さがし出して欲しいのです」

「おい、おい。俺たちがかよ」

　ディルナーは顰しかめ面つらになった。

「もちろんです。『魔王復活の鍵かぎを握にぎる』と予言されているとあれば、あなたたちも無関係ではないでしょう？」

「そんな予言、これっぽっちも信じてないくせに」

「ええ、信じていませんよ」

　あっさり頷くと、ジェロイスは続けた。

「ですが、その予言とやらを利用されては困るのですよ。万一、もしフラウゼアの手に渡るようであれば先に始末しないといけません」

「おい！」

　思わずディルナーは立ち上がる。それを手で制してジェロイスが微笑ほほえんだ。

「いや、あなた方にその少女の確保をお願いしたいのです。幸い、フラウゼアがよこした手がかりの中に、僕らにとってなじみのある名前がありました。どうやら件くだんの娘の世話係をしていたようです。もしやと思い、探さぐってみたら大当たりでしたよ。……というわけで行ってください。場所はヴォルドの街です」

「はぁ？　ヴォルド？」

「そうです。アルドとあなたが落ちあう約束をした街ですよ。ついでに私が薬草を採って送って欲しいと彼に頼んだ街でもあります。すごい偶然ですよね。まるで運命のようです」

「はぁぁ。あいつがヴォルドに行くって言ったのはお前のせいかよ」

　呆あきれたように言いながらディルナーは腰を下ろした。ジェロイスはにっこり笑う。

「ええ。妻のつわりがひどいので、ジギリスの葉を頼んだのです。この時期、どこにも生の葉は売ってないので、ヴォルドの森で調達するしかないんですよ」

「ああ、フレイアのためだったのか。どうりであいつが重い腰をあげるわけだ」

　納得したように頷くと、ディルナーは立ち上がった。

「仕方ないな。気は進まないが、その予言の娘とやらを捜して連れてきてやるよ」

「お願いします。これが娘の調査報告書です」

　ジェロイスも立ち上がり、懐ふところから取り出した四つ折りの紙を差し出した。

　──『魔王復活の鍵を握る』と予言された娘、か……。予言など信じてはいないが妙みように気になるな。

　魔属の動きが活発になっている今この時期に飛び込んできた「魔王」という符ふ号ごう。

「分かった」

　紙を受け取りながらディルナーは、奇き妙みような予感を覚えていた。
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　一いつ瞬しゆんぞわりと背せ筋すじが寒くなり、ルティアは思わず後ろを振り返る。もちろん、そこには何もなく、ただいつもの森の光景が広がるだけだった。

　──何だろう？　急に嫌な予感が……。気のせいかしら？

　首を少し捻ひねりながらもルティアはかまわず足を進める。後ろ斜ななめ横をアシュアルドが何も言わずについてきていた。ルティアとアシュアルドは木こ漏もれ日びが差す森の道を黙もく々もくと歩く。

　──本当に何もしゃべらないのね。

　ヴォルドを出発してから、ルティアとアシュアルドが交かわした会話の数は両手でこと足りるほどだ。しかも彼が発した言葉は「ああ」「分かった」「……何か？」の三種類のみ。だから会話といってもルティアが一方的にしゃべっているに等しかった。

　──昔のアシュはこうじゃなかったのに。

『ディルナー、火の番は僕がやるよ。得意なんだ』

『ジェロイス。それは何の効果がある薬草なんだ？』

『フレイア。この間使った瘴しよう気きを引きはがす魔ま法ほう、練習すれば僕でも使うことができるかい？』

　明るくて、前向きで、何に対しても一いつ生しよう懸けん命めいだったアシュアルド。十八年前の魔王を倒たおす旅では、いつも目を輝かがやかせていたのを思い出す。

　聖剣の使い手に選ばれるまで、ロンダールはおろか、生まれ育った村からもほとんど出たことがなかった彼にとって、あの旅は見るもの聞くものすべてが新しん鮮せんだったに違いない。ディルナーにはしゃぎすぎだと怒られても、戦せん闘とうの時以外はいつも笑顔だった。

　──笑顔……。

　ルティアは横目でちらりと今のアシュアルドの無表情を窺うかがってからため息をつく。紛まぎれもなく同じ人物なのに、昔と今とのあまりの変わりように違和感がぬぐえなかった。

　──一体、何があったんだろう？

　そもそも彼は魔王を封ふうじるため、アーロイの地で眠りについていたはずだ。

　もちろん、発表されている水の勇者に関する話すべてが真実だと思うほど、ルティアはおめでたくはない。英雄伝が権けん力りよく者しやたちに都合のよいように真実を捻ねじ曲まげて伝えられることはよくあることだ。

　五年前、エクセルティーアとしての記き憶おくが蘇よみがえった後、ルティアも徹てつ底てい的てきに調べたのだ。十八年前、何が起きたのか。アシュアルドだけでなく、旅の仲間たちがどうなったのか。

　結果、流る布ふされている話はほぼ真実だった。

　エクセルティーアが折れた後、アシュアルドは自分の命を核かくとして氷の魔法で魔王もろとも城しろを凍こおらせた。ディルナーたちは無事だったが、どんなに魔術や神聖魔法を駆く使ししてもアシュアルドを閉じ込めている氷を割ることはできず、彼を助け出すことができずに諦あきらめるしかなかったのだという。

　目的は果たせたが、大事な仲間を失い、彼らの凱がい旋せんは苦いものとなった。

　ギルドにしてもそうだ。調査と検けん討とうを重ねて出した「魔王は獣体」という結けつ論ろんが間ま違ちがっていたのだ。威信に傷きずもついただろう。そのギルドが「実は勇者は生きていた」という情報を隠す理由などなかった。

　──だから、魔王と共に氷の中に眠っていたのは確かなことだと思う。

　けれど、彼がこうして解放されているということは魔王も封印が解けて世に放たれているということだろうか？　最近魔獣が増えているのはそのせい？

　だが、もし魔王の封印がとっくに解けているのなら、ギルドがわざわざアシュアルドをアーロイに派は遣けんするのは変だ。封印がまだその地にあるからこそ、確認に行かせるのだろう。十八年前、ギルドは水の勇者の旅を全面的にバックアップしていた。ギルドの上じよう層そう部ぶは「Ｓ級冒険者のアルド」が水の勇者であることを知っているはずだ。

　魔王の封印は解けていない。けれどアシュアルドはここにいる。

　疑問に思うことはもう一つある。アシュアルドの年ねん齢れいだ。十八年前、魔王討伐の旅に出た時、アシュアルドは十六歳だった。だから今の年齢は三十四歳のはずだが、今横にいる彼はとてもそう見えなかった。まるで、あれから数年……そう、四、五年くらいしか経たっていないかのようだ。

　──ああ、もう。一体何がどうなっているの？

　一番手っ取り早いのは本人に尋たずねることだ。

　──でもそれがそう簡単にはいかないのよね。

　今の自分は水の聖剣エクセルティーアではなく、人間のルティアだ。昨日初めて出会った小娘にすぎない。おまけに本人が水の勇者であることを隠しているこの状況で、どうやって聞き出せようものか。

　でもこの機会を逃のがしたら、永遠に聞くことはできないだろう。ジギリスの葉が手に入れば、きっとアシュアルドはすぐにこのヴォルドの街から去っていくだろうから。

　ルティアはコホンと小さく咳せきをすると、できるだけ愛あい想そよく尋ねた。

「そういえばアルドさんって、今、お幾いくつなんですか？」

　沈ちん黙もくが返ってきた。アシュアルドは歩きながら一いち瞥べつしてきたものの、口を開く気配もない。

　めげずにルティアは続ける。

「長年傭よう兵へいとして各国で戦った人だってＡ級になるので精せい一いつ杯ぱいなのに、アルドさん、あっという間にＳ級になったでしょう？　若そうに見えるけれど、ギルトに入る前にどこかで修しゆ行ぎようでもしていたんですか？」

　またも返ってきたのは沈黙ばかり。答えないつもりなのかと思っていたら、ようやくぼそっと呟つぶやいた。

「……三十四……？」

　なぜか疑問形だ。

「三十四歳、ですか？」

　聞き返すとなぜか、アシュアルドは眉を寄せて言った。

「……いや、二十一……？」

「だからなぜ疑問形……自じ称しようにしても、年ねん齢れい幅はば広くないですか？　結局どっちなんです？」

　長い沈黙の後、アシュアルドはようやく口を開いた。

「…………二十一、だと思う」

　──だからなぜそんなに自分の年齢に自信がないのか。

「そうですか。二十一歳ですか」

　これで一つだけはっきりした。本来は三十四歳のはずのアシュアルドが二十一歳だと言うのなら、それが彼にとって正しい年齢なのだろう。外見も二十一歳だと思えば頷ける。

　アシュアルドが魔王討伐の旅に出たのは十六歳の時だ。つまり、今が二十一歳だとすると彼の時間はあれから五年しか進んでいないということになる。

　ギルドに「氷のアルド」が登録したのも五年前。その前は──たぶん、アーロイの地で魔王と共に氷の中で眠っていたのだろう。でも五年前に何かがあって、アシュアルドは目覚めた。

　──五年前か……。

　そこでふと、あることに思い至る。

　──待って、私の中に聖剣エクセルテイーアの記憶が蘇ったのも五年前じゃなかった？

　前触れもなく突然思い出した記憶。あれも、五年前のことだ。あれからすぐにルティアはバイロイドに無理を言ってギルドに冒険者登録したのだから、間違いない。

　──もしかしたら、私の記憶が蘇ったことと、関連がある……？

　ルティアは眉を顰ひそめながら、さらに探るべくアシュアルドに尋ねた。

「以前はどうしていたんですか？　ギルドに登録する前ってことですが……」

「……それは……」

　アシュアルドはそう言ったきり口を噤つぐんだ。しばらく待っても口を開く気配がないので、おそらく話すつもりはないのだろう。

　──そりゃあ、言うわけないわよね。昨日出会ったばかりの人に。

　これ以上聞き出すためにはもっと親しくなる必要があるだろう。

「でも、その若さでＳ級なんてすごいですね」

　先ほどの質問には触ふれることなく、ルティアは明るい声で言った。

「私、アルドさんとギルドに登録した時期同じくらいなんですけど、この五年間、ずっとＤ級どまりなんですよ。才能ないみたいで。だから薬師と兼けん任にんなんです」

　苦笑いを浮かべてみせると、アシュアルドは不思議そうにルティアを見つめ返した。

「なぜＤ級？　君には魔ま力りよくがあるのに？」

　とうとうアシュアルドに三つ以上の単語を言わせることに成功したようだ。ルティアはにっこり笑って答える。

「魔力を持っていても、使いこなせなければないのと同じですから」

　そう達観できるようになったのは、五年前にエクセルティーアとしての記憶が蘇ってからだ。それまでは、魔術師になれるくらい魔力があるとバイロイドに言われながらも、まったく魔術が使えずに落ち込んでいたのだ。なんで使えないのだろう。どうしてこんなに自分は無能なのだろうと悩んだ。

　エクセルティーアの記憶を思い出して、ルティアはなぜ自分が魔術を使えないのかようやく分かった。

　要するに聖剣の時と同じだ。魔力を持ちながらも、エクセルティーアはそれを自分では使えなかった。聖剣は使い手を得て初めてその力を発はつ揮きできるのだ。

　できることと言えば、作った薬に癒いやしの力を付加することくらい。

　──聖剣の生まれ変わりも楽じゃないわね。

「まぁ、魔力を使いこなせない人がほとんどなので、私だけじゃないですが」

　魔力を持っていても、実際に魔術師になれるのはほんの一握りだ。同じように魔力がなければなれない神官も、とても貴き重ちような存在だ。

「諦めるのは早いだろう。急に使えるようになる例だってあるのだから」

　アシュアルドが淡たん々たんとした口調で言った。ただ、そっけないながらも、そこにはなぜか気き遣づかうような響ひびきがある。

　びっくりして足を止めてアシュアルドを見つめると、彼はふっと視線をそらした。

「……俺だって十四歳になるまで魔術はおろか剣だってろくに使えなかった」

　だから諦めるのは早いだろう。そう言ったきり口を噤んで、ルティアを追い抜いてさっさと足を進めていく。ルティアも慌てて歩き出しながら、口元が緩ゆるんでしまうのを止められなかった。

　どうやらアシュアルドなりにルティアを励はげましているらしい。

「そうですね。諦めるのは早いですね」

　その言葉に対する返答はなかったけれど、ルティアはかまわなかった。

　笑わなくなったアシュアルド。無口なアシュアルド。

　──変わってしまったと思ったけど、でも……そんなに変わっていないのかもしれない。

　そう思うだけでルティアの心は温かくなった。







　しばらくして、森の小道の一角に見覚えのある目印を見つけてルティアは指さした。

「この道をそのまま行けば森を出て西の街かい道どうに合流できますが、私たちはあそこから道を離れて、もっと森の奥へ向かいます」

「そうか」

　実を言えば、わざわざお金を払はらってギルドに依頼しなくても、誰でもここまでは来れる。ただ、薬草の生えた場所はここからもっと森の奥へ分け入らなければならない上、獣も多く生息しているため、ギルドに頼たよらざるを得ないのだ。

「こちらから手を出さなければ獣が襲おそってくることはめったにありませんが、念のためこれを持ち歩きます」

　ルティアは背負っている荷物の中から紐ひもでくくった鈴すずを二個取り出すと、一つをアシュアルドに渡した。

「アルドさんも身に着けていてください。音を出していれば向こうが避さけてくれるので、ばったり遭そう遇ぐうする率が減ります」

「分かった」

　鈴を受け取ると、アシュアルドはそれを剣の柄つかの部分にくくりつける。マントの陰かげからチラリと見えた剣は、当然ながらエクセルティーアではなかった。

　──分かっていたけど、複雑……。

　折れた剣は、聖剣といえど役には立たないのだから仕方ないとはいえ、アシュアルドの手にエクセルティーアがないことがとても寂しく思えてしまう。

　──そう感じてしまうのは、やはり人間に転生したからかしら？

　ルティアは未練を振り切るように、鈴を首にかけると明るい声を出した。

「さぁ、行きましょう。私のすぐ後ろをついてきてくださいね」

「分かった」

　返事を確認すると、ルティアはギルドの紋もん章しようが埋うめ込こまれた木の横から分け入る。そのすぐ後にアシュアルドも続いた。

　ここから先は今までとは違い、人一人がやっと通れるくらいの獣けもの道みちしかなく、とても迷いやすい。ヴォルドのギルドではＥ級の時に先せん輩ぱい冒険者に道を教わるのだが、ここを素人しろうとが歩くのは困こん難なんだろう。

「足元に気をつけてくださいね」

「ああ」

　一歩進むごとに胸むな元もとの鈴が鳴る。それに重なるようにすぐ後ろで鈴の音が続いた。

　そこからしばらくの間、無言の時が過ぎた。話をしたいのはやまやまだったが、集中を欠いて道を間違えるわけにはいかないのだ。

　森の道を外れ、獣道に入って数時間ほど経っただろうか。森の奥まった場所に出ると、ルティアはホッと息をついた。

「着きました。ここです」

　そこは薄うす暗ぐらい木々の間にある小さな開けた場所だった。周囲をぐるりと回っても一分しないうちに一周できてしまえる程度の広さだ。一面を雑草のような草が生おい茂しげり、ちょうど真ん中に、腰かけるのにちょうどよさそうな岩があった。

　一見どこにでもある風景だ。実際、この森の中には似たような場所がいくつも点在している。けれどここはその中でもっとも特とく殊しゆな場所だった。

「ここに生えている草は全部、今の時期にロンダールにはない薬草ばかりなんです。『森の臍へそ』と呼ばれています」

　アシュアルドは「森の臍」を見回し、眉を顰める。

「……魔力を感じる」

「よく気づきましたね。Ａ級冒険者でもここに魔力が漂ただよっていると知覚できる人は少ないんですよ」

　ルティアは正解とでも言うようににっこりと笑って、中央の岩に近づくと指さした。

「ここは昔、大地の聖剣……緑の聖剣とも呼ばれるセルヴィアースがあった場所なんですよ。この岩に刺ささって使い手が現れるのを待っていたのだとか。緑の聖剣の力がまだ残っていて、それでここでは季節外れの薬草が生えるんだと言われています」

「緑の聖剣の力……」

「そうです」

　ギルドでは単なる言い伝えにすぎない話だが、ルティアはその話が真実に近いことを知っている。森の「気」に紛れて気づきにくいが、ここには確かに大地の聖剣セルヴィアースの力が残っている。

　大地の聖剣セルヴィアースとは、エクセルティーアと同じく神が残した六振りの聖剣のうちの一つだ。文字通り、大地を司つかさどる剣で、大地は木々や草花に通じるところから、緑の聖剣とも呼ばれている。

　つまり、ここの大地に今も残る魔力は、エクセルティーアにとっては懐なつかしい同どう朋ほうのものなのだ。

「どうりで、知っている魔力だと……」

　顔を顰めたままアシュアルドは呟く。その言葉を聞いたルティアは思わず「え？」とアシュアルドを見つめる。

　まるでセルヴィアースの魔力を知っているかのような言葉だった。ところがルティアの視線に気づいたアシュアルドはふいっと目をそらしてしまう。

「いや、何でもない。……それよりジギリスの葉を捜して欲しい。俺じゃ見分けがつかないから……」

「あ、はい。分かりました」

　話をそらされたのは明らかだが、それ以上突っ込まず、素直に引き下がる。ここで食い下がったら、この先もずっとアシュアルドは口を噤んだままに違いない。

「乾かん燥そうさせたものではなくて、ジギリスの生葉が必要なんですね」

　ルティアは尋ねながら背中のカバンを下ろして、中を探る。

「ああ。……友人の奥方が今身ごもっていて、つわりがひどいらしくて……」

「ああ、だからジギリスの生葉なんですね」

　ジギリスは薬草としてそれほど知られていないが、つわりや妊にん娠しん中ちゆう毒どく症しようの緩かん和わにだけは他のどの薬草よりも効くのだ。ただし、乾燥してしまうと効果が半減してしまう。生葉であることが重要なのだ。

　カバンの中から筒つつ状じようのものを取り出し、アシュアルドに差し出す。

「これはギルド特製の薬草用保ほ存ぞん瓶びんです。摘つんでこれに入れておけば、かなり長い間新鮮な状態を保つことができます。二つ分もあればかなりもつかと思います」

　言いながらルティアはカバンの中から同じ瓶をもう一つ取り出す。

「そしてジギリスの葉は、これです」

　ルティアは近くにあった葉をブチッと引きちぎり、アシュアルドの手にのせながらにやりと笑った。

「私たちツイていると思います。だって、このあたりにジギリス、いっぱい生えているもの。アルドさん、その葉っぱの形をよく覚えてくださいね。似ている形のものとの見分け方は裏うらを返せば分かります。表側はとても緑が濃こいのに、裏側はとても白いでしょう？　これがジギリスの葉の特とく徴ちようです。できれば根っこごと引き抜いてください。そのお友達が知っているか分かりませんが、根っこの部分を乾燥させて煎せんじたお茶は妊にん婦ぷの滋じ養ようにとてもいいんですよ。不ま味ずいですけどね」

　アシュアルドは手のひらにのせたジギリスの葉を見つめながら頷く。

「彼は薬師じゃないけど、魔術師で薬草にも造ぞう詣けいが深いから知っているだろう」

　彼というのはおそらく魔王討伐の旅にも一いつ緒しよに出かけた魔術師のジェロイス・シャルネだろう。魔術の天才と呼ばれていた。

　そしてジギリスの葉を必要としている奥方というのは、同じく魔王討伐の旅を共にした神官フレイアだろう。あの旅の後還げん俗ぞくしてジェロイスと結婚したと聞いた。

　──そうか、フレイアはお母さんになるのね。

　紅こう一いつ点てんで、姉あね御ご肌はだだったフレイアのことを思い出し、ルティアは嬉うれしくなった。アシュアルドはルティアを見おろして微笑む。

「ありがとう。バイロイドが君に任せれば大だい丈じよう夫ぶだと言った理由が分かった。君の説明は分かりやすいし、的確だ。それにこの鈴といい瓶といい、用意周しゆう到とうだ。俺一人だったらとてもこうはいかなかっただろう」

　ルティアはびっくりしてアシュアルドを見上げた。

　──アシュ……ううん。「氷のアルド」が笑った……？

　それは人によっては笑顔に見えなかったかもしれない。けれど、ルティアの目には微かすかではあるけれど、彼の口くちの端はがあがっているように見えた。何より、ルティアを見つめる水色の目には、バイロイドの部屋で最初に顔を合わせた時のような冷ややかさがなくなっている。

「いえ、あの、私、時々Ｅ級の新米冒険者の教育係もやるので、慣れているというか……」

　恥はずかしくなって頰ほおを染そめながら言うと、アシュアルドが頷く。

「そうか。君に教えてもらう冒険者はとても幸運だと思う」

「そ、そうですか」

　答えながらルティアは心の中で叫さけんだ。

　──ちょっと、何ですかね、この破は壊かい力りよくは！

　無愛想かと思ったら、微笑みながらいきなり褒ほめるとは！

　ルティアは急に恥ずかしくなり、慌てて立ち上がるとアシュアルドを促うながした。

「え、ええっと、それでは早く摘んでしまいましょう！　日が落ちる前にできるだけヴォルドに近い場所に戻りたいので」

「ああ」

　アシュアルドは頷くと瓶を片手に屈かがんで慎しん重ちように周辺の薬草を見る。ルティアはドキドキと高鳴る鼓こ動どうを抑おさえながらその様子をしばらく見守った後、自分も這はいつくばってジギリスの葉を捜し始めるのだった。

　二人が立っていた場所がちょうどよかったらしく、ほどなくしてジギリスの葉はルティアとアシュアルドの手にある瓶がいっぱいになるくらいに採れた。

「こんなものでいいと思います」

　瓶の蓋ふたをぎゅっと締しめながら、ルティアは収しゆう穫かくに顔をほころばせる。ジギリスの葉以外にも自分の分としてちゃっかり薬草を摘んでいたからだ。

　──ちょうど足りないと思っていた薬草も手に入ったし、やっぱり今日はツイてる。

　瓶をカバンにしまいながらルティアは明るく笑う。

「思ったより早く終わりましたね。この分だと今こん晩ばんは野宿ではなくて、西の森を出たところにある簡かん易い宿しゆく泊はく所じよにたどり着けるかも──」

「しっ、静かに」

　急にアシュアルドが言って立ち上がった。リィンと彼の腰にある鈴が鳴なり響ひびく。驚いて見上げると、アシュアルドは鋭するどい目で周囲を見み渡わたしていた。その手がマントに隠してあった剣の柄に添そえられていることに気づいて、ルティアは息を吞のむ。

「……囲まれている」

「え？」

　何に、と尋ねている暇ひまはなかった。彼の見ている方向を見たルティアは、そこに光るいくつもの目を見つけて驚く。目を凝こらしてみると、ルティアたちのいる「森の臍」をぐるりとロングウォルフと呼ばれる獣が取り囲んでいたのだ。

「な、なんでロングウォルフが!?」

　薄暗い木々の間からじりじりと姿を現すロングウォルフの姿に、ルティアは混こん乱らんした。

　ロングウォルフは歯を剝むき出しにして唸うなり声ごえをあげながらこちらの様子を窺っている。

　──私たちを獲え物ものだと認にん識しきしている？

　ロングウォルフはこの地方に生息する狼おおかみの一種だ。群れで行動し、獲物を狩かる習性がある。西の森でもその姿は確認されているので、ここに現れてもおかしくない。けれど、ロングウォルフは温おん厚こうで知られ、人間を襲うことはめったにないのだ。ルティアが知る限り、西の森で人間がロングウォルフに襲われた例はない。それなのに──。

「ど、どうして？」

「ルティア、立って！」

　鋭い声にルティアはハッと我われに返る。

　──そうだ。混乱している場合じゃない。

　ルティアはカバンを抱かかえて、立ち上がった。けれど、ルティアが動いたせいだろうか、一番近くにいたロングウォルフが急に飛びかかってきた。

「……っ！」

　とっさにルティアはカバンをギュッと抱きしめながら目を閉じる。その耳に唸り声と共にリィィンという鈴の音が響いた。次に聞こえてきたのは肉を断たつような鈍にぶい音だ。

　痛いたみも何の衝しよう撃げきも来ないことに気づいてそっと目を開けると、ルティアの目の前には抜ぬき身の剣を手にしたアシュアルドが立っていて、その足元には一頭のロングウォルフが倒れていた。

　どうやら間かん一いつ髪ぱつのところで助けてもらったらしい。

「あ、ありがとうござ──」

　お礼を言いかけたルティアの言葉が止まった。

　アシュアルドの肩越しに、人間の姿が見えた。四十代か五十代の白い神官服姿の男だ。その男は宙ちゆうに浮いて、にたにたと笑いながらルティアたちを見おろしている。

　けれどルティアが驚いたのは、神官らしき男がいることでも、その男が宙に浮いていることでもなく、男を黒い靄もやが包んでいたことだった。

「魔……属……」

　魔属。それは瘴気に冒おかされ、理性も正気も失い、ただひたすら破壊と殺さつ戮りくに走るモノたちのことを総そう称しようする言葉だ。魔力のある者は魔属が黒い靄に包まれているように見える。そしてギルドでは、動物や植物が魔属化したものを魔獣と呼び、瘴気に冒された人間を魔人と呼んで区別している。

　つまり、目の前に浮かんでいる男は──。

「魔人……」

　ルティアの口があんぐりと開いた。

　エクセルティーアだった頃はともかく、ルティアとして生まれ変わってからは魔人を目にしたことはなかった。

　当然だ。魔獣に比べて魔人はとても数が少ない。瘴気は取とり憑つく肉体──動物や人間の肉体と精神を冒して住処すみかとしない限り消しよう滅めつしてしまうのだ。そして人間には意志や人格があるためか、精神まで冒される前に瘴気が力ちから尽つきてしまうため、魔属化しにくいと言われている。

　つまり、よほど運が悪くない限り、魔人に遭遇することはないのだ。

　ルティアはギラギラした目で自分たちを見おろす魔人を見つめながら、心の中で呻うめいた。




　──前言撤てつ回かいするわ。私たちはものすごく運が悪い。
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　人間の歴史は魔ま属ぞくとの戦いの歴史だ。魔属から人間や家か畜ちくを守るために人々は武器を手に取り、魔ま術じゆつや神しん聖せい魔ま法ほうを発はつ展てんさせてきた。

　ところが、瘴しよう気きがいつどのようにして発生するのか、ギルドが長年研究を重ねているものの結けつ論ろんは出ていない。理由は簡単だ。瘴気には実体がなく、人や獣けものには対たい処しよのしようがないからだ。

　それでも長い戦いの積み重ねと研究から、判明してきていることもある。

　まず第一に、瘴気は何かに取とり憑つかない限り、自然の力によって浄じよう化かされ消しよう滅めつしてしまうのだ。だからこそ瘴気は動物や人間に取り憑いて寄生する。ルティアがギルドの入会希望者たちに見せた瘴気は、魔術が施ほどこされた特とく殊しゆな瓶びんに入っているからこそ、ああして保ほ存ぞんしておけるのだ。

　第二に瘴気は、死んだ生き物には見向きもしないということも分かっている。生きていて、かつ弱っている生き物に取り憑くことが多い。

　これは言い変えれば、死んだものには瘴気は寄生できないということだ。だから、ギルドの冒険者や国を守る騎き士し団だんは宿やど主ぬしを殺すことで魔属を討とう伐ばつする。宿主を失った瘴気は長くは存在できず、放っておけばやがて消滅するからだ。

　最初は瘴気を身体から引きはがす神聖魔法が開発されたが、ほとんどの場合、宿主は助からない。寄生されたばかりならいざ知らず、長い時間瘴気に冒おかされた生き物は瘴気が離れたとたん絶命することが多く、また生きていても正気に返ることがめったになく、結局は命を落とすことになる。

　第三に、瘴気は宿主の正気や理性や人格を奪うばうものの、知性は冒さないということが分かっている。つまり、魔獣は獣同然の知性しかないため、身体能力を活いかして力で押してくることが多い。そのため、罠わなを仕し掛かけるなど、準備さえしていれば討伐は比ひ較かく的てき容易にできる。

　問題は魔人だ。取り憑いた宿主の知性はそのままなので、狡こう猾かつな術を仕掛けてくるのだ。何食わぬ顔をして人間に交じって潜せん伏ぷくしている例もある。魔獣より圧あつ倒とう的てきに出現率は少ないものの、ひとたび現れれば甚じん大だいな被ひ害がいを及およぼすのは魔人の方だった。

　そのため、ギルドでは、魔人には複数のＳ級冒険者を当てることになっている。魔獣だったら単独で討伐できるＳ級ですら、一人で対処するのは大変だからだ。

　──その魔人とこんなところでばったり遭そう遇ぐうだなんて、本当についてない。

　空に浮うく神官服姿の魔人を見つめ、ルティアは内心ため息をついた。

　──Ｓ級は一人ここにいるけれど、私は冒険者組合ギルドでも底辺ランクのＤ級なのに……！

　もっとも、ルティアとして魔人を目にするのはこれが初めてだというのに、意外なほど冷静だった。むしろロングウォルフに囲まれた時の方が動どう揺ようしていたくらいだ。

　──幸い、あの魔人の力はそれほどではない……か……。

　すっと目を眇すがめて魔人を取り囲む瘴気の濃こさを測る。

　魔属と日頃対たい峙じしているＡ級やＳ級の冒険者になると、目の前の敵の実力が何となく見み極きわめられるようになるというが、もちろん、ルティアにそんな経験などない。それなのに自然と目の前の魔属の実力が測れてしまうのは、エクセルティーアとしての記き憶おくがあるからだろう。

　──聖せい剣けんがなくても、アシュアルドならばあの男を倒すことはできると思う。問題は……お荷物の私とこいつらよね。

　ルティアは「森の臍へそ」を取り囲んでいるロングウォルフをぐるりと見渡す。ロングウォルフたちはじりじりと近づいてきていた。

「……温おん厚こうなロングウォルフたちを操あやつっているのはお前か」

　アシュアルドは剣を油断なく構えながら、魔人に問う。ルティア同様、彼も魔人の出現に動揺した気配はない。

　魔人はその問いに答えず、にやりと笑った。そのとたん、これが答えだと言わんばかりに一頭のロングウォルフが飛びかかってくる。

「ひゃっ……！」

　思わずルティアは身構えたが、その爪つめが届くことはなかった。剣をひらめかせ、ロングウォルフをあっさり斬きり伏ふせたアシュアルドは、魔人に向けて再び抑よく揚ようのない声で尋たずねた。

「……ギルドの本部を出発してから、あとをつけていたのはお前か」

　え？　とルティアはアシュアルドの横顔を見つめる。

「ずっと窺うかがっている気配がしていた。途中で寄ったロンダールの城しろでも知ち己きの魔術師がお前の気配に気づいて警けい告こくしてくれた。斥せつ候こうらしき魔属がいると」

「……ほう。気配を消していたのに、我われに気づくとは、さすがＳ級」

　魔人が初めて口を開く。瘴気に冒されて人格や理性は破は壊かいされているはずなのに、その声は驚くほど普通だ。取とり巻まく瘴気が見えなかったら、魔属化しているとは分からないだろう。それほど普通の人間と変わらない口調だった。

「いかにも。我は魔ま王おう様の封ふう印いんの確かく認にんにアーロイの地に向かうというＳ級冒険者の斥候を命じられておる者」

「その斥候がなぜ姿を現す？　ここはアーロイではないぞ」

　斥候というのは敵の動向を探さぐる監かん視し役のことだ。その役目から、敵の前に自ら姿を現すことはほとんどない。それなのにこうして姿を見せるのはよほどの理由があるのだろう。

「……確かめたいことがあってな。お前がただの冒険者ではないことに我は気づいたのだ。Ｓ級よ。我はお前を知っている。かつて我がまだ愚おろかな人間だった頃の記憶の中に、お前がおるぞ」

「…………」

　アシュアルドは無言だったが、目を細めて空に浮く魔人を見み据すえる。

「なぁ、Ｓ級よ。その背中に後生大事に背せ負おっているものは何だ？」

　──背中？

　ルティアは思わずアシュアルドの背中を見つめ、ハッと気づく。マントに隠れて今まで分からなかったが、よく見ると少し膨ふくらんでいたのだ。

「我は知っているぞ。その背せに負っているのは、忌いま々いましきものだということを……！」

　魔人が吐はき捨すてた次の瞬しゆん間かん、ロングウォルフが一いつ斉せいにルティアたちに襲おそいかかってきた。

「チッ……！」

　舌打ちすると、アシュアルドは片手で剣を振るってロングウォルフたちを叩たたき落おとしながら、もう片方の腕でルティアを抱き寄せた。するとその動きを予想していたかのように、一ひと際きわ大きい一頭のロングウォルフの鋭するどい爪が、一いつ瞬しゆんだけ無防備になったアシュアルドの背中に迫せまる。

「くっ……！」

　アシュアルドはかろうじてそれを避よけたものの、マントの背中を切きり裂さかれた。

「……あ……」

　ばっくりと開いたマントの内側から、青色の石が埋うまった流線型の柄が覗のぞく。それを見たルティアの目は、大きく見開かれた。

　──あ、あれは、もしかして……？

「その剣はやはり……アハハハハハ！　見つけた。見つけたぞ！　我は見つけた！」

　狂くるったように魔人が笑いだす。その顔には狂きよう喜きの笑えみが浮かんでいた。

「やはりお前だったのだな、水の勇者よ！　忌々しき我らが宿敵……！」

「……何のことだ」

　アシュアルドは平たんな声で返したが、ルティアは自分を抱き寄せる彼の腕に一瞬だけ力がぐっとこもったことに気づいていた。

「間違いであるものか。我は覚えているぞ。十八年前、フラウゼアを訪おとずれたお前をこの目で見ているのだから」

「フラウゼア？」

　ルティアとアシュアルドは同時に呟つぶやいていた。確かにアシュアルドたちは十八年前、神聖王国フラウゼアに立ち寄っている。ただ、アシュアルドたちが勇者とその一行であることを明かしたのは限られた人間──教きよう皇こうや重臣、それに予言を行う神官たちの前でだけだ。

　──アシュの顔を覚えているなんて、まさか、あの場にいた……神官のうちの一人？　神官が瘴気に寄生されたというの？

　創そう造ぞう神しんアールゼータを祀まつる神しん殿でんは、一いつ般ぱん的てきに魔属化した魔獣や魔人は嫌きらって近づかない場所だと言われている。とある村が魔獣によって壊かい滅めつに追い込まれた時も、村の小さな神殿に逃げ込んだ人間だけは助かったという例がいくつもあった。

　魔王やそれに準じる力を持つ魔属だったらともかく、普通の魔獣や瘴気は神殿には近づかないし、ましてや神官が寄生された話など聞いたことがない。

「神官が魔属化なんて、世も末だわ……」

　思わず呟くと、アシュアルドも頷うなずいた。

「……話には聞いていたが、相当腐ふ敗はいしているのだな、フラウゼアは」

　呟きながらもアシュアルドは飛びかかってくるロングウォルフを斬り伏せる。けれど、ロングウォルフはひるむことなく、ますます数を増しているようだ。今はまだ大だい丈じよう夫ぶだが、そのうちアシュアルドもルティアを庇かばう余よ裕ゆうがなくなってくるだろう。

　ルティアは急いでカバンの中を探って小さな巾きん着ちやく状じようの袋ふくろを取り出した。自作の獣よけの薬だ。西の森で獣に襲われることがめったにないとはいえ、万一の場合に備えて持ってきていたのだ。

「アルドさん！　この獣よけの薬を、風を作ってロングウォルフに撒まいてください！」

　声を上げるなり、ルティアは小さな袋を地面に叩きつける。アシュアルドはハッとしたように一瞬だけそれを見たが、すぐにルティアを抱いていた方の腕を前にかざして小さく呟いた。

「風よ──」

　それ以上先の詞ことばは聞こえなかった。アシュアルドとルティアの周辺にいきなり風が唸うなり始め、ゴオォと音を立てながら薬ごと舞い上がり始めたからだ。風は細かい薬の粉を伴ともなって「森の臍」全体に広がる。

「くそっ、何だこれはっ……」

　魔人の悪態をつく声が聞こえたが、舞い上がった風のせいでよく見えない。やがて少し風が弱まると、取り囲んでいたロングウォルフたちが一様に目を閉じてケホケホと咳せき込こんでいるのが目に入った。もうこうなると戦せん闘とうどころではない。

「しばらく目を開くことはできないでしょうよ。どう、呼こ吸きゆう器き官かんに大だい打だ撃げきを与あたえる私特製の薬の味は？　人間より獣の方が匂においに敏びん感かんだからよく効くでしょう？」

　ルティアは腰に両手を当てて大おお威い張ばりで言った。だが残念ながらそれに反応できるロングウォルフはなかった。魔人もどうやら薬をくらったらしく、ケホケホと咳せきをしている。

「上出来だ。このままこいつらを遠くへ飛ばそう」

　アシュアルドはそう言うなり、風をうねらせて巨きよ大だいな竜たつ巻まきを作る。その竜巻にたちまちロングウォルフの身体は巻き上げられていった。

「森の臍」を取り囲んでいたロングウォルフの集団をすべて巻き込んだ竜巻は、今度はアシュアルドの前で細く長く形を変えて天に向かって伸びていく。やがて竜巻は方向を変え、弧こを描えがくように遠くの森に向かって伸びていった。

　竜巻からは「キャンキャン」と鳴き声がたくさん聞こえたが、やがてその声も聞こえなくなり、ルティアの前には元の森の静けさが戻る。

　……いや、完全に戻ったわけではない。アシュアルドが斬ったロングウォルフの死体と、あの風の魔術でも吹き飛ばされなかった魔人が残っている。

「……ケホッ、やるな、勇者め」

　獣よけ薬は魔人にもしっかり効いていたようで、ようやく態勢を整えた彼は恨うらめしそうにアシュアルドを睨にらむ。その目は刺し激げき物ぶつでいっぱいのルティアの薬のせいで、潤うるんでいた。

　──そうなったのは私のせいなんだけど、完全に眼がん中ちゆうにないわね。

　魔人にとってルティアは気にするに値あたいしない存在なのだろう。

「死ね、勇者！」

　言い放つなり、魔人の周囲を取り囲む瘴気が濃くなりざわりと揺れた。魔ま力りよくを使うつもりなのだ。

「っ……！」

　突然アシュアルドがルティアを抱かかえて、大きく飛び退すさる。その直後、今まで二人がいた地面から鋭く尖とがった円えん錐すい状じようの棘とげのようなものが突き出した。よく見ると棘は岩の塊かたまりのようだ。もしアシュアルドがほんの少しでも動くのが遅かったら、二人はあの棘に串くしざしにされていたことだろう。

　けれど、攻こう撃げきはこれだけでは終わらなかった。再びアシュアルドがルティアを抱えたまま、飛とび退のく。二人がいた地面からザシュ、ザシュと音を立てて岩の棘が生えた。

　またアシュアルドがルティアの腰を抱えたまま飛んだ。二人を追うように岩の棘が地面から襲いかかる。その繰くり返かえしだった。

「ハハハハハ！　そのお荷物を抱えたまま、いつまでもつかな、勇者よ？」

　完全に魔人はアシュアルドがルティアを庇いながら岩を避ける姿を見て楽しんでいた。

「くっ……」

　埒らちがあかないと思ったのか、アシュアルドはルティアを抱えたまま空中に飛び上がる。けれど、それを追うように地面からは細い棘が高く突き出して、空に浮かぶ二人を襲う。

　ルティアはアシュアルドに抱えられ、右に左に前に後ろに振ふり回まわされながら焦あせっていた。眼下に広がる「森の臍」も無残なことになっている。貴き重ちような薬草の生える場所が、このままでは壊滅状態になってしまう。

　けれど魔人の言う通り、ルティアを守らなければならないせいでアシュアルドは反はん撃げきできないようだった。

　──何とか、何とかしないと……！

　ほんの少しの間だけでいい。魔人の気をそらす方法があれば……と、そこまで考えたルティアの頭に、持参した別の薬のことが浮かんだ。

　──そうだ。アレを使えば、きっと……！

　カバンに手を入れて、あるものを探り出す。それはとある草を蕾つぼみごと乾かん燥そうさせたものだった。

「アルドさん。私の作戦に乗ってくれませんか？」

「作戦？」

　魔人に聞こえないように、ルティアは素す早ばやく告げる。

「──分かった」

　アシュアルドは頷くと、棘を避けながら、少しずつ魔人のいる方に近づいていった。

　──アシュ。私のこと、信用してくれているんだ。

　じんわりと胸が温かくなるのを感じながら、ルティアは草を手にタイミングを計った。

　ルティアがアシュアルドに頼んだのはとある二つのことだ。魔人にできるだけ近づいて欲しい。そしてルティアが魔人の気を引いて隙すきを作り出すから、その後すぐに自分を放して反撃して欲しいと。

　どうやって魔人の隙をつくるかまでは言っていない。けれど、アシュアルドは詳くわしい説明を聞くことなく作戦に乗ってくれたのだ。

　──アシュが信じてくれたのだから、絶対に成功させないと。

　棘を避けるフリをして、アシュアルドは魔人が浮いている場所に確実に近づいていく。そして魔人との距きよ離りがほんの四、五メートルに迫った時、ルティアは素早く草を手の中でくしゃくしゃと丸めて揉もんだ。そして口に出して数える。

「一、二、三──」

　この時になってようやく魔人の視し線せんがルティアに向いた。今まで彼の中でルティアの存在は単なるアシュアルドの添そえ物もの、あるいはお荷物であって、気にする必要もなかった。けれど、至し近きん距離まで来て、ようやくルティアが何かしようとしていることに気づいたのだろう。

　魔人はルティアの青い特とく徴ちよう的てきな瞳ひとみを見てハッとしたように目を見開いた。

「お前は、まさかあの予言の──」

「四」

　数え終えるとルティアは手にしていた草を魔人の顔に向かって投げつけた。くしゃくしゃに丸められた草は魔人の顔に当たる直前、いきなりパチパチと火花をあげてはじけ飛んだ。

　ルティアが投げつけたのはハリル草──別名火薬草と呼ばれる草だ。それ自身にはたいして薬効はないものの、乾燥して揉むと火がつき、まるで火薬のようにはじける性質を持っている。扱あつかいを間違えると大火事になってしまうため、一般的にはあまり使われていないが、火つけ石がわりにしたり、野や盗とうに遭遇したりした場合の護身にも使えるので、ルティアはいつも薬草採りに来る時には持参している。

　ちなみに彼女がハリル草を持ち歩く理由は後者だ。街から離れた森の中では、獣に襲われるより、野盗に遭あう方がよっぽど怖こわいのだ。

　パンパンと音を立て、ハリル草が火花をあげて魔人の目や鼻を直ちよく撃げきした。

「がぁぉ！」

　魔人は手で顔を覆おおって呻うめき声をあげる。こうなるとルティアたちを攻撃するどころではない。

　アシュアルドはその隙を逃のがさず、ルティアを放すと空に大きく跳ちよう躍やくした。手を放されたルティアは地面に墜つい落らくするところだったが、アシュアルドの風の術でゆっくりと降ろされていく。

　地面に降ろされながらルティアは上を見上げた。顔を覆って呻いている魔人に向かって、アシュアルドが両手で剣を振り下ろす。

　その時になって魔人は迫りくるアシュアルドに気づいたようだが、時すでに遅し。アシュアルドの鋭い一いち撃げきが魔人の身体を切り裂いていく。

「うぉぉぉぉぉ！」

　肉を断たち切るような、嫌いやな音が響ひびいた。

　瘴気に冒され魔属化したとはいえ、魔人が人の身であることに変わりはない。長期間瘴気に晒さらされると次し第だいに痛つう覚かくも失うというが、この魔人はルティアの獣よけ薬が効いたことから考えても、瘴気に冒されてまだそれほど間がないのだろう。人間としての機能を失っていない魔人の身体から血が噴ふき出だす。

　宙に浮いていられなくなった魔人の身体がどさっと地面に落下した。

　ルティアは思わず顔をそむけた。聖剣として幾いく度ども魔人の身体を切り裂いてきたのに、ルティアの人間としての感覚がその光景に嫌けん悪お感かんを覚えずにいられなかったのだ。何しろ相手は今の自分と同じ人間で、瘴気に冒されながらも生きているのだから。

　けれど、いくら相手が人間の姿をしていようが、魔属相手に手を抜けば自分たちの命が危うくなる。それを誰だれよりもよく知っているアシュアルドは容よう赦しやも躊ちゆう躇ちよも一いつ切さいなかった。

　のたうちまわる魔人の前に降り立ったアシュアルドは、片手を前に突き出して唱える。




【水よ、我の前にくだりて力を現せ──水の柱アクア・カラム】




　次の瞬間、ドンっという衝しよう撃げきと共に魔人の下から水の柱が噴き出し、その身体を覆おおい隠かくしていく。

　空に上っていく水の勢いがすごくて、柱の中の様子はルティアからは見えなかった。けれどルティアは水を司つかさどる聖剣の生まれ変わりだ。本来だったら見えるはずもない水の柱の中で、アシュアルドの魔力から生まれた術が魔人の命を狩かりとっていくのを感じていた。

『ぐぁああああ』

　聞こえるはずのない断だん末まつ魔まがルティアの耳元を通り過ぎていく。

　やがて、水の柱が消えた。最初から何もなかったかのように、跡あと形かたもなく。残ったのは、地面に仰あお向むけに横たわり、神官服に身を包んだぴくりとも動かない魔人の身体だけ。

　恐おそる恐おそる視線を向けたルティアの目に、魔人を覆っていた黒い靄もやが蠢うごめき、その身体から離れようとしているのが見えた。

　瘴気だ。寄生した身体が死んでしまったので、留まれなくなったのだろう。

　黒い靄は魔人だった身体から離れ、次の寄生先を探しているのかゆらゆらと左右に揺れる。けれどここにいるのはルティアとアシュアルド。それにロングウォルフの死体だけだ。

　ごく稀まれに植物に寄生して生きながらえようとする瘴気もあるそうだが、大地の聖剣セルヴィアースの力がわずかながらも残っているこの「森の臍」では、それすらもできなかったようだ。

　瘴気はみるみるうちに存在を保てなくなり、黒い靄は次第に薄うすくなる。やがて空気に溶とけるように消えていった。

　そこでようやくアシュアルドが力を抜いて振り返った。

「怪け我がはないか？」

「だ、大丈夫です。かすり傷きず一つありません。アルドさんは？」

「大丈夫。マントが切られたくらいだ」

　ロングウォルフにマントの背中を裂かれたことを言っているのだろう。そこから覗いていた──今も見えているものを思い出してルティアは何とも言えない気持ちになった。

「そ、そうですか。よかった」

「……巻き込んですまなかった」

　ぽつりと言ったきり、アシュアルドは口を噤つぐんだ。ルティアも言いたいこと、尋ねたいことはあるのにうまく言葉にならない。

　沈ちん黙もくが広がった。

　──どうしよう？　何を言ったらいいの？

　アシュアルドをそっと見ると、視線を外したままの彼もどうやらルティアの出方を窺っているようだった。

　考えてみれば、あの魔人はアシュアルドに向かって何度も「勇者」と呼びかけていた。ルティアは最初からアシュアルドが水の勇者だと知っているから、魔人の言葉に驚くことはなかったが、普通ならば彼の素す性じように疑ぎ問もんを抱いだくのが当然の流れだろう。

　──これは、私の知りたいことをアシュの口から話してもらう絶好の機会なのかもしれない。

　ルティアは心の中で大きく頷くと、アシュアルドをじっと見据えながら沈黙を破った。

「アルドさん。巻き込んだと思うなら説明してもらえますか？」

　アシュアルドはルティアを一瞬だけ見つめたあと、ややあって覚かく悟ごを決めたのか頷いた。

「ああ。そうだな」
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　実際にアシュアルドが説明したのはもっとずっと後のことだった。

　魔人に襲われ戦った上に、魔術を使ってギルドに報告したり、魔人とロングウォルフの遺い体たいの回かい収しゆうを依い頼らいしたりしているうちにかなりの時間を割さいてしまったからだ。

　野宿を避けるには、日が沈しずむ前に森の道に戻らなくてはならない。二人は慌あわただしく「森の臍」を出発した。傾かたむきかけた太陽に追われるように無言で来た道を戻っていく。

　案の定、街かい道どうに通じる森の道に出た時には日が沈みかけていた。このままヴォルドに帰ってもとっくに城じよう門もんは閉じられてしまっているだろう。

　今日中にヴォルドの街に帰ることは諦あきらめ、ルティアたちは森の入り口近くにあるギルド専せん用ようの簡かん易い宿しゆく泊はく所じよで一夜を明かすことにした。

　宿泊所といっても、単なる狭せまい狩しゆ猟りよう小ご屋やのことで、常じよう駐ちゆうしている人間はいない。寝しん具ぐもなく、ただ水と薪たきぎだけが置いてあるだけの非常に簡かん素そな施し設せつだった。

　けれど、ルティアたちギルドの冒険者にとっては森の中で無防備に野宿するより、よっぽど安心して休める場所だ。

　幸い、今夜ここに泊まるのはルティアとアシュアルドだけのようだった。

　小屋の中に入ったルティアは、アシュアルドが小屋の周辺や馬の様子を確認しに行っている間に薪に火をつけ、小さな鍋なべでお湯を沸わかす。

　やがてアシュアルドが小屋に入ってきた時には、携けい帯たい食しよくとお茶が二人分、小さなテーブルの上に用意されていた。

　アシュアルドはテーブルの上の食料とお茶、それに小さな鍋を見つめた後、ルティアのカバンにじっと視線を注ぐ。

「その中にはどれだけのものが入っているんだ……？」

　今日一日でルティアが様々なものをカバンの中から取り出したのを知っているアシュアルドは、不思議そうに首を傾かしげている。ルティアは思わず笑った。

「鍋はこの小屋にあったものですから。このカバンの中に入っているのは薬草の採集に必要なものだけです。薬はかさばらないので、けっこう色々詰つめられるんですよ？」

　ちなみに淹いれたお茶も薬湯の一種だ。身体は温まるし、疲れを取る効能もある。

「さぁ、食事にしましょう」







　少ないが栄養価が高い携帯食を食べた後、ルティアとアシュアルドは暖だん炉ろから少し離れた場所に椅い子すを移動させて腰を下ろしていた。

　食事の用意をしてもらったからと、今はアシュアルドが火を絶やさないように薪をくべながら様子を見ている。ルティアは手持ち無ぶ沙さ汰たなため、ちらちらとアシュアルドを窺った。いや、正確に言えば、アシュアルドの椅子に立てかけてある剣を見ていた。

　流線型を描く美しい装そう飾しよくの施された剣だ。柄の部分には青い石がはめ込まれている。そう、アシュアルドが背中に背負っていた剣だ。

　その剣のことをルティアは知っていた。誰よりもよく知っていた。

　──あれって、前の私エクセルテイーアよね？

　聖剣エクセルティーア。水を司り、浄化と再生を象しよう徴ちようする水アのク石アを抱く剣。

　古い言葉で「極上のエクセル雫テイーア」と名付けられたその剣は幾度となくこの世に顕けん現げんし、使い手と共に魔属の脅きよう威いから何度も世界を救ってきた。

　──……もしかしてアシュはずっと肌はだ身み離さず持っていたのだろうか。

　鞘さやに隠れて剣身は見えないが、こうしてルティアとして転生している以上、今でもきっとエクセルティーアは折れたままに違いない。つまり、今やエクセルティーアは聖剣として何の役にも立たない代しろ物ものなのだ。おそらく普通の剣としても価か値ちはないだろう。

　それなのに、アシュアルドは別の剣を使いながらも常に背負って持ち歩くほど、大事にしてくれているのだ。

　──嬉しいなぁ……。

　アシュアルドはエクセルティーアを家族だと言っていた。聖剣だと分かる前から──それこそ、川から拾った剣にすぎなかった時から彼は大事にしてくれた。

　今もそれは変わっていないのだ。

　たとえ無口になっても、笑わなくなっても、アシュアルドの本質はきっとあの頃と何も変わってはいない。

　ルティアが見守る中、アシュアルドは薪を摑つかんで暖炉に放った。パチパチと音を立てて火が新たな薪に燃え広がっていく。その薪の位置を変えようと思ったのか、アシュアルドが椅子から立ち上がって火ひ搔かき棒ぼうを手に取った。ところが立ち上がった振しん動どうなのか、椅子に立てかけてあったエクセルティーアが急に床ゆかに倒れた。

「あ……」

　動いたのはルティアが先だった。思わず椅子から立ち上がってエクセルティーアに手を伸ばす。その手が柄を摑んだとたん、ルティアは目の前がくらっとするのを感じた。

　──え……？

　ぐらりと視し界かいが揺れ出す。その時、鋭い声が響いた。

「触さわるな！」

　ルティアの手から剣が奪い取られる。アシュアルドだった。

　目を丸くするルティアに、アシュアルドはハッとしてばつが悪そうに目をそらす。きっと彼自身も悪気はなく、とっさに出た行動だったのだろう。

「すまない……」

「い、いえ。私こそ不用意に触ってごめんなさい」

　実のところルティアが驚いているのは、アシュアルドの反応ではなくてエクセルティーアに触った時に自分の中で起こった反応の方だった。

　意識が遠くなりかけて、何かに引っ張られそうになった。アシュアルドがルティアの手からエクセルティーアを引き離さなかったら、あのまま意識を奪われていたことだろう。

　──危なかった……。

　どうやら人間に転生したものの、ルティアとエクセルティーアとの間には何らかのつながりが残っているようだ。

　一方、乱らん暴ぼうにルティアから剣を奪い返したことでアシュアルドは気まずく思っているらしい。無表情が崩れて、申し訳なさそうに謝罪を繰り返した。

「本当にすまなかった」

　ルティアは首を横に振る。

「いえ。私こそごめんなさい。剣けん士しにとって武器は命の次に大事なものだと分かっているのに」

　冒険者の中でも元騎士だったり、傭よう兵へいだったりした者は自分の武器をとても大事にしている。他人が触ろうものなら一いつ触しよく即そく発はつになることも珍めずらしくなかった。

「いや。確かに武器だけど、この剣はもう……」

　アシュアルドは手にしているエクセルティーアを見おろし、それから柄を摑んでエクセルティーアをルティアの目の前で抜いた。

　鞘からその姿を現した銀色の剣身は、未いまだに輝かがやきと鋭さを失っていない。暖炉の赤い火を反はん射しやし、赤い光を放っている。けれど、鞘から取り出された剣は、ちょうど半分のところで折れてその先がなかった。

　エクセルティーアは、十八年前のあの日、魔王城で折れた時のままの姿を晒していた。

「……折れてる」

　ポツリとルティアの口から言葉が零こぼれる。他に言いようがなかったのだ。

「そうだ。折れている。だからこの剣はもう……」

　役に立たない。とその先に続くはずの言葉はアシュアルドの口から出ることはなかった。代わりに剣を鞘に戻すと、意を決したようにアシュアルドは言った。

「君は森で説明をしろと言ったね。おそらく君が聞きたいのは、あの魔人が言っていたことだろう。あいつは俺を何度も『勇者』と呼んでいた」

　本当に聞きたいことはそのことではなかったが、ルティアは頷く。

「あれは……本当のことだ。俺の本当の名前はアシュアルド・クレメンス。かつては『水の勇者』と呼ばれていた。そしてこの剣は」

　言いながらアシュアルドはエクセルティーアを胸にぎゅっと押し当てて続けた。

「世界に六振りしか存在しない聖剣のうちの一振り、水の聖剣エクセルティーアだ」

「……」

「やっぱり」とか「そうだったのね」とか何か反応を返すべきなのは分かっていたが、ルティアは何も言えなかった。そしてアシュアルドもルティアの反応を求めていたわけではなさそうだ。

「……もっとも、見ての通り折れているし、俺ももう『水の勇者』ではないけれど」
















　自じ嘲ちようを浮かべると、アシュアルドは椅子に腰を下ろす。ルティアも話が長くなることを予感して自分の椅子に戻った。

　少しの沈黙の後、口火を切ったのはルティアだった。

「水の勇者は十八年前に魔王を封印して、共に氷の中で眠っていると聞きましたが……」

「それは本当のことだ」

　アシュアルドはエクセルティーアを膝ひざに置いて、頷く。

「世の中に伝わっている十八年前の『水の勇者』の話はほとんどが事実だ。俺は五年前まで、アーロイの地で魔王を氷の中に封印したまま眠っていた。本当ならそのままずっと氷の中で魔王を封ふうじながら眠り続けるはずだった」

　──やっぱり五年前……。

　ルティアがエクセルティーアの記憶を取り戻したのとほぼ同じ時期に、アシュアルドは魔王城から出たことになる。

「五年前、何があったんですか？」

「緑の勇者が現れて、俺を氷の中から引っ張り出したんだ」

「緑の勇者……！」

　驚きのあまりルティアは口を大きく開けた。緑の勇者が現れたということは大地の聖剣セルヴィアースが顕現しているということだ。

「セルヴィアースが……使い手を選んだのですね」

　セルヴィアースはエクセルティーアにとっては兄弟のようなものだ。長らく会ってはいないものの、同どう朋ほうの顕現と使い手の誕たん生じようの知らせはルティアに喜びと安あん堵どをもたらした。

　──よかった。セルヴィアースは使い手と巡めぐり合あえたのね。

「ああ。だからもし魔王の封印が解けたとしてもシルヴィックがいる。勇者の出で来き損そこないの俺よりよっぽどうまく魔王を討伐できるだろう」

　シルヴィックというのはおそらく、大地の聖剣セルヴィアースの使い手の名前だろう。けれどルティアは自分を卑ひ下げするような言い方をするアシュアルドの様子の方が気になった。

「出来損ないだなんて、そんな。水の勇者として立りつ派ぱに役目を果たしたじゃないですか。魔王を封印し、人々を魔属の恐きよう怖ふから救ってくれたじゃないですか！」

　身を乗り出してルティアが言いい募つのると、アシュアルドは苦く笑しようを浮かべて首を横に振った。

「いや。俺は出来損ないだよ。聖剣を扱える実力もないくせに自分の力を過信し、驕おごり、そして結局大事なエクセルティーアを折ってしまった愚おろか者ものだ」

「アシュ……アルドさん……」

　アシュアルドは自嘲の笑みを浮かべながらエクセルティーアをそっと撫なでる。愛おしそうに、けれどとても辛つらそうな目で見つめながら。無表情で誰に対しても冷たいと評判の冒険者、「氷のアルド」の面おも影かげはそこになかった。

「俺はロンダール国の端はしにある辺境の村に生まれた。魔獣の被害もなく、平和な村で生まれ育った農家の子どもだった俺は、エクセルティーアを拾うまで、ただの一度も本物の剣を手にしたことがなかった」

　交通の要所から大きく外れていた村には魔獣が出ることもなく、住んでいる人々も善ぜん良りようで気立てが良くて、とても平和な村だった。そんな村で生まれ育ったアシュアルドが、一度も真しん剣けんを手に取ったことがないのは当然だと言える。

　そんな村に生まれたアシュアルドは、十一歳の時に土ど砂しや崩くずれに巻き込まれて両親を一度に亡なくし、祖父に育てられていた。ところが十四歳になって間もなく祖父も病気で他界し、一人ぼっちになってしまう。エクセルティーアを拾ったのはそんな時だった。

「小さな家とはいえ、一人きりでいることに耐たえきれなかった俺は、近くに流れる川へとふらりと立ち寄った。光るものを見つけて、川底から拾いあげたのがこの剣だ。今だったらそれが剣に選ばれたということだったのだと分かるけど、当時はもちろん、自分が拾ったものが聖剣だとは夢にも思っていなかったよ」

　アシュアルドは剣を家に持ち帰った。およそ二十年前のことだ。

「誰かが誤あやまって川に落として、それが流れてきたものかもしれない。そう思ったけれど、どういうわけかこの剣は自分のもの、自分の家族だという気がした。実際、俺しかこの剣の鞘を抜くことができなかった」

　村人はアシュアルドが美しい剣を拾ったことを知り、こぞって見に来たが、誰も鞘から剣を抜くことができなかった。

　まるで運命のようにアシュアルドの前に現れた、彼にしか抜けない剣。

「これが聖剣かもしれないと考えた村長が知り合いの冒険者に知らせると、すぐにギルドとロンダール王から使いがやってきて王都に呼ばれた」

　おりしも当時、魔属の増加と魔王誕生の予兆に各国で不安が高まってきていた。そんな時に飛び込んできた聖剣の顕現と使い手の噂うわさに、ギルドと国の動きは速かった。

「この剣が、文ぶん献けんに残っていた水の聖剣エクセルティーアと外見が一いつ致ちすることから聖剣だと断定され、同時に抜くことができる俺が『水の勇者』と認められた。でも……」

　そこまで言うとアシュアルドは苦笑を浮かべた。

「その肝かん心じんの水の勇者は剣も魔術も使えないただの少年だったわけだ」

　平和な村では剣を使うこともなく、ましてや魔術を使える者もいなかった。アシュアルドは自分に魔力があることすら知らなかったのだ。

　いくら聖剣があっても、使いこなせなければ弱い魔獣すら討伐することができない。そこでアシュアルドの身を預かることになったロンダール王は、急きゆう遽きよ彼に剣と魔術を覚えさせることにした。

　剣を教えることになったのが、当時十八歳ながらも魔属討伐騎士隊に所属していたディルナー・ノルン。一方、魔術を教えたのが十七歳にして難なん関かんだと言われている魔術師団に入団して天才の名を欲しいままにしていたジェロイス・シャルネだ。のちに共に魔王討伐の旅に行くことになる二人から、アシュアルドは剣と魔術を習った。

　二人の教え方は上手で、アシュアルドはたちまち上達した。もともと勇者に選ばれるほどの魔力も、剣の才能もあったのだが、わずかな期間で長年訓練していたように剣も魔術も使いこなせるようになったのは、二人の尽じん力りよくがあってこそだ。

　……でもまだ足りなかった。ディルナーと互ご角かくに戦い、ジェロイス並みに多た彩さいな魔術を駆く使しできるくらいになるまでは、時間が足りなかった。

　日増しに大きくなる「水の勇者に魔王を討伐してもらいたい」という要よう請せいと圧力に、ロンダール王が抗こうしきれなくなっていたのだ。

　そこで今度の魔王が獣──つまり魔獣王であるというギルドの予測のもと、剣けん術じゆつに比重を置いて訓練することになった。ジェロイスが後に口にするようになった「最初の判断の誤り」だ。

　この時点で魔王が人間であることを想定していたら、何かが違っていたかもしれない。

　だが、誰が悪いわけでもない。単純に時間が足りなかったのだ。当時増えた魔属には、魔獣の姿しか確認されていなかった。魔王が人間であった場合は魔人が増える傾けい向こうがあるという過去の文献から「今度の魔王は獣」であろうと予想を立てたギルドに異を唱える者もいなかった。

「俺たちは最初から過あやまちを犯おかしていた。でもそれに気づくことなく、エクセルティーアを見つけてから二年後、十六歳になったある日、いよいよ魔王討伐の旅に向かわなければならなくなった。剣の師であるディルナーと魔術の師であるジェロイス、それに神殿から派は遣けんされた神聖魔法に長たけた神官フレイアを加えて、俺たちは魔王討伐に向かった。旅は……驚くほど順調に進んだ」

　アシュアルドはそう呟き、自分を恥はじるようにそっと目を伏せた。

　アシュアルドと共に魔王討伐に向かった一行は強かった。魔王が居を構えたというアーロイの廃はい城じように近づくにつれ、魔獣の数も増えていったが、彼らは順調にこれらを討伐していったのだ。

「だからだろう。俺は過信していたし、慢まん心しんもしていた。自分たちなら……聖剣とエクセルティーアと彼らさえいたなら、絶対に魔王を討うち果はたせると確信していた」

　けれど、魔王城にたどり着いたアシュアルドを待っていたのは、人間の形をした奇き妙みような魔王だった。人間でありながら、どこか獣じみた雰ふん囲い気きを持つ、性別不明の──魔人。

「魔人だと分かった時点で退ひいて、もう一度体制を整えるべきだったんだ。実際、フレイアもそう提案した。それに従したがわなかったのは……誰あろう俺だった。魔王の城まで来ておきながら背中を見せて逃げ出すのは嫌だった。魔王が人間でも獣でも、自分たちなら勝てるとどこかで慢心していたんだ。そして俺の判断の遅れが、勝敗を分けた。俺たちは魔王の力の前になすすべもなかった。そして、俺のせいで──エクセルティーアは折れてしまった」

　そう言うなりアシュアルドは口を噤み、それ以上を語ろうとはしなかった。でもルティアにはエクセルティーアの記憶があり、昨日のことのように思い出せる。

　魔王の繰り出す魔術によって囚とらわれたディルナーたち。自分たちを置いて逃げろと言われたものの、アシュアルドにそんなことができようはずがない。彼らの救出に向かおうとするアシュアルドに、魔王は強力な一撃を放った。反応が遅れたアシュアルドはその攻撃を避けることができず、直撃は免まぬかれなかった。

　ルティアは、思い出してそっと目を閉じる。

　エクセルティーアがアシュアルドの意志に反して力を使ったのが、その時だった。アシュアルドを水の魔力で覆い、防ぼう御ぎよすると同時に魔王の一撃を自分の身で受けたのだ。使い手を失わせないために。

　なぜなら、使い手はエクセルティーアたち聖剣にとって何よりも大事な存在だったから。

　──……ううん、違う。エクセルティーア私にとって、アシュアルドが何よりも特別だったからだ。

　聖剣としてではなく、ただの剣であったエクセルティーアを家族だと言って求めてくれた唯ゆい一いつの存在。いつだって傍そばにいた。いつだって共にあった。そんなアシュアルドをエクセルティーアは失いたくなかったのだ。

　たとえ、自分が折れて、ただの剣でさえなくなったとしても。

　潤む目を開けると、かすむ視界の先にエクセルティーアの記憶よりも大人になったアシュアルドがいた。

「……その後のことは半分くらいしか覚えていないんだ。とにかく、夢中だった。自分も魔王も許せなくて、折れてしまったエクセルティーアの剣けん先さきを使って魔王の身体を玉ぎよく座ざに縫ぬいとめた。それでも動こうとする魔王を封じるために、ディルナーたちを転移させて、残った力をすべて使って命と引き換えにしてでも封印しようと、当時俺に使える最大の術を放った。術は自分自身を核かくとするものだから、俺も一いつ緒しよに封じられることは分かっていたけれど、かまわなかった。エクセルティーアと共に眠るのもいいと思った」

　アシュアルドは当時を思い出したのか、エクセルティーアを抱きしめ、頰ほおを摺すり寄せた。まるで剣ではなくて、生きている人間、それも恋人にするかのように。

　──大切にしてくれているのが分かってうれしい場面のはずだけど……。

　なぜか背中にゾワゾワするものを感じて、ルティアは視線をそらしながら尋ねた。

「それで魔王を氷の中に封印して、一緒にその中で眠っていたのですね」

　アシュアルドの放った術が氷の封印だったのは、彼自身が水を扱う魔術をもっとも得意としていたからだろう。

「ああ、氷の封印にかけた魔力が尽つきるまで、俺は氷の中で眠っているはずだった」

「それを五年前、大地の聖剣とその使い手が現れて、あなたを氷の中から救い出した？」

「……そうだ。ディルナーとジェロイスたちが、魔王の封印は解かずに俺を氷の中から助け出す方法をずっと探していたらしい。そこに現れた大地の聖剣セルヴィアースに頼み込み、めでたく俺は引っ張り出されたというわけだ」

　投げやりな口調が引っかかって、思わずルティアは尋ねていた。

「……もしかしてアシュアルド……さんは、氷の中から助け出されることを望んではいなかった？」

　なぜかルティアには、アシュアルドが封印から解かれたことを喜んでいるようには思えなかったのだ。

「それは……」

　暖炉を見つめたまま、アシュアルドの瞳が揺れる。いや、もしかしたら単に暖炉の火が揺れているだけなのかもしれない。けれど、ルティアの目にはアシュアルドの瞳が感情を映うつしているような気がしたのだ。

「ディルナーたちには感謝してる。けれど……」

　アシュアルドは一度言葉を切ると、やがてぽつりと答えた。

「エクセルティーアを失った俺が生きながらえている意味はない……とも思っている」

「アシュアルドさん……」

　ルティアはアシュアルドが変わってしまった理由が分かったような気がした。

　笑わなくなったのも、無口になったのも。無表情になってしまったのも、「氷のアルド」と呼ばれるほど他人と関わらなくなってしまったのもすべて──エクセルティーアを折ってしまったことへの自責の念と、自分だけがのうのうと氷の中から助け出されて生きながらえていることへの罪悪感から来るものだったのだ。

　──でもそんなこと、エクセルティーアは望んでいない。

　椅子から立ち上がると、ルティアはそっとアシュアルドの腕に触ふれた。不思議そうにルティアを見たものの、エクセルティーアに触れた時のようにその手を払はらいはしなかった。

「エクセルティーアにとって、使い手は大事な存在なんです。あなたが大切に思っていたのと同じくらい、エクセルティーアだってあなたが大切だった。生きて欲しいと願ったからこそ、折れるのを覚悟で使い手を守ったんです。そのあなたが生きていることを悔くやむなんて、望んでいるわけないじゃないですか。エクセルティーアのことを思うなら、しっかり寿じゆ命みようまで生きて、いい人生だって言ってもらわないと」

「ルティア……？」

　啞あ然ぜんとしたようにアシュアルドはルティアを見つめる。昨日会ったばかりの小こ娘むすめにいきなりこんなことを言われて、驚いているのだろう。

「少なくとも私がエクセルティーアだったら、そう思いますよ。エクセルティーアの使い手であることを誇ほこりに思って、前を向いて歩いて欲しいって」

　確かにエクセルティーアを使いこなすには、アシュアルドは未み熟じゆくだった。身体も精神も持っている技術もまだ成せい熟じゆくしていなくて、完全に聖剣の力を引き出して戦えてはいなかった。あとほんの数年あれば、話は別だっただろうが。

　あるいは今のアシュアルドだったら、おそらくエクセルティーアを使いこなせていたはずだ。この五年間で、彼は経験を積み、心身ともに鍛きたえてきている。

　でももうエクセルティーアはいない。ルティアとして生まれ変わり、今はもう空っぽになっている剣は再生せずに折れたまま。聖剣がなければ勇者とは名乗れない。アシュアルドが言った通りだ。

　でもそれでも、エクセルティーアに選ばれたことを誇りに思って欲しい。自分を卑下して欲しくない。

　──だって、エクセルティーアにとって、アシュアルドは最高の使い手だったのだから。

「過去を悔やんでも何にもなりません。あなたがエクセルティーアにしてあげられるのはたった一つだけ。エクセルティーアが選んだ使い手は、最高の勇者だったと身を以もつて示すこと。そうでしょう？」

　ルティアはアシュアルドににっこりと笑うと、発破をかけた。

「どうせなら、ギルドの生きた伝説級の冒険者になりましょうよ。そして、ああ、あの冒険者を使い手に選んだ聖剣エクセルティーアは見る目があったんだ。さすが聖剣だって、皆みなに思わせましょう。彼女だってきっと喜びますよ。ね？」

　最後にポンポンと腕を叩いてルティアはアシュアルドから離れて椅子に戻った。その背中を見つめてアシュアルドは首を傾げる。

「彼女……？」

　──よけいなことを言ってしまったかしら？　でも放っておけないもの。

　アシュアルドに言った言葉はルティアの、そしてエクセルティーアの紛まぎれもない本音だ。

　──アシュに罪悪感なんて持って欲しくない。あの頃のように笑顔になってもらいたい。

　それがエクセルティーアルテイアの願いだ。

　椅子に座ったルティアは自分の言ったことをごまかすために別のことを尋ねた。

「ところで、あなたがいなくなっても、魔王の封印は大丈夫なんですよね？　大地の聖剣と使い手が代わりに封印を？」

　──セルヴィアースの使い手はどんな人かしら？

　聖剣の持ち主はもちろん男性とは限らない。エクセルティーアの過去の使い手の中にも女性はいた。

　ところが何気なくルティアが口にした言葉に、アシュアルドは何か言おうとして口ごもり、それから遅れて頷いた。

「ああ、そうだ。シルヴィックは俺を氷の中から引っ張り出すのと同時に、セルヴィアースの力を使って魔王の封印を強化したんだ。だから今あそこは二重……いや、三重の封印がかかっている。俺とシルヴィックがそろって殺される事態にならない限り、封印が緩ゆるむことはないだろう。懸け念ねんがあるとすれば、それはもう一つの封印が……」

　そこまで言って、アシュアルドは急に口を噤んで、首を振った。

「いや、何でもない。とにかく、アーロイの地にわざわざ封印の確認に行く必要がないのは分かるんだ。ただ、ギルドの上じよう層そう部ぶは、十八年前に誤った予測を立ててしまったことがかなり堪こたえているらしい。実際に確認しないわけにはいかないそうだ」

　アシュアルドは苦笑を浮かべながら付け加える。

「それに、俺が動くことによって魔属側の動きが見えてくるのを期待しているらしい。森に魔人が現れたところを見ると、ギルドの思おも惑わくもそう外れてはいないようだな」

「え？」

「ギルドの上層部では、今回の魔属たちの動きを、魔王の封印を解くために、一部の強力な魔属が動いているせいではないかと見ている。前回は魔王が人間だったにもかかわらず、魔人がほとんど姿を見せなかった。魔人の生き残りが背後にいるのではないかと考えているようだ」

「魔人……では、あの魔人が現れたということは……」

「ああ、斥候だと自分で名乗った以上、それを命じた者がいるはずだ。魔人にそんなことを命じることができるのも──」

「魔人だということですね」

　ルティアは眉まゆを寄せる。考えてみればそうだ。知性がある魔人が意思疎そ通つうのできない魔獣の言うことを聞くわけがないのだから。

「まさか、しょっぱなから魔人を引き当てることになろうとはね」

　アシュアルドは小さくため息をついた後、ルティアを見て声を潜ひそめた。

「これはできれば誰にも言わないで欲しいんだが……増えているのは魔獣だけでなく、あちこちで魔人の姿も目もく撃げきされている」

「魔人も……」

　ギルドが封印の心配をするのも当然だ。知性がある分、魔獣に比べてはるかに魔人は危険な存在なのだ。

「今回あの魔人が姿を現したのは、俺がいたからだろうが、昨今いつ魔人や魔獣が現れてもおかしくない。君も今後、遠出をする場合は気をつけてくれ」

「はい」

　頷いて、ルティアは考えている以上に状じよう況きようが切せつ迫ぱくしていることに懸念を抱いていた。

　──魔人が増えても、いざとなればセルヴィアースの使い手がいるから、大丈夫だとは思うけれど。

　とはいえ、たとえ懸念を抱いても、ルティアにはどうすることもできない。

　もう自分はただの人間で、聖剣ではないのだから。

　そこまで考えて、ふと引っかかりを覚える。

　──本当？　本当にただの人間なの？　だったらエクセルティーアに触れた時のあの感覚は？

　アシュアルドの話を思い出してルティアの背中にスッと冷たいものが走る。

　彼がセルヴィアースの使い手によって氷の中から助け出されたのは五年前。ルティアがエクセルティーアとしての記憶を取り戻したのも五年前のことだ。

　勘かんでしかないが、おそらくこの符ふ合ごうを考えればそれはほぼ同時期だったに違いない。

　エクセルティーアはアシュアルドと共に氷の中で封印されて眠っていた。それが解き放たれた時にルティアの中に記憶が蘇よみがえった。

　──これは何を意味するのだろうか？

　考えていると、沈黙を破るようにアシュアルドが立ち上がった。

「……そろそろ眠るとするか。明日は早いし」

「え？　あ、そうですね」

　ルティアはドキッとした。

　今まで気にしていなかったが、考えてみれば、狭い小屋の中で若い独身の男女が二人きりで一晩過ごすことになるのだ。万が一ということも……。

　──……なんてね。アシュに限ってそんなことはないか。

　一瞬だけでも意識してしまった自分をルティアは笑い飛ばした。

　昔も今もアシュアルドはどうやら女性にはまったく興味を覚えないらしい。それはそれでどうかと思うが、どんな美び姫きが気を引こうと思ってもダメだったのだから、一いつ介かいの街娘であるルティアが危機感を覚える必要はまったくないのだ。

「明日、夜明けと共に出発すれば、午前中にヴォルドの街につけると思います。一応魔術で報告は済すんでますけど、早くギルドに行って詳しく報告しないといけないですね」

　西の森に魔人が現れたことは、ヴォルドのギルドにとっては大問題だ。

「そうだな」

　アシュアルドは暖炉の火に水をかけて消す。その間にルティアはカバンの底に押し込んであった敷しき物ものを広げ、二人分の寝ね床どこを作る。薄い布を引いただけだが、直接床に寝るよりはマシだろう。

「これも君の敷物に使ってくれ」

　椅子の背もたれにかけてあったマントを手に取るアシュアルドは、すっかり無表情に戻っていたが、ギルドで会った時のような冷たい雰囲気はなくなっていた。

「え？　でも」

　マントは広げてもせいぜい一人分しかない。ルティアにそれを渡してしまえば、アシュアルドの分がなくなってしまう。

「野宿には慣れている。床があるだけマシだ」

　そっけない口調でそう言うと、アシュアルドはさっさと敷物の端の方に横になってしまった。

「あ、ありがとうございます」

　ルティアは頰を染めながら小さな声で礼を言い、アシュアルドの気持ちに甘あまえることにした。彼の性格上、ルティアが使わないからといって自分だけマントを敷しくことはないだろうから。

　反対側の端にマントを広げながら、ルティアはそっと盗ぬすみ見みする。アシュアルドは背を向けているのでどんな表情をしているのか窺い知ることはできなかった。ただ、エクセルティーアをその腕に抱えているのは見えた。

　──懐なつかしい。そういえば、アシュはいつもああして寝ていたものね。

　昔を思い出し、微笑ほほえみながらランプの灯ひを消してアシュアルドのマントの上に横になる。

　ところがその直後、声がした。

「……ティア」

　──え……？

　ルティアは思わずガバッと起き上がった。

　──今、私の名前を呼んだ？　まさか……。

「ア、アシュアルド……さん？」

　身を乗り出して、アシュアルドを覗きこむ。

　アシュアルドは目を閉じたまま、ルティアに背を向けるように横たわっていた。エクセルティーアをしっかりと胸に抱いたまま。

　──ね、寝てる？　もしかして、私が聞いたのは空耳だったのかしら……？　昔のことを思い出したから？

　なんだ寝言か、と思いながらルティアは再び横になった。

　──やれやれ、今日は色々なことがあって、すごく疲れたわ。

　そう思いながら目を閉じたルティアの口元には、まだ微かすかな笑みが残っていた。




　ルティアは知る由よしもない。

「ありがとう、ルティア」

　寝息を立てるルティアにそっと近づいて、アシュアルドがとても小さな声で呟いていたことを。

「やっぱり少し似ている……かな。エクセルティーアの魔力と。懐かしい水の匂いがする」

　思わずといった感じに伸ばされた手が、ルティアの髪に触れる寸前にぎゅっと握られ、やがてそっと離れていったことも。





[image: ]






　西の森の小屋で、ルティアとアシュアルドが早めに床についたのと同じ頃。地方都市ヴォルドにあるギルドでは、バイロイドとその部下が頭を痛いためていた。

「魔獣を通り越して魔人が現れるとはなぁ……しかも元神官かもしれないだと？」

　アシュアルドが魔術を使って届けた報告は、彼らにとっては青せい天てんの霹へき靂れきだった。

「とにかく、一いつ刻こくも早く魔人の遺体を回収して、ギルド本部に送り、身元の洗い出しをしなければな。念のため、回収班にはＡ級の冒険者と魔術師も同行するように手配してくれ。それが終わったら、帰って休め」

「分かりました。手配します。……支部長は？」

「夜中に何があるか分からないからな。泊まり込むことにする」

「そうですか。ちゃんと寝てくださいね」

「分かった、分かった」

　若いが気の利きく部下の言葉に苦笑を浮かべて頷くと、バイロイドは椅子から立ち上がる。部下が部屋を出ていくと、西の森がある方角の窓に近づいてじっと外を見つめた。

「やれやれ。あいつが来たとたん、この騒さわぎか。せめてうちの娘を巻き込むのはよして欲しかったぜ」

　頭をガシガシと搔きながらぼやく。その時、背後で扉の開く気配がして、振り返った。

　部下が戻ってきたのかと思ったが、部屋の入り口に佇たたずんでいるのは部下とは似ても似つかないがっしりとした体格の男だった。

「よぅ、久しぶりだな、バイロイド。夜に訪たずねるのは悪いと思ったが、まだギルドに詰めていると聞いてな」

　男は軽く手をあげて明るく笑いながら挨あい拶さつをする。青年とは言えないが、壮そう年ねんという歳でもない、精せい悍かんな顔立ちの男が浮かべる能天気な笑顔に、バイロイドは深いため息をついた。

「お前か。到とう着ちやくするのは二、三日後だと思っていたぞ」

　男──ディルナー・ノルンは肩かたを竦すくめた。

「いやぁ、俺もそのつもりだったんだが、他に急を要する用を言いつけられてな。ジェロイスの奴やつに街の郊こう外がいまで魔法で送ってもらったんだ。それより、受付にいた美人さんに聞いたぜ。あいつ、早々に大物引き当てたんだってな」

　バイロイドは再び深いため息をついた。

「ああ。その通りだ。魔人だとよ。……ったく、引き当てるなら、俺の管かん轄かつ外がいのところでやって欲しかったぜ」

「魔人か。それは確かに大物だな」

　ヒューと口笛を吹ふきながら、ディルナーは笑った。

「いやはや、地味に目立たず生きたいだなんて言いながら、相変わらず派は手でな事件を引きつける奴だな。まぁ、聖剣のことといい、そういう星のもとに生まれてきたんだろうな、あいつは」

「こっちはいい迷めい惑わくだ。今回は俺の娘も巻き込んでいるんだぞ、どうしてくれる！」

「あいつ」のかつての剣の師であり、今はパートナーを組んでいるディルナーに、バイロイドは恨みのこもった目を向けた。

「俺に言っても困こまるぞ。そういう星のもとに生まれた奴なんだから。あんただって十分知っているだろうに」

「ああ、そうだ。なのに、大切な娘をつけて送り出すとは、俺もどうかしていたぜ」

　がっくりと机に手をついてうなだれるバイロイドに、ディルナーは思わず苦笑した。

「まぁ、あいつのことだ。あんたの養い子には傷一つつけずに守りきるだろうさ」

「無事なのは分かっている。報告を受けているからな」

　苦々しげに呟いたバイロイドは、ふと顔をあげた。

「そういえば、ディルナー。お前さんの急用とは何だ？」

「ああ、そのことなんだが、こっちもあんたに尋ねたいことがあってな」

　ディルナーは笑みを浮かべながらバイロイドに近づくと、急に真剣な顔になって声を落として言った。

「あんたの、養い子の『予言』のことだ。知っていることを全部話してもらおうか──バイロイド？」
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　翌よく朝あさ、ルティアとアシュアルドは小屋を出発した。

　ヴォルドの街まで距きよ離りはあるが、森の中と違い馬を使う分、速く進むことができる。

　馬に揺られながら、ルティアは一頭分離れた隣となりで同じように馬上にいるアシュアルドに尋たずねた。

「アルドさん、ちゃんと眠りました？」

「……ああ」

　アシュアルドは無表情のまま頷うなずいたが、ルティアはそれは噓うそだなと思った。

　夜明け前にルティアがふと目を覚ました時、すでにアシュアルドは起きていて、暖だん炉ろの前で火を焚たいていたのだ。エクセルティーアを傍かたわらに置いて。

　──もしかして、一晩中起きていたのかしら？

　考えてみれば、昨日森で襲おそわれたのだ。再度の襲しゆう撃げきを警けい戒かいして寝ずの番をしていてもおかしくない。小屋には獣けものよけの簡かん易い的てきな結界があるとはいっても、魔ま獣じゆうや魔人が襲ってきたらひとたまりもないのだから。

　ルティアもあんなことがあったのだから眠れないかと思っていたのだが、いざ目を閉とじるとすぐに寝ね入いってしまい、明け方まで目を覚まさなかった。自分の図太さに啞あ然ぜんとなるくらいだ。

　アシュアルドは安全だ。それが分かっているからこそルティアも彼と二人きりで森の奥に行くのも平気だったし、同じ屋根の下で寝ることも頓とん着ちやくしなかったのだ。だが、それは同時にまったく女性として意識されてないということなので、年頃の乙おと女めとしては複雑な心境だけれど……。

「……何か気になることでも？」

　難むずかしい顔をしていたからだろうか、アシュアルドが尋ねてくる。アシュアルドは昨夜素す性じようを話したからか、だいぶ態度が柔やわらかくなっていた。笑いこそしないものの、こうして自分から話しかけてくれるし、なにかと気にかけてくれる。

「いえ、そろそろギルドの回かい収しゆう班はんが来てもいい頃かなと思って。ヴォルドから西の森まで一本道ですし……」

　そんなことを言った矢先に、道の遠くの方から見慣れた一団が向かって来るのが目に入った。

「おーい、ルティア！」

　手を振りながら先頭を進んでいた冒険者が馬を走らせ近づいてくる。

「おはようございます。朝からすみません」

　挨あい拶さつをすると三十代のＡ級冒険者は笑って手を振った。

「いいってことよ。しかし、魔人と遭そう遇ぐうするなんて、災さい難なんだったな。怪け我がはないか？」

「はい。アルドさんが守ってくれましたから」

　Ａ級冒険者は、次にルティアの横にいるアシュアルドに視し線せんを向けて笑った。

「魔人を単独で倒たおすとは、さすがＳ級だな」

　声をかけられたアシュアルドは無表情のままだったが、ややあって口を開いた。

「……いや、倒せたのはルティアがいたからだ」

「ルティアが？」

　驚おどろきの視線を向けられたルティアは慌あわてて首を横に振った。

「た、単に魔人の気をちょっとそらしただけですから。操あやつられていたロングウォルフは遠くに飛ばされたし、魔人は倒したので大だい丈じよう夫ぶだと思いますが、気をつけてくださいね」

「ああ。分かっている」

　そうこうしているうちに他の人員が追いつき、ルティアは魔人の遺い体たいがある場所を詳くわしく説明した。回収班にいるのは全員ギルドの職員や冒険者だが、五年もＤ級冒険者をやっているルティアほど西の森に明るくないからだ。

「ありがとよ、ルティア。獣に遺体が荒あらされないうちに一いつ刻こくも早く回収するよ。お前は早くギルドに顔を見せて支部長を安心させてやれよ」

　Ａ級冒険者はそう言い残して西の森に向かった。彼らはこれから魔人の遺体や、ロングウォルフの遺体を回収し、ギルドの研究機関に送り届けるのだ。魔人の遺体は貴き重ちようなので、魔属や瘴しよう気きの研究に大いに役立つだろう。

　回収班を姿が見えなくなるまで見送った後、ヴォルドに向かって馬を進ませながら、ルティアはアシュアルドに尋ねた。

「なんであんなことを？　魔人を倒したのはアルドさんで、私は何もしていないのに」

　アシュアルドはルティアを見ることなく、前を向いたまま肩を竦すくめた。

「俺は本当のことしか言っていない。君がいなければ操られていたロングウォルフの戦意を喪そう失しつさせることも、あの魔人の隙すきをつくこともできなかった」

「それは……そうかもしれないけれど……」

「だから、不思議なんだ。あれだけ臨りん機き応おう変へんに動けて、魔ま力りよくも持っている君が、どうしてＤ級なのか」

「へ？」

　ルティアは目を見開いて、瞬まばたきをした。まさかそんなことを言われるとは思わなかったからだ。

「それは前にも言ったと思いますが、魔力があっても術を使うことはできないし、剣もへたくそで……」

　元は剣だったくせに、なぜかルティアは剣を扱あつかうのは苦手だった。だからいつも昇しよう級きゆう試験で試験官に勝つことができず、Ｃ級にあがれないのだ。

「それが変なんだ。Ａ級の昇しよう格かく試験と違ってＣ級試験はそこまで剣の腕を求められていないはずだ」

「は？」

　間ま抜ぬけな顔でアシュアルドを見返している自覚はあったが、それを気にするどころではない。

「普ふ段だん採集しか依い頼らいを受けていないＤ級が、いきなり元冒険者である試験官に勝てるはずがない。Ｃ級試験は敵に対たい峙じした時やトラブルがあった時に、どれだけ冷静に対たい処しよできるかを判断するためのものだ。昨日君がやったように油断させてひるませれば、十分勝機があるし、試験でその対応力を見せれば昇級できるはずだ」

「く、薬は持ち込んじゃだめだって……魔ま術じゆつか剣じゃなきゃだめだって、父さ……支部長、が……」

　まさかと思いながら口をひくつかせるルティアに、アシュアルドは気の毒そうな視線を向けた。

「薬は持ち込んでいいし、昇級できるかどうかを最終的に判断するのは支部長だぞ」

「!?　あ、あのくそ親父おやじ……！」

　ルティアは馬がビクッとするのもかまわず叫さけんだ。

「私がＣ級にあがるのをずっと妨ぼう害がいしてたのね！」

　そしてもちろん、試験官もグルなのだろう。何しろいつも剣を叩き落とされた時点で失格を言い渡されるのだから。

　──ああ、もうっ、どうりで私より後から入ったド素人しろうとの冒険者でもみんなＣ級にあがれるわけだわ！

　他の冒険者に馬ば鹿かにされるのも当然だ。普通にやれば合格する試験に合格できないのだから。

　──古参の冒険者たちはきっとみんな本当のことを知っていたな。ルルも気づいていたはず！

　けれど誰だれもそれをルティアには言ってくれなかったのだ。

「もうっ……！」

　悔くやしいやら情けないやらでギリギリと歯を食いしばっていると、アシュアルドが慰なぐさめるように言った。

「バイロイドも心配だったのだろう。Ｄ級の仕事なら危険は少ないし、近場の依頼ばかりだ。彼はきっと、君に目の届くところにいて欲しかったんだ」

「それは……分かりますけど……」

　何しろルティアが冒険者組合ギルドに入った動機が動機だ。「Ａ級冒険者でなければアーロイ行きは認みとめられない」というバイロイドに「じゃあ、冒険者になってやる」と、売り言葉に買い言葉でギルドに登録したのだから。

　バイロイドは本当は冒険者をも辞やめさせたいのかもしれないが、ルティアはＤ級とはいえ確実に依頼をこなして評判もいいし、薬師としても優ゆう秀しゆうだ。辞めさせるには惜おしいし、その理由もない。バイロイドは支部長としての責務と父親としての情の板いた挟ばさみになり、結果、ルティアをＤ級のまま留とめ置おくことにしたのだ。

　バイロイドがそうした理由も理解はできるが、娘としてはたまったものではない。

　──ギルドに帰ったら絶対文句を言ってやるんだから！

　ヴォルドに向けて馬を進ませながら、ルティアはぷりぷりと怒おこっていた。そんなルティアを、微かすかに笑みを浮かべて眺めていたアシュアルドは、怒いかりをそらそうとでもいうのかいきなり尋ねてきた。

「ルティアはなぜ冒険者に？　男はともかく女性が好んでやりたがるとは思えないが」

「え？　え、そ、そうですね……」

　まさか「あなたを氷の中から助け出したかった」などと本人の前で告げるわけにもいかず、困っているとアシュアルドが助け船を出す。

「バイロイドの手助けをするためか？　ギルドはどこも人手不足だから、ヴォルドも例外ではないだろう」

　ルティアは少しだけ考えて頷いた。もしエクセルティーアとしての記き憶おくが戻らなかったとしても、きっと冒険者組合ギルドで働いていただろう。アシュアルドの言う通り、バイロイドの手助けをするために。

「父さんには育ててもらっている恩があるし、家族だから」

　休みもなく毎日朝から晩までギルドのために働いているバイロイド。口うるさいところはあるものの、ルティアにとっては大切な、たった一人の家族だ。

「十歳の時に両親を流は行やり病で失って一人ぼっちになった私に、父さんが言ってくれたんです。『俺と家族になろう』って」

　その時のことをルティアはまるで昨日のことのように覚えている。

『俺も一人ぼっちだ。だったら一人ぼっち同士、家族になって一いつ緒しよに生きていこうじゃないか』

　そう言って手を取ってくれた人。

「その前の年に父さん、奥さんを亡なくして一人ぼっちになってしまったんだそうです。そこへ今度は親友の訃ふ報ほうが重なって、自分だって辛つらかっただろうに、私を引き取ってくれたんです。もし父さんが引き取ってくれなければ、私は孤こ児じ院いんに帰らなければならないところでした」

「孤児院？」

　目を丸くするアシュアルドに、ルティアは微笑ほほえんだ。

「私、もともと孤児院出身なんです。まだ赤あかん坊ぼうの頃に捨すてられて孤児院にいたんですけど、亡くなった両親が私を引き取って育ててくれたんです。でも二人とも親類がいなかったので、亡くなった後一人残された私をどうしようかって村の人たちが困っていたところに、父さんがやってきて……」

「それでバイロイドと一緒に？」

「はい。だから父さんにはすごく感謝しているんです」

　そう。複雑な事情を抱かかえているルティアを、バイロイドは全部承知の上で引き取ってくれた。感謝してもしきれない。

　──だからといって、昇格を邪じや魔まするのは許せないけれど！

　Ａ級になれば自らアーロイに行けた。Ａ級が無理でも一つくらい昇級して報ほう酬しゆうを増やせればと、何度失敗してもめげずに昇級試験を受け続けてきたのに。

　もっとももうアーロイの地に行く必要はなくなったので、頑がん張ばってお金を貯ためる必要もないのだが。

「あれ？　そういえばアルドさんは？　どうして冒険者組合ギルドに？」

　ルティアは不思議に思って尋ねた。

　魔ま王おうを封ふう印いんした勇者ならどこでも歓かん迎げいされ、一生戦わずに遊んで暮らせるだろうに。それなのにどうして彼は素性を隠かくしてギルドで冒険者として働いているのだろう。

　アシュアルドはその質問に不意を打たれたようにルティアを見返したが、やがてふっと視線をそらして淡たん々たんとした口調で答えた。

「聖せい剣けんを持たない俺は勇者ではないし、元勇者として生きる気もなかった。けれど、ギルド本部もアールゼータ神しん殿でんも、封印のことがあるから常に所在だけは知らせろとしつこくて。ならいっそのこと前の名を捨てて冒険者でもやれば、いちいち知らせる手間もいらないだろうと思った」

「そ、そう……」

「だから上にあがる気も冒険者を極きわめる気もない。Ｓ級になったのは単独で動けるからだ。……誰かの力になりたいと思っている君とは正反対だな、俺は」

「アシュアルド……さん」

　やる気もないくせにさくさくレベルをあげていくアシュアルドは、さぞ周囲から浮いていたことだろう。

　──アシュの笑顔が消えたのも、他人と関わろうとする気持ちをなくしてしまったのも、エクセルティーアを失った自責の念から……。……だったとしたら？

　ルティアは内心ため息をついた。

　一体アシュアルドに何をしてあげられるのだろう。もう剣ではなく、ただの人間にすぎないルティアが。







　それからは何となく互いに無言のまま馬を進めていくうちに、城じよう壁へきに囲まれた見慣れた街並みが遠くに見えてきた。

「もうすぐヴォルドですね」

「ああ」

　どうやら何事もなく無事に帰ることができそうだ。ルティアはホッと安あん堵どの息を吐く。

　ヴォルドを出発したのは昨日の朝のことで、まだ一日しか経っていないというのに、色々ありすぎてもう何日も留守にしていたみたいだ。

　──まずはギルドに行って父さんに報告して、昇級試験について文句を言って、それから昼ご飯を……。

　ヴォルドに帰ってからやるべきことを頭の中で挙げていくうちにあることに気づいてルティアはハッとなった。

　帰ったら、アシュアルドは薬草を届けるために街から出ていくだろう。

　もしかしたら、もう二度と会えないかもしれない。

　──どうしよう。私がエクセルティーアの転生した姿で、記憶もあることを言ってしまおうか？

　でも出会ったばかりの小娘の言葉を、果たして信じてもらえるだろうか。ルティア自身もエクセルティーアの記憶がなければ、剣が人間に転生するだなんて夢にも思わなかったのだから。

　かといってこのまま別れたら、きっとアシュアルドはルティアの存在すら忘れてしまうだろう。

　──どうしよう。一体どうしたら……。

　悶もん々もんと考えているうちに、ヴォルドの街の門までたどり着いてしまった。

「よう、ルティアじゃないか。お帰り」

　顔見知りの門番の兵が声をかけてくる。ところがルティアが挨拶を返す前に、アシュアルドの方を見た門番はギョッと目を剝むいた。

　門番の視線を辿たどったルティアは、原因を悟って「あっ」と声をあげる。アシュアルドの胸の部分にべったりと返り血がついていたのだ。

　襲いかかってくるロングウォルフを斬きり伏ふせた時か、もしくはあの魔人を斬った時かもしれないが、とにかく見過ごせないほどの血がついていたせいで、門番は驚いたのだ。

「お、おい。大丈夫か？　ひどい怪我をしているんじゃないのか？」

「あ、いえいえ。これは怪我ではなくて──」

　慌ててルティアは西の森でロングウォルフの群れに襲われた時についた返り血だと説明する。魔人のことは、うかつに話をしてしまうと街民を不安にさせると思い、とりあえず伏ふせることにした。

「ロングウォルフが……。だからギルドの冒険者の一団が西の森に向かったのか。物ぶつ騒そうになったものだな」

「ええ、本当に。それで、ギルドの方で安全が確認されるまで西の森はしばらく立ち入り禁止になると思うの。西の門から出ていく人にも森には近づかないように注意してあげて」

「分かった」

　門番に説明を終えて門をくぐったが、ちょうど大通りに人が多く出てくる昼前の時間帯だった。アシュアルドはその端たん正せいな容よう姿しも相まって人目を引いてしまう。

「こ、これはちょっと悪目立ちしすぎかしら」

　人々のぎょっとしたような視線がアシュアルドに集中する。女性の中には最初アシュアルドの顔に見とれ、それから服の血に気づき、悲鳴をあげる者までいた。

　そんなふうに目立つものだから、当然、街を巡じゆん回かいしている警けい備び兵へいの目にもとまる。西の門から入ってさほど行かないうちに、兵士に二回も呼び止められ、説明をしなければならなくなった。

　──このままじゃ、ギルドに着く前にとんでもなく時間がかかってしまうわ。

「アルドさん、先に私の家に寄りましょう。ここからすぐなので。父さんの服を貸すのでそれに着替えてください」

「え？　いや、別にいい」

「だめです。この調子だとギルドに行くまで何時間かかることか！　絶対着替えた方がすんなり行けますよ。ほら、こっちです、早く！」

　ルティアは遠えん慮りよするアシュアルドを強ごう引いんに自宅に引っ張っていった。

　もちろん、アシュアルドに語った通りの理由があるからなのだが、少しでも長く彼といたいという気持ちもあったからだ。

　丸一日ぶりに自宅に戻ると、ルティアはアシュアルドをすぐさま風ふ呂ろ場ばへと案内した。

「私、適当に父さんの服をみつくろってきますから、その間にお風呂に入っててください」

　脱だつ衣い所じよの戸と棚だなの中からタオルと石せつ鹼けん、それにお湯を沸わかすための魔具「温おん泉せん石いし」を取り出してアシュアルドの手に押しつける。

「温泉石」はギルドが作り出して売り出している魔具の一つだ。卵大の石に火の魔術が閉じ込めてあり、水の中に入れると人が浸つかるのにちょうどいい温度に沸かしてくれる。値ね段だんも薪たきぎに比べてさほど高くなく、手間がかからないのでよく売れていて、ギルドの資金を潤うるおしていた。

「いや、風呂までは……」

「だめです。服だけじゃなくて、アルドさんからも血の匂においがしてますから」

　ルティアはそう言ってアシュアルドの身体をぐいっと風呂場に押し込んで戸を閉め、バイロイドの部屋に向かった。

　バイロイドは四十歳を過ぎた今も筋きん肉にくの隆りゆう々りゆうとしたがっしりした体格のため、細身のアシュアルドにぴったり合うような服はない。現在ある中で小さめの服を取り出して、ルティアは風呂場に戻る。

　脱衣所には几き帳ちよう面めんな性格を現すように、きちんと折りたたまれたマントが置かれ、そのすぐ近くに腰こしに差していた剣が壁かべに立てかけてある。

「アルドさん、服持ってきました。外に置いておきますね？」

　ややあって風呂場の扉が開いて、アシュアルドが顔だけ出した。一緒にもわんと湯気が脱衣所の方まで流れてくる。

　──よくよく考えたら、男の人をお風呂に、ってなんかアレだよね……。

　もちろん養父と一緒に暮らしているルティアは、男性の裸に多少なりとも免めん疫えきがある。でも父親であるバイロイドと、ルティアにとってまったくの他人であるアシュアルドではまるで意味が違う。

「ありがとう」

　服を受け取るためか、アシュアルドが扉を全部開いて姿を現した。

　──ちょ、裸のまま出て……って、服着てるし!!

　アシュアルドは一番血がべっとりついていた上着は脱ぬいでいたものの、シャツは着たままだった。

　──そ、そうよね。アシュに限ってそんな、女性に不作法するわけないか。

「ちょっとブカブカかもしれないですが」

　ルティアはアシュアルドの手に服を渡す。その際、たまたまシャツの合わせ目から素す肌はだが覗のぞいているのが目に入り、恥ずかしくなって視線をそらしてしまった。ところが次の瞬しゆん間かん垣かい間ま見えたものに仰ぎよう天てんする。

　湯気が立ち込める風呂場の壁に、ちょこんと鎮ちん座ざする剣──エクセルティーア。
















「ちょっ、剣！　水がかかったら錆さびるでしょう!?」

　人間であるルティアの感覚で思わず叫ぶ。

　──待って、そもそもなんでエクセルティーアを風呂に持ち込んでるの!?

　その言葉に「え？」と軽く目を見張ったアシュアルドは、ルティアの視線を追い、エクセルティーアの姿に目を留めると、微かに口元を緩ゆるめた。

「大丈夫だ。エクセルティーアは錆びない。水を司つかさどる剣だから」

「そ、そうかもしれないけどっ……」

　確かにエクセルティーアは水の聖剣。当然ながら水の中で錆びることはない。ルティアとして転生し、空っぽの今の状態でもそれは変わることはないだろう。

　──でもでも、湯船にまで持っていくことないでしょう？

「いつも傍そばに置いておかないと落ち着かないんだ」

「そ、そう……」

　やや引きぎみになりながら頷くと、ルティアは台所に戻った。

　──元聖剣とはいえ、使えないものを持ち歩く必要はあるのかしら。そういえば、昨夜も抱いて寝ていたし……。

　とそこまで考えた時に、エクセルティーアの記憶がふと脳のう裏りをよぎる。

「……まぁ。今に始まったことじゃないか。アシュは昔からああだった」

　剣の稽けい古こをする時だって、模も造ぞう剣けんを使いながらエクセルティーアも腰にずっと差していたし、眠る時だって枕元に常に置いていたし……。

「……いや、待って、待って？」

　ルティアは思わずエクセルティーアの記憶に待ったをかける。

　──確かに十八年前のアシュもエクセルティーアを手元から離さなかったけれど、それは旅の間にいつ襲われるか油断できなかったからだし、さすがに風呂の中までは持ち込まなかったわ。

　寝る時に枕元には置いていたけれど、昨夜みたいに隣に添そわせてはいなかった。だいたい敵に対して警戒するなら、折れているエクセルティーアではなくて、普通の剣を傍に置くだろう。

　──あれ……？　もしかして……アシュアルドって……？

　椅い子すに座って頭を悩ませていると、玄げん関かんの扉につけている鈴すずが鳴った。

「すみませーん」

　外から声が聞こえてきて、ルティアは慌てて立ち上がって玄関に向かう。

　近所の人だろうか。それとも薬の依頼だろうか。時々ルティアは個人で薬作りを請うけ負おうことがあるのだ。

「はーい。今行きます！」

　内側の閂かんぬきを外し、木の扉を開けたルティアは、目の前に立つ大きな背せ格かつ好こうの男を見て目を丸くした。

「すみません、お嬢さん。ここはギルドの支部長、バイロイドのお宅でいいかな？」

　男は人好きのする笑みを浮かべている。ぽかんと大きく口を開けながらルティアは頷いた。

「そ、そうです」

　歳の頃は三十代前半くらいだろうか。赤みがかった金きん髪ぱつに緑色の瞳ひとみを持つ、精せい悍かんな顔立ちの男だった。知り合いではないどころか、この街で一度も見たことがない顔だ。

　けれど、ルティアは彼を知っていた。いや、正確に言えばエクセルティーアの記憶の中にある彼をだ。

　──ディルナー・ノルン。十八年前、アシュアルドと共に魔王討とう伐ばつに向かった剣けん士しだ。

　あの頃はまだ二は十た歳ちにもなっていなかった青年が、記憶の中より歳をとった姿で目の前に立っている。

　──……すっかり……おじさんになって……。

　氷の中で時を止めて眠っていたアシュと違って、ディルナーは確実に十八年分の年ねん齢れいをその身に刻きざんでいた。

「おじさん……？　まだ若いつもりなんだがな？」

　ディルナーは笑顔を保ったまま、口元をヒクと引きつらせた。心の中で言ったつもりの言葉が、どうやら口から漏もれていたらしい。

「あ、ごめんなさいっ。違うんです。別の人と見み間ま違ちがってしまって……！」

　ルティアは焦あせって頭を下げる。ディルナーにとってルティアは初対面なのだ。それを忘れてはならない。

「いや、いいさ。君から見れば十分おじさんだしな」

　ハハハとディルナーは豪ごう快かいに笑い飛ばす。

「……ところで君はバイロイドの娘さん、でいいんだよな？」

「は、はい。そうです。あの……父はギルドの方に……」

「ああ、分かってる。ついさっきまでギルドにいたからな。ただ、君たちが西の門に到とう着ちやくしたという報告が来たものの、いつまで経ってもギルドに現れないものだから、見に来たんだ。アルドもいるんだろう？」

　どうやらアシュアルドを捜しに来たらしい。

「はい。返り血を浴びた服のままだと目立つので、着替えついでに今お風呂に入ってもらっています」

　その言葉にディルナーが眉まゆを寄せた。

「おいおい。年頃の女性の家で若い男が風呂に入るとは、いただけないな」

「いえ、私が強引に頼んだんです。血の匂いがするから」

　アシュアルドの名めい誉よのためにこれだけは言わなくてはと思い、ルティアは自分のせいだと強調する。実際、遠慮するアシュアルドを風呂場に強引に連れて行ったのは自分だ。

「ほう、あいつが大人しくお嬢さんの言うことを聞くとはねぇ」

　話を聞いたディルナーは感心したようにルティアをまじまじと見つめた。ディルナーが驚くのも無理はないだろう。評判通りの「氷のアルド」だったら、ルティアの言うことを聞くわけがないのだから。

「ずいぶんあいつと仲良くなったみたいだな。あ、俺はＳ級冒険者のディルナーだ。アルドと一緒にアーロイに行くことになって、ヴォルドで待ち合わせていたんだ」

　ディルナーは懐ふところからギルドのカードを取り出してルティアに見せる。確かにそこにはディルナーの名前とＳ級であること、それに所属ギルドの支部名が記されていた。

「Ｓ級冒険者……」

　五年前、エクセルティーアの記憶を取り戻して色々調べた時に、ディルナーがロンダール軍を辞めたことだけは知っていたが、その後のことは分からなかった。

　──ディルナーもギルドの冒険者になっていたのね。もしかして、アシュを心配して……？

　きっとそうに違いない。ディルナーが軍を辞めたのも五年前だ。氷の中から助け出されたアシュアルドを心配して軍を辞め、その時に冒険者になったのだろう。

「あいつが風呂から出るまで待たせてもらっていいだろうか？」

「あ、はい。どうぞ」

　ルティアはギルドのカードを返して、ディルナーを家にあげた。

「狭いところですけれど、どうぞ、座っていてください。今お茶淹いれますね」

　ちょうど火にかけたお湯も沸いたところだ。来客用のカップを二つ取り出し、テキパキとお茶の用意をする。背中をディルナーがじっと見つめているのは分かっていたが、気にしなかった。

　昔からディルナーは慎しん重ちような性た質ちだ。豪快で面めん倒どう見みがよく頼たよれるお兄さんといった印象なのだが、一方でとても用心深い。だからこそ、あの若さでもっとも危険な任務につく魔属討伐隊の一員になり、数々の激げき戦せんを生き残ってこられたのだ。

　ディルナーはおそらく今、ルティアを推おし量はかろうとしているのだろう。アシュアルドに近づけていい人間かどうか。

　十八年前もそうだった。どこか無防備なアシュアルドを守るために、彼に近づく人間を警戒し、慎重に見み極きわめていたのをエクセルティーアは知っている。

　それが分かっているからルティアは頓着しなかった。緑色の目に観察されながら、お茶を運ぶ。

「どうぞ」

「ありがとう」

　そう言いながらもまったくお茶には手をつけないことも分かっていた。ルティアは自分の分のお茶を淹れて、向かいの席に座ると、少し間を置いて慎重に切り出した。どうしても確認したかったのだ。

「ところでディルナーさん、アルドさんのことでお聞きしたいことがあるのですが……」

「……何かな？」

　笑顔で受けつつ警戒するディルナーに、ルティアはズバリ聞いた。

「アルドさんは、折れた剣をいつも持ち歩いているんですか？　毎日一緒に寝ているんですか？　お風呂に入る時も一緒なんですか？」

　思いもよらない質問だったのか、虚きよを衝つかれたディルナーは一いつ瞬しゆんぽかんと口を開けたが、すぐに口を閉じて苦く笑しようを浮うかべた。

「あれに気づいちまったんだな。残念ながらそれはいつものことだ。あいつは何というか、異い常じように執しゆう着ちやくしていてな。あの剣を傍から離さないし、寝ても覚めても剣のことを考えている。あいつが剣に語りかけているところは見たか？　……ああ、まだ見ていないなら幸いだ。まるで恋人のような扱いだぞ」

　ルティアは思わず顔を引きつらせる。ちょっと……いや、かなりドン引いた。

　──だって、エクセルティーアは剣だよ？

「俺たち剣士は自分の武器に愛着を持って大切にするが、あいつのは異常だ。執着というか、崇すう拝はいというか。もはや一種の病気だ」

「……それってヘンタ……」

　そこまで言って口ごもる。最後まではどうしても言えなかった。

　──私のアシュがヘンタ……。いやだ、考えたくない……！

　ディルナーは首を横に振った。

「いや、剣すべてに対してじゃない。あの剣にだけだ」

　断言されてルティアは少しも安心できなかった。

　──どうしよう。大切にされているのは分かるけれど、ちっとも、まったく嬉しくない……。

「前からその気はあったんだが、五年前からさらにひどくなった。……まぁ、あいつの過去を思えば無理もないんだが……」

　ふうっとため息をついて遠い目をするディルナーを前に、ルティアは心に誓ちかった。

　絶対に自分がエクセルティーアの生まれ変わりであることは口にするまい、と。

「あいつ、俺にすらあの剣に触ふれさせないからな……」

「……聖剣とはいえ、今はただの折れた剣なのに……」

　ぼそっと呟つぶやいたとたん、ディルナーがすっと真顔になった。

「知っているのか？　あの剣が何であるかを？」

「あ、はい。昨日、魔人がアルドさんに向かって勇者って言ったんです。それで、アルドさんが説明してくれました。本当の名前も。……あ、あの、決して他言はしませんから」

　どんどん険しくなるディルナーの表情に、ルティアはおずおずと付け加えた。ディルナーはハッとなって、手を振る。

「いや、すまない。君に対してじゃないんだ。ギルドではそこまで聞いてなかったから驚いてな」

「昨日の段だん階かいでは詳しく報告できませんでしたから。父さんにはギルドまで出向いて直接報告するつもりでした。私もアルドさんも」

「だろうな。下手に報告してアシュアルドが水の勇者だったことをバイロイド以外に知られても困るしな」

　納なつ得とくして頷くとディルナーは居住まいを正してルティアを見つめた。

「お嬢さん、昨日の戦いと魔人が言っていたことを詳しく話してくれないか」

「はい」

　ルティアは頷いて、説明を始めた。

　魔人に操られたロングウォルフが襲いかかってきたこと。魔人が斥せつ候こうとしてアシュアルドをずっとつけていたこと。その魔人が神官の服を身に着けていたこと。アシュアルドを水の勇者だと疑い、確かめるために姿を現して襲ってきたこと。

　最後にアシュアルドが魔人を倒したところまで語ると、ディルナーは重々しく口を開いた。

「やっぱり背はい後ごにもっと別の魔人もいそうだな。それにフラウゼアか。それをここで聞くとは思わなかったが……これはやはり偶然じゃないだろうな」

　最後はほとんど小さな呟きだったので、ルティアの耳に届くことはなかった。

「ディルナー、もう来ていたのか。よくここが分かったな」

　風呂からあがったアシュアルドが、ディルナーの姿を見て目を見張る。ルティアはバイロイドの服を身に着けたアシュアルドの姿を見て、ブカブカではなかったことに安堵した。

　ディルナーが親しげに手をあげる。

「よう。お前は目立つから、そこら辺の奴やつを捕つかまえて聞けばすぐに分かった。ところでこのお嬢さんから聞いたが、さっそく魔人とやりあったんだってな。やっぱりお前が何事もなく静かな人生を送るのは無理なんじゃねえのか？」

　とたんにアシュアルドは嫌いやそうに顔を顰しかめる。やはり昔からの親しい相手には表情も豊かになるようだ。ルティアは微笑ましく思いながら、椅子から立ち上がって声をかけた。

「アルドさん、今お茶を淹れますから、座っていてください」

「いや、しかし……」

「二人分淹れるのも三人分淹れるのも同じですから。ほら早く」

　遠慮していたアシュアルドだったが、再度促うながされて、大人しくルティアが座っていた椅子の隣に腰を下ろした。それを見てディルナーがおかしそうに笑う。

「お前、すっかり尻しりに敷しかれているな」

「別にそんなんじゃ……」

「いやいや、十分敷かれてる。『氷のアルド』もかたなしだ」

「だから、違うって……それにその変な二つ名みたいなのはよせ」

「氷はすなわち水だ。ある意味お前にピッタリの名前じゃないか」

　ルティアはお茶を淹れながら二人の会話に思わずくすっと笑った。

　──ギルドの人たちは、ディルナーと話している時のアシュを見たことがないのかしら。

　見ていたら「氷の」なんてあだ名をつけることもなかっただろうに。

「そんなことよりも、ディルナー、お前が受けていた護衛の仕事は終わったのか？」

「簡単に終わった。幸いにも魔獣は出てこず、商しよう売ばい敵がたきが雇やとったと思われるならず者たちが襲ってきたくらいだ。返かえり討うちにして、依頼人を王都に送り届けて終わりだ」

　どうやらディルナーは、先日まで商人の護衛の仕事をやっていたようだ。

「予定より早く仕事が終わったから、しばらく王都でのんびり過ごしてからヴォルドでお前と合流するつもりだったんだが、城から呼び出しくらってな。あの陰いん険けん眼鏡めがねめ。俺はとっくに軍を辞めたというのに……」

「ジェロイスか……」

「ああ。そういや、お前もあいつに用事言いつけられたんだってな。まったく、人使いが荒あらい奴だ」

　お茶を淹れ終わり、ルティアがテーブルに戻ると二人は話を中断した。

　お茶を置くと、アシュアルドはカップを手に取り躊躇ためらうことなく口をつける。それを見てディルナーは眉をあげたが、口を出すことはなかった。

　ややあって、アシュアルドはカップを受け皿に戻しながらディルナーに尋ねた。

「それで？　ジェロイスに何を頼まれたんだ？　もう終わったのか？」

「いや、まだこれからだ。それに、これはお前にも多少関わることだ」

「俺に関わること？」

「そうだ」

　頷いた後、ディルナーはルティアにちらりと視線を向ける。おそらく人前で話せることではないのだろう。

「私は席を外しますね。あとは、お二人でどうぞ」

「すまないね、お嬢さん。ええっと……」

「ルティアです。ルティア・ホワイト」

　まだ名乗っていなかったことを思い出し、ルティアは微笑みながら言う。ディルナーも頷いてにっこり笑った。

「ルティアか。しばらくはヴォルドにいることになるので、よろしく頼むな」

　どうやら、二人はすぐにアーロイに発たつのではないらしい。ルティアはほっとすると同時に嬉しくなった。アシュアルドともまた会って話せるだろう。

「はい。よろしくお願いします」

　明るく返事をして、ルティアは席を外した。
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　ルティアの姿が廊ろう下かに通じる扉の向こうに消えるのを確認した後、ディルナーはアシュアルドに視線を戻してにやりと笑った。

「ずいぶんあのお嬢さんと仲良くなったんだな。お前にしては珍めずらしく」

　揶や揄ゆするように言われてアシュアルドは顔を顰めたものの、真ま面じ目めな口調で返した。

「そんなんじゃない。ただ、昨日今日と、ルティアにはかなり世話になった。礼を尽つくすのは当然だ」

「彼女の淹れたお茶にためらいなく口をつけるほどにか。お前、さんざん女に睡すい眠みん薬やくだの媚び薬やくだの盛もられてきたのに、懲こりない奴だな」

「ルティアが俺に何か盛るつもりなら、昨日二人きりでいた時にとっくにやっている。あの子はそんな目で俺を見てないし、信用できる。それよりギルドに報告に行かなければならないんだ。さっさとジェロイスに頼まれたこととやらを言え」

　苛いら立だたしげに睨にらみつけてくるアシュアルドに、ディルナーは苦笑した。

「お前がエクセルティーア以外のことで感情的になっているのを見るのは、嬉しいが複雑だな」

　よりによって彼女に──声に出さずに口の中で呟いてディルナーは続けた。

「まぁ、いい。それより依頼のことだが、フラウゼアの女おんな教きよう皇こうのことを覚えているか？　十八年前はまだ皇こう女じよだったが、病気だった教皇に代わって当時もフラウゼアを取り仕切っていた、あの女を」

「ああ。覚えている。忘れられるものか。あの皇女も予言のことも」

　アシュアルドの顔が嫌そうに歪ゆがんだ。

　神しん聖せい王国フラウゼア。神聖王国と名乗るようになったのはここ百年ばかりのことだが、フラウゼアは四千年の長い歴史を持つ国だ。

　領土も小さく、それほど豊かな国ではないが、その名を大陸中に知られているのは、神の言葉や予言を人々に授さずけてくれることで有名なフラウゼア神殿があるからだ。予言を求めて世界中から訪おとずれる巡じゆん礼れい者しやのおかげで成り立っている国ともいえる。

　ただし、神の言葉や予言を行うフラウゼア神殿は、創そう造ぞう主しゆアールゼータ神を祀まつる主神殿にとっては異い端たんの存在だ。

　アールゼータ神の教義では、神殿は国や王家とは距離を置き、政治や国の運営に口を出すことなく独立性を保つことになっている。そして頂ちよう点てんとなる存在はあくまで主神殿であり、世界中にちらばる神殿の意思決定は十人の大神官たちの合議により行っている。

　ところが、フラウゼア神殿は王族と強く結びつき、政治に介かい入にゆうするようになったことで、政せい教きよう分ぶん離りを原則としているアールゼータ主神殿と袂たもとを分かつようになった。孤こ立りつしたフラウゼア神殿は、王室を吞のみ込む形で国と一体化していき、やがてその頂点に立つ者が教皇と名乗るようになる。もともとあった教義は歪められ、フラウゼアの神殿や教皇に都合のよいものに変えられていった。

　神しん権けん政治が続き、内情はお世辞にもいいとは言えないが、それでもフラウゼアが国として成り立っているのは、予言を求めて人々が集まるからだ。

　だが、その予言も大半が偽いつわりと噓であるというのがアールゼータ神殿側と冒険者組合ギルドの共通した見解だった。

「神官の告げた予言はいい加減なことばかりで、結局時間の無む駄だだった」

　当時を思い出してか、アシュアルドが吐はき捨すてる。

　十八年前、フラウゼアを通りかかったアシュアルドたちは、教皇に無理矢理招かれたことがあった。名目は「これから魔王と戦う水の勇者たちに予言を授けるため」というものだったが、実際は勇者の名声を利用するためだった。

　諸しよ外国から集められた賓ひん客かくの前でアシュアルドたちは神官から予言を授けられたが、後になってみれば的まと外はずれなものばかりだった。その最大のものは「魔王は魔獣である」という予言だろう。

　苦い記憶しか呼び起こさない「予言」を思い出し、ディルナーの顔にも皮肉な笑みが浮かんだ。

「おおかた、ギルドの予想を聞いた上で予言に利用したんだろう。まぁ、うかつにも信じた俺たちにも非はあるがな。でもそれを差し引いても、フラウゼアは最悪だった」

　当時フラウゼアを統治していたのは先代の教皇だ。ただ、病気になり政務が執とれなくなった教皇の代わりに実じつ権けんを握にぎっていたのが、教皇の娘である今の女教皇だった。

　もともとアールゼータ神殿の教義では、神官職にあるものは還げん俗ぞくしない限り妻帯できないことになっている。けれどフラウゼアの教皇は国王を兼かねているため、世せ襲しゆう制せいでなければならなかった。そのため、神官職でありながら妾めかけや愛人を持ち、子どもを産ませて血をつないでいたのだ。

　先代の教皇には皇女が二人。女性でも教皇位は継つげるため、次期教皇の第一皇女が床とこから離れることができない父親の名代になっていた。

　ディルナーの言う「最悪」はその第一皇女──現在の女教皇のことだ。

　華はなやかで美しい第一皇女は、次代の教皇を産むためと称しようし、節せつ操そうなく男性を寝しん所じよに引き込むことでも有名だった。彼女は招いた水の勇者とその一行に対しても、自分の寝所に侍はべるように命令してきたのだ。

　次期教皇の父親になれるならと応じる男が多かったことも事実だが、アシュアルドたちにとっては、嫌けん悪お感かんしかない。そもそも勇者相手に命令すること自体、腹はら立だたしいことだった。

　幸い第二皇女の機転で、アシュアルドたちはフラウゼア神殿を脱だつ出しゆつして事なきを得たが、彼らにとって最悪の出来事として記憶されている。

「もっとも、魔王が魔人だったことが広まって、フラウゼアの評判は地に落ちたがな。あの後、一年もしないうちに教皇は亡くなり、第一皇女が跡あとを継いだが、あの女の失しつ策さくでフラウゼアはますます求心力を失っていった。自じ業ごう自じ得とくだ」

「そのことは目覚めた後に聞いた。……で、そのフラウゼアがどうした？」

　アシュアルドが促すと、ディルナーは肩を竦めた。

「その女教皇からつい先日、うちの陛へい下か宛あてに親書が送られてきたんだよ。十八年前に『魔王復活の鍵かぎを握る』と予言された娘を捜さがし出して欲しい、という内容の親書をね。どうやら各国に同じ親書を送っているらしい。俺たちの役目はその予言の娘を捜し出して捕まえるか、もしくは──殺すことだ」
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　ルティアは台所から廊下に通じる扉の前でノックをするために手をあげたところで固まっていた。

　名誉のために言うが、別に盗ぬすみ聞ぎきをしていたわけではない。台所に薬を入れてあるカバンを置きっぱなしにしたままであることを思い出し、取りに戻ってきたのだ。

　ところが声をかけようとしたところで、ディルナーの衝しよう撃げき的てきな言葉が耳に飛び込んできた。

　十八年前にフラウゼアで『魔王復活の鍵を握る』と予言された娘を捜し出して、捕まえるか、殺す？

　──『魔王復活の鍵を握る』と予言された娘って……それって……それって……。




「私のことじゃないの……！」




　いきなり訪れた生命の危き機きに、ルティアは戦せん慄りつした。
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　ルティアが自分の出自と予言について聞かされたのは、養父母が亡なくなる直前のことだった。

　フラウゼアの神官が、生まれたばかりのルティアの未来をこう予言したのだという。

【この子はいずれ、魔ま王おう復活の鍵かぎを握にぎることになるであろう】

　この予言のせいで幽ゆう閉へいされていたルティアを、共に囚とらわれていた母親から託たくされたアウラとルギは、彼女を連れてフラウゼアを脱だつ出しゆつし、養女として育てることにした。

『偽ぎ装そう工作が功こうを奏そうしたのか、十年間フラウゼアから追手がやってくることはなかったわ。でも油断してはだめ。このことは私たちやバイロイド以外の人間には決して知られてはいけないわ』

　アウラとルギは予言を信じていなかったが、フラウゼアのやり口を知っているだけに、いつかルティアが神しん殿でんに利用されるのではないかと恐おそれていた。

『本当は僕ぼくたちはお前にこのことを一生告げないでおこうと思っていた。けれど、この村でも流は行やり病やまいに倒たおれる者が増えてきている。もし僕らに万が一のことがあれば、何も知らないままあの予言がもたらす災さい難なんに直面することになるかもしれない。そう考えると今、伝えておくべきだと思ったんだ。いいか、ルティア。決してフラウゼアに関わってはいけないよ』

　おそらくルギたちは命を失う覚かく悟ごをしていたのだろう。だからルティアに予言のことを告げて忠ちゆう告こくしたのだ。

　当時十歳だったルティアは、正直言ってよく理解できていなかった。いや、理解できなかったのではなく、本当のことだとは思えなかったのだ。

　一いつ介かいの農家の養女が「お前は魔王の復活の鍵を握る」などと言われて、どこに納なつ得とくできる要素があるだろう。両親の話ではルティアはフラウゼア王家の血を継ついでいるらしいが、それを差し引いても水の勇者の封ふう印いんを解く鍵が自分にあるとは思えない。

　魔王や勇者は当時のルティアには遠いおとぎ話のようなもので、現実味がなかった。けれど皮肉なことに、その二年後にエクセルティーアの記き憶おくを思い出したことで、この予言は違う意味をルティアにもたらした。

　聖せい剣けんとしての記憶を取り戻したことで、出生も、自分が養女であることも気にならなくなったのだ。

　その一方で、もう予言をインチキであると断言できなくなってしまった。エクセルティーアにとっては、魔ま属ぞくや魔王があまりに身近なものだったからだ。

　魔王を倒し瘴しよう気きを浄じよう化かするはずのエクセルティーアが、なぜ魔王の復活の鍵を握るのかは不明だが、まったく無関係ではないために、いつかどこかで予言が現実となって自分に降りかかってくるのではないかという予感はしていた。

　──でもまさか、こんな形で降りかかってくるとは思わなかったわ。予言のせいでアシュに殺されるかもしれないなんて……！

「は？　『魔王復活の鍵を握る』？　ばかばかしい。そんな予言、信じる方がどうかしている」

　鼻で笑った声が聞こえた。アシュアルドがまったく歯し牙がにかけないことに、ルティアは思わず安あん堵どする。

「フラウゼアの予言の大部分が、その場しのぎで適当に言いつくろった戯ざれ言ごとだ」

　神官たちがくだす予言とは、ギルドや魔ま術じゆつ師したちの間で「未み来らい視し」と呼ばれる予知能力のことを指す。文字通り未来に起こりうる出来事を読み取る力で、神しん聖せい魔ま法ほうや魔術ではなく、ましてや魔ま力りよくでもない、生まれ持った特とく殊しゆな素質が必要だった。そのため「未来視」ができる人間は非常に少ない。

　フラウゼアはその希少な素質を持っていると思われる子どもを国内や諸外国から集めて神官として養育しているが、その特殊能力は目に見えないだけに開花するとは限らない。たとえ能力が開花したとしても、「未来視」は非常に不安定な力で、いつも発動できるわけではなく、制せい御ぎよ不可能な能力なのだ。

　けれど、巡じゆん礼れい者しやや諸外国より予言を求めてやってくる諸しよ侯こうたちから莫ばく大だいな寄付金を得るため、予言は安定してくだされなければならない。その結果起きたのが、予言のねつ造だった。

「十八年前、国の威い信しんがかかった場で、まともに予言できる奴やつはいなかった。あの時あの場には十人以上の神官がいたのに。魔王云うん々ぬんも適当にでっちあげたものだろう。ジェロイスだってそれは分かっているはずだ」

　苛いら立だたしげなアシュアルドの声に応えるように、ディルナーの冷静な声がルティアの耳に届く。

「もちろん俺だってそう思うし、ジェロイスだって分かっている。だがここで問題なのは、予言の真しん偽ぎよりも、この予言をフラウゼアが利用するつもりでいるということだ。実際にギルドの報告だとフラウゼアの神殿内で色々と不ふ穏おんな動きが見られるらしい」

「予言を利用？」

「ジェロイスが言うには、人々の不安を煽あおった上で、『魔王復活の鍵を握る』と予言された娘むすめを捕つかまえて、自分たちのおかげで魔王復活を阻そ止しすることができたと触ふれ回まわるつもりなんじゃないかと。十八年前の魔王の予言の件で、フラウゼアはだいぶ落ち目になっているからな。自分たちの予言のおかげで世界が救われたということを世界中に示して復ふつ権けんしたいんだろう。でっちあげだと糾きゆう弾だんされたとしても、魔王の復活を阻止したというその真偽を誰が明らかにできる？」

　ディルナーの言葉にルティアは唇くちびるを嚙かんだ。

　彼の言う通りだ。たとえ今「魔王の復活の鍵を握る」というルティアを殺して世界を救ったとフラウゼアが言いだしたとしても、その真偽を確かめる術はないのだ。現に魔王は復活していないのだから。フラウゼアが偽いつわりを言っていたと証明されるのは、実際に魔王が復活してしまった時だろう。だが、適当な娘をみつくろって予言の少女に仕立て上げず本物を捜さがすからには、予言を信じているのかもしれない。

「陛へい下かもジェロイスも、フラウゼアが予言を利用することを何とか阻止したいと考えている。それには、フラウゼアよりも早くその予言の少女を見つけて身み柄がらを確保する必要があるというわけだ」

「存在するかどうかも分からない予言の娘を捜せというのか」

　なおもアシュアルドの声は懐かい疑ぎ的てきだった。

「ところが、実際存在はするんだよ、その予言の娘は」

　ルティアの心しん臓ぞうがドキンと大きく鳴った。ディルナーの声にはどこか確信がこもっている。

「フラウゼアから書状を受け取ってすぐにジェロイスが調べたところ、確かにそう予言された女の子がいたらしい。十七年前にな。フラウゼアはその子どもの素す性じようをひた隠かくしにしているが、少し調べればすぐ分かる。その子はフラウゼアの王家……つまり、教きよう皇こう一族の血を引いているらしい」

「まさか、あの女教皇の……？」

「違う違う。あれほどお盛さかんだったのに、あの女教皇に子どもはいない。どうやら子どもができない体質のようだともっぱらの噂うわさだ。そうじゃなくて、あの女には妹がいただろう？　そう、十八年前、女教皇の魔の手から俺たちをそっと逃がしてくれたあの女性だ。あの後しばらくして子どもを産んだそうだ。父親は不明。第二皇こう女じよはどうあっても父親の名を言わなかったらしい」

　あげたままだった手を下ろして、ルティアは胸の前でそっと握にぎり締しめた。

『姉の無礼をどうかお許しください。次期教皇としての重圧の中、女の教皇はつなぎにすぎない、早く男児を産めと周囲から言われ続けて、姉は焦あせっているのです……』

　エクセルティーアの記憶の中に、頭を下げて謝罪する女性の姿すがたがあった。彼女──かつての第二皇女こそ、ルティアの産みの親であるということは、養父母から聞かされていた。

『この通路を行けば誰にも見つからずに宮きゆう殿でんの外に出ることができます。今のうちに逃げてください』

　彼女は姉皇女の陰かげに隠れて目立たない皇女だったけれど、とても芯しんが強くて凜りんとした女性だった。

『どうかご武運を、水の勇者様。この先にはおそらく困こん難なんが待ち受けていることでしょう。でも、必ずあなたの望みは叶かないます。私には分かるのです』

　穏おだやかな笑みを浮かべてアシュアルドたちの姿を見送る第二皇女の姿が脳のう裏りをよぎる。

　──私の、本当のお母さん……。

　この時の記憶があるから、ルティアは自分の出生について思い悩まずにすんでいるのだ。

　──だって、私は義理の両親から大切に育ててもらったし、本当のお母さんが私を愛してくれたことも分かっている。

　だから彼らのためにも、フラウゼアの予言のせいで死ぬわけにはいかないのだ。

「フラウゼアはああいう国だから、第二皇女が産んだ子どもの父親が不明でもたいして問題にならなかったようだ。問題はその後。教皇一族が生まれた時の慣習で、赤子の未来を占うらなうために予言がくだされた。それが例の予言だったってわけ」

　予言を口にしたのは、神殿内で当時一番「未来視」の力が強い神官だった。力の発動は不安定だったが、彼の予言は相当な確率で当たると言われていた。

「当然のことながら、この予言は当時かなり騒そう動どうになったようだぜ。何しろお前が魔王を封印して、氷の中に閉じ込められてからまだそれほど経たってなくて、フラウゼアは世界中から非ひ難なんされていた時期だったからな。幸いにも女の子は教皇の血を継いでいたからその場ですぐに殺されることはなかったものの、すぐに箝かん口こう令れいが敷しかれ、母親の第二皇女と一いつ緒しよに離り宮きゆうの一室に監かん禁きんされた。ところがある日、その第二皇女と子どもが、こつ然と離宮から姿を消したんだ」

「姿を消した？」

「どうやってか母子ともども逃げ出したらしい。もちろん、フラウゼアは必死に捜したものの──」

「見つからなかったわけか」

「そういうことだ。長年捜し続けていたらしいが、結局見つからず、そのうち母子は死んだものとされた。ところが最近になって、『予言の娘は生きている』と予言があった」

「また予言か……」

　うんざりという口調でアシュアルドが呟つぶやく。それを聞いてディルナーは笑った。

「気持ちは分かるさ。魔ま獣じゆうがあちこちで増えているこのタイミングだもんな。うさんくさいことこの上ない。まぁそういう理由で、年数も経ちフラウゼアだけで捜すのは困難だと判断した女教皇が、諸侯に協力を求める書しよ簡かんを送った──という流れだ」

「それで？　俺たちにその母子を捜せと？　まるで雲を摑つかむような話だな。アーロイ行きを延えん期きしてまでやることなのか？」

「捜すのは第二皇女じゃない。娘の方だけだ。母親に関してフラウゼアは言げん及きゆうしていない。そこがもうすでに怪あやしいんだよな。おそらくフラウゼアは母親の行方ゆくえをすでに知っているんだろう」

「じゃあ、第二皇女はもう……」

　アシュアルドの低い呟きにルティアはぎゅっと目をつぶった。

　これもアウラとルギから聞いてすでに知っていたことだ。

『もうすぐ夜に紛まぎれて姉の放った刺し客かくがここを訪おとずれるでしょう。私の命運はそこで尽つきます。それはもう分かっていたことです。でも、この子は違う、この子はこの先も生き続けなければならないのです。世界や水の勇者様のために。……だから、アウラ、この子を連れてこの国から逃げてください。大だい丈じよう夫ぶ、きっと逃げおおせることができます。だってこの子にはアールゼータ神のご加護がありますもの』

　そう言ってアウラに幼おさないルティアを託した第二皇女。何年も後になってバイロイドが密ひそかに調べたところ、彼女の亡なき骸がらは離宮から王都へ運ばれ、代々の教皇が眠ねむる墓の一角に密かに葬ほうむられたのだという。

「第二皇女は公おおやけには病死したことになっているが、おそらく……な。ただ、今さらフラウゼアが捜し始めたということは、第二皇女は娘だけはどこかへ逃がしていたのだろう。確かにそれだけじゃ雲を摑むような話だが、まったく何も手がかりがないままで、ジェロイスが俺たちを動かすはずはないだろう？　皇女が娘をどこに預けたかの見当がだいたいついているからこそ、俺たちに行けと言ったのさ」

　ディルナーの言葉に、ルティアはハッと目を開けた。

　──どこに預けたのか見当がついている？　まさか、ディルナーがこのヴォルドに来たのは……。

「ジェロイスは離宮を警けい護ごしていた監かん視しの兵も含めて、当時第二皇女と接せつ触しよくしたことのある人物の一いち覧らんを手に入れた。その中に見知った名前があって、ピンと来たそうだ」

　確信のこもったその声に、アシュアルドの怪け訝げんそうな声が続いた。

「ジェロイスの顔見知りがいたのか？」

「ああ、運がいいことにな。もちろん、フラウゼアだって当時から彼らが予言の娘を隠している可能性を考えて調査しただろう。ただ、その時には出てこなかった。……当然だ、だって彼らはまったくの第三者に頼たのんで予言の娘を他国の孤児院へ逃がしていたのだから。この第三者というのも、ジェロイスが、そして俺たちがよく見知っている人物だよ」

　ルティアは背せ筋すじがすっと冷たくなっていくのを感じた。

　間違いない。ディルナーは分かっている。だからこそこの家にやってきたのだ。妙みように警けい戒かいしていたのも、ルティアが「予言の娘」であることが分かっていたから──。

　──に、逃げなきゃ！　さもなければ、殺されるかもしれない……！

　そう思うのに、根っこでも生えたようにその場から足が動かなかった。

「一覧にあった名前とは？」

「第二皇女と赤あかん坊ぼうの世話係として雇やとわれていた中に、アウラ・ホワイトの名前があった。ルギ・ホワイトの奥おく方がただ」

「っ。まさか──」

　アシュアルドが息を吞のむ。ルティアはぎゅっと拳こぶしを握った。

　──ああ、アシュも悟さとってしまった。「予言の娘」が誰であるかを。

「アウラは第二皇女と赤ん坊がいなくなる直前、最後に会って会話を交かわした世話係だった。当然フラウゼアには疑われたし、釈しやく放ほうされた後もずっと監視がついていただろう。そしてアウラの夫のルギもギルドの冒険者だ。おそらく彼も監視されていたと思う。だから彼らはそれを逆手にとって、自分たちがフラウゼアの監視の目を引きつけている間に、赤ん坊を第三者に託して国外に逃がしてもらったんだ。そいつもギルドの冒険者だし、任務で国外に出ても怪しまれることはない」

「バイロイドか……」

　ため息交じりにアシュアルドがその名前を告げる。

「ああ。そうだ。調べてみたら皇女と赤ん坊が行方不明になったのとほぼ同じ頃、バイロイドはギルドの任務でフラウゼアから離れてロンダール国を訪れている。そこで彼はその赤ん坊を孤こ児じ院いんに預けた。一方、ルギとアウラはしばらくの後、監視の目が緩ゆるんだのを見計らってギルドの冒険者を辞やめてロンダールに移住した。やがて、彼らは子どもができなかったのを理由に、孤児院からある女児を引き取って養女として育てることにした」

「もういい。それ以上は必要ない。ディルナー」

　少しだけ声を荒あららげてアシュアルドが口を挟はさむ。けれど、ディルナーはかまわず続けた。まるでアシュアルドに言い聞かせるように。

「アウラとルギは農業をやりながら、のびのびした環かん境きようで予言の娘を育てた。ところが、彼女が十歳の時に流行り病のせいで二人は相次いで亡くなってしまった。一人になったその子を引き取ったのが、ルギの相あい棒ぼうだったバイロイドだ。バイロイドはちょうどその頃、このヴォルドに支部長として赴ふ任にんすることが決まっていた。彼はその娘を連れてこのヴォルドに……」

　いきなりバンッとテーブルを叩たたきつける音が響ひびいた。

「やめろ！」

　ルティアはアシュアルドらしくない激はげしい言葉にビクンと身体を震ふるわせた。同時に我われに返る。

　──逃げなきゃ……！　玄げん関かんを使うと彼らに分かってしまうから、裏うら口ぐちに回って……。

　踵きびすを返して扉とびらから離れようとしていたルティアの耳に、アシュアルドの声が響く。

「予言の娘が彼女ならなおさらだ。放っておいてやれ。あの子の生活をかき乱みだすようなことは俺にはできないし、ディルナー、お前にだってさせない」

　思わずルティアの足が止まった。

　──アシュ……！

「おいおい、お前は何か勘かん違ちがいしているぞ。俺たちが動かなくても他国が、そして最悪の場合フラウゼアが彼女を見つけて捕まえるだろう。そうしたらどうなると思う？　それにもし、魔王の封印が解けてしまうような事態になれば、困るのはお前だろう」

「ディルナー、お前だって予言など信じていないくせに」

「信じてはいないさ。けれど、完全に否定もできないんだ。フラウゼアの神官の中には本当に『未来視』ができる者もいるからな。だからこそ十八年前、俺もお前もジェロイスもフレイアも、あの予言を完全に否定できずに信じる道を選んだんだ。違うか？　あの時俺たちは予言を信じて、別の可能性を考えなかった。あの時と同じだ。真逆だがな。今回は真っ向から否定して、お前は予言が本当だった場合のことは考えてないだろう？　それではあの時の失敗をまた繰くり返かえすことになるだけだ。今度こそ完全にエクセルティーアを失うことになるぞ？」

　──え……!?

　ルティアは振り返って台所へと続く扉を凝ぎよう視しする。

「それは……」

　苦しそうなアシュアルドの声が中から聞こえた。

「魔王の封印が解けるということは、唯ゆい一いつこの世に残ったエクセルティーアの力も消えるということだ。お前や緑の勇者の力ではなく、エクセルティーアの欠片かけらに残っていた力こそが、真しんに魔王を封印しているのだからな」

　くらっと足元が揺ゆれた。今何かとても大事なことを聞いたような気がする。

　──エクセルティーアが魔王を封印している？　欠片に残った力？

　欠片という言葉を聞いて思い出すのは、折れたエクセルティーアの剣身だった。水アのク石アがついた柄つかと剣身の半分はアシュアルドの手にある。

　……では、あの半分に折れた剣の切っ先は、今どこに？

　その答えが、ディルナーが今言った言葉なのだとすぐに気づく。

　──そうだ……昨夜アシュアルドだって言っていたじゃないの。魔王には三重の封印がかかっているって。

　一つはアシュアルドの氷の封印。二つ目が大地の剣セルヴィアースの使い手である緑の勇者の力を使った封印。そして残るもう一つは、アシュアルドは言わなかった水の聖剣エクセルティーアの欠片を使った封印だろう。

　三つの力を使って魔王は封印されている。そしてディルナーの言葉を信じるならば、エクセルティーアの封印がもっとも重要な役やく割わりを果たしているという。

　──では、あの『魔王復活の鍵を握る』という予言は……。

「……分かった。彼女の身を確保しよう。……話はそれからだ」

　苦く渋じゆうに満ちたアシュアルドの声がルティアの耳に響いた。

　ルティアはその声を背に、ようやく裏口に向かって廊ろう下かを歩き始めた。音を立てないように。

　今は考えたり嘆なげいたりしている時間はない。もし想像が当たっていたら、おそらくルティアが死ぬと同時に封印は解けてしまうだろう。

　──そうなったら悲ひ劇げきだ。

　裏口にたどり着くと、ルティアはそっと閂かんぬきを外して木の戸を押しあける。

　逃げる宛あてがあるわけではなかったが、ひとまずギルドに行ってバイロイドを頼たよろうと思った。けれど、戸を開けた瞬しゆん間かん、扉の向こうにあった顔に思わず「ヒッ」と悲鳴をあげる。台所でアシュアルドと話をしているはずのディルナーが、目の前に立っていた。

「こんなところからどこに行くつもりなのかな、お嬢さん」

　にこにこと笑いながらディルナーはルティアを見おろす。

「ど、どうして……」

「君が話を聞いていたのは知っていたよ。気配を消すのが下手なようだね、君は」

「う……」

「それに、それほど得意じゃないが、俺だって一応魔術を使えるんだぜ？」

　ディルナーは言うなり、空に向かって素早く陣じんを描えがく。その指の動きを光が追い、瞬またたく間まに空中には淡あわく光る円えん陣じんが出来上がった。

　魔術師が使う無属性の魔術だ。

　自然の力を使って行う魔術は詠えい唱しよう、もしくは無詠唱で発動させるが、無属性の魔術はこうして術に即そくした陣を空中に描くことによって発動させるのだ。

　ルティアは魔術を使うことはできないが、基本的な知識はエクセルティーアの記憶の中に残っているため、目の前で展開されている術が何であるか理解できた。

　彼が放ったのは転移の術だ。

　──やばい……！

　術が及ぶ範はん囲い内から逃のがれようと裏口の扉を閉めたルティアだったが、少し遅かったようだ。空中の円陣が強い光を発して移動の術が発動する。

　眩まぶしさのあまり目を閉じたルティアは、次の瞬間周囲の空気が変化したのが分かった。恐る恐る目を開けてみると、見慣れた部屋の中にいて、目の前にはアシュアルドの姿があった。

　ディルナーが転移の魔術を使ってルティアと自分の姿を台所に瞬しゆん時じに移動させたのだ。力ずくで引っ張っても台所に連れ戻せただろうが、抵てい抗こうしても無む駄だだと分からせるために魔術を使ったのだろう。

「さて、何か言うことあるかい、お嬢さん？」

　ルティアはディルナーを睨にらみつけてからアシュアルドに視し線せんを移す。彼の表情はまるでそぎ落とされたように消えていて、ギルドで再会した時のような無表情に戻っていた。

　──これから殺す相手に、情を抱かないためかしら？

「アシュアルドさん」

　呼びかけながら、ルティアはアシュアルドの瞳ひとみをじっと見上げて尋たずねる。

「私を、殺すんですか？」

　命の危き機きを前にして、ルティアは自分でも不思議なくらい冷静だった。……いや、冷静だったのではなくて、彼女は開き直っていたのだ。

　──どうせ、この二人を相手に私が逃げきるのは不可能だわ。でも大人しく殺されてなんてあげない。

　命をかけて自分を守ろうとしてくれた産みの母や、育ての親であるアウラとルギのために。そして、バイロイドのためにも最後の最後まで抵抗してやる。

　──薬が、カバンの中だけにあると思ったら大間違いよ。

　カバンを奪うばわれた時のために、直接服にしのばせてある薬がいくつかある。毒消しや血止めや化か膿のう止どめといったものから、幻げん覚かくを呼び起こして一時的に錯さく乱らんさせる薬や、ほんの少量で前後不覚になる薬などもあった。

　森の中で危険なのは獣やならず者だけではない。時として同じギルドの冒険者を相手にしなければならない時もあるのだ。女性というだけで襲おそいかかってくる輩やからもいるのだから。

　──まさかアシュ相手に使うことになるとは夢にも思わなかったけれど。

「私を、殺すんですか？」

　再び問いかけながら、アシュアルドを見つめる。感情のない水色の瞳と強い光を宿した青い瞳が交差した。

　やがて、アシュアルドは視線をそらし、ふぅっとため息をつきながら首を横に振った。

「いや、殺さない。……そうだろう？　ディルナー」

　アシュアルドは、テーブルに寄りかかって成り行きを見守っていたディルナーに鋭するどい視線を送った。その視線を受けて、ディルナーは笑いながら頷うなずく。

「もちろんさ。俺たちはお嬢ちゃんの身柄を確保したいだけで、殺すつもりなんてこれっぽっちもない」

　いつの間にかディルナーの呼び方が「お嬢さん」から「お嬢ちゃん」と馴なれ馴なれしいものに変わっていた。

「捕まえるか、もしくは殺すって言ったくせに」

　ルティアはディルナーを胡う乱ろん気げに見つめる。ディルナーは肩を竦すくめた。

「そう言ったのはジェロイスであって俺じゃない。殺せという話も、フラウゼアの手にお嬢ちゃんが落ちるくらいならって万一の話だ。フラウゼアの連中はまだお嬢ちゃんに気づいていないからそんな事態にはならない」

「……本当ですか？」

「本当、本当。そもそも俺たちはお嬢ちゃんを捕まえに来たというよりは、フラウゼアの連中に利用されないよう保護しに来たんだ。もしこの先フラウゼアの奴らが来ても、俺とアシュアルドが守ってやるよ」

　それでもまだ怪訝そうなルティアに、アシュアルドが取り成すような口調で言った。

「ディルナーは君が話を聞いていることに気づいていて、わざと殺すという言葉を出したんだ。たぶん、君が自分の予言についてどこまで知っているか分からなかったから、反応を見たかったんだろう」

「そういうこった」

「本当かなぁ？」

　……確かに、エクセルティーアの覚えているディルナーは、罪のない人を殺せるような人間ではないし、アシュアルドに対して追いつめるようなことを言う人物でもなかった。

「まぁ、とにかく二人とも座れよ。詳しいことを説明するから」

　ディルナーはテーブルを指さす。そこには先ほどルティアが淹いれた三人分のお茶がそのまま残っていた。

「……分かりました。ちゃんと話してくださいね」

　しぶしぶ腰を下ろすと、ルティアの隣となりにアシュアルドも腰かける。その手にはしっかりエクセルティーアが握られていた。一方、ルティアの向かいの席に座ったディルナーは、今度は躊ちゆう躇ちよすることなく目の前のカップを手に取り、お茶に口をつける。

　どうやらルティアに対して警戒することをやめたらしい。

「もうぬるくなっているので、淹れ直します……」

「いいって。冷めても旨うまいな、この茶は」

　立ち上がりかけたルティアを手で制して、ディルナーが顔をほころばせる。

「あ、ありがとうございます」

　褒ほめられて恥ずかしくなったルティアは、自分のカップに口をつけた。香こうばしい香かおりが鼻び腔こうをくすぐり、口の中に広がっていくと、やっと気持ちが落ち着いてきた。

　カップのお茶をすべて飲のみ干ほしたディルナーは、受け皿に戻してから口を開いた。

「それで、予言のことだが、今回陛下やジェロイスが……ああ、ジェロイスというのはこの国の魔術師長をやっている男だ。そのジェロイスがフラウゼアの要よう請せいに従したがって予言の娘を捜すことにしたのは、さっき言ったようにフラウゼアが予言を利用できないようにするためと、もう一つ理由があってな。フラウゼアの内情をこの機に探るためだ」

「フラウゼアの内情？　今さらか？」

　アシュアルドが眉まゆをあげる。ディルナーは頷いてから、おもむろに首を横に振った。

「いや、正確に言うとフラウゼアの神殿内で起こっていること、だな。ギルドのフラウゼア支部からの報告だと、この三、四年ばかりどうもきな臭くさいことになっているらしい」

「きな臭い？」

「四年前にフラウゼア神殿のトップだった大神官が亡くなり、次の大神官の座をめぐって激しい派は閥ばつ争いが起こったんだ。候こう補ほに挙がっていたのが、当時ナンバー２だった老神官。地位は盤ばん石じやくで、ギルドでもこの男が大神官になるものと予想していた。ところが、実際大神官の座についたのはまだ若いフェンダールという神官だった。しかもこの男、フラウゼアの神殿に入ってたった数年という経歴でな」

「フラウゼアではそんなに簡単に神官になれるものなんですか？」

　口を挟んだのはルティアだった。ルティアの知るアールゼータ神殿の神官とは、見習いから始めて長い修しゆ行ぎようを経ないとなれないものだった。魔王討とう伐ばつの旅に参加した神官のフレイアが、まだ若い身空でその地位に就つけたのは、強力な神聖魔法が扱あつかえたからだが、そのフレイアでも、幼い頃から神殿に仕えていた長い見習い期間がある。

「普通はなれないな。けれど、フラウゼア神殿は特殊で、予言ができる者ならたいして修行しないで神官になれるらしい。そのフェンダールという男はかなり強力な『未来視』の能力の持ち主だったそうで、あっという間に神官になって予言をくだしていたらしい。まぁそれだけで人脈がある老神官と、その支持勢力を押しのけることなどできるわけがないんだが、噂によると、女教皇の強力な後あと押おしがあったらしい」

「……ああ、なるほど。つまりそいつは女教皇の情人おとこだったわけだな」

　アシュアルドは呆あきれたような吐と息いきをついた。ディルナーはにやりと笑う。

「正解だ。女教皇は情人フエンダールを大神官に据すえると、老神官の一いつ派ぱの追い落としに着手した。どうやらあの女にとって老神官とその取とり巻まきは相当煙けむたい存在だったようだ。神殿内で大だい粛しゆく清せいが行われ、かなりの数の首が挿すげ替かえられることになったらしい。ただ、ここのところがギルドが探りを入れてもはっきりしないところなんだが、ちょうどその頃からフラウゼアの神殿はギルドと距きよ離りを置くようになり、今では緊きん張ちよう状態になってしまった。そのせいでなかなかあちらの内情がはっきりしないんだ」

「フラウゼアがギルドと緊張状態にあることは俺も聞いている。そのため、フラウゼアの王都にもギルド支部はあるけれど、不穏な空気を感じてか、登録する冒険者の数がだいぶ減っているらしい。よけいにフラウゼアの神殿への目が行き届かなくなって、ギルド本部もだいぶ苦く慮りよしているようだ」

　ルティアに聞かせるようにアシュアルドが補足した。ヴォルドから遠いため、ルティアはフラウゼアのギルドがそんなことになっているとはまったく知らなかった。

「そんなことがあったんですね……」

　おそらく支部長であるバイロイドは知っていたに違いない。けれど、ルティアにフラウゼアとは関わって欲ほしくないと考えている彼はあえて言わないでいたのだろう。

「フラウゼアの軍隊は人数も少なく弱いと聞く。今まであの国が他国や魔属に蹂じゆう躙りんされずにすんでいるのはギルドの存在が大きい。そのギルドと距離を置くとは、フラウゼアは一体何を考えているんだろうな？」

　まるで独り言のように呟いたアシュアルドの言葉に、ディルナーは首を横に振ふって肩を竦めた。

「さぁな。あの女教皇の考えていることだからろくなことじゃないのは確かだ。俺がきな臭いと言った意味がこれで分かっただろう？　今フラウゼアに他国の軍隊や魔人が現れたらひとたまりもない。周辺諸しよ国こくの安定のために、それでは困るんだ。フラウゼアの内情がどうなっているのか探って、原因を取り除かなければならない」

「はい。……でもそれが私や予言と何の関係が……？」

　首を傾げながらルティアは尋ねる。フラウゼアの現状は分かったが、それがルティアの予言とどう関係しているのかよく分からなかった。

「簡単だ。『魔王復活の鍵を握る』と予言されている娘のことは、なかなか内情を探らせないフラウゼアが自らさらけ出した突とつ破ぱ口こうなんだ。あんなふうに諸外国に書状を送るくらい、フラウゼアにとってはお嬢ちゃんを捜し出すことが重要なんだ。そのお嬢ちゃんを予言の娘としてフラウゼアに連れて行けば、女教皇だけでなく事の発ほつ端たんであるフェンダール大神官も引っ張り出すことができるだろう。ジェロイスはそう考えている」

「ちょっと待て」

　アシュアルドがディルナーの言葉を遮さえぎる。

「つまり、ルティアをフラウゼアに連れて行こうというのか？　敵の真っただ中へ？　それは危険すぎる」

「だが、そうでもしないといつまで経ってもお嬢ちゃんは狙ねらわれ続けるぞ。あいつらだって馬ば鹿かじゃない。そのうちお嬢ちゃんの身元に気づくだろう。今はまだ俺たちが守ってやれるが、その先は？　一生ロンダールの城に軟なん禁きん状態で守られ続けるか？　そんなのお嬢ちゃんだってごめんだろうさ」

　ディルナーはルティアに視線を移すと、その緑色の瞳で射い抜ぬくように見つめた。

「お嬢ちゃん。選んでくれ。俺たちと一緒にフラウゼアに行き、決着をつけるか。それとも一生怯おびえながら追っ手から逃げ続けるかを」

「……それってほとんど選せん択たく肢しないんじゃ……」

　渋しぶい顔になってしまうのも仕方ないだろう。彼は選べというが、今までの会話の流れから一択しかないも同然なのだから。

　そしてルティアもまた、結局はその選択肢しか選ばないだろう。

　ルティアは椅い子すに座ったまま居住まいを正して、ディルナーをまっすぐ見返した。

「分かりました。この『予言の娘』という立場にはもういい加減に飽あき飽あきしているんです。行きましょう、フラウゼアへ。決着をつけに」

　にっこりとディルナーは笑った。

「ありがとう、お嬢ちゃん。さっき諦あきらめることなく睨みつけてきたお嬢ちゃんならきっとそう言うと思っていた。……おい、アシュアルド。いつまでも渋い顔をしてるんじゃねえよ」

　顔を顰しかめているアシュアルドにディルナーは厳しい口調で言った。

「お嬢ちゃんだって腹をくくったんだ。お前もいい加減に腹を決めろ。いつまでも隠れていられるもんじゃないだろう」

「……分かっている」

　ふぅーと息を吐はくと、アシュアルドは頷いた。

　そのやりとりの意味が分からず首を傾かしげているルティアに、表情を緩めたディルナーが説明をする。

「さっき俺が予言について、『魔王の復活を阻止したというその真偽を誰が明らかにできる？』と言ったよな？　あの時はああ言ったものの、実は真偽を明らかにできる人間がたった一人だけ存在するんだ」

「……あっ……」

　それが誰か思い当たって、ルティアは隣にいるアシュアルドに視線を向けた。

　魔王を封印した水の勇者。この世にたった一人だけ、ルティアの予言を否定し、魔王の封印が解けていないことを明らかにできる人物──。

「そうだ。アシュアルドだ。お嬢ちゃんが封印を解く鍵ではないことを唯一証明できるのが、こいつだ。つまり、お嬢ちゃんとアシュアルドはセットでフラウゼアに行く必要がある。もちろんその証明には水の勇者の存在を公おおやけにする必要があるが……五年間も隠れていればもう十分だろう」

「エクセルティーアを失った俺はもう勇者じゃないが……」

　アシュアルドはポツリと呟いたものの、その表情は昨夜に比べたらずいぶんすっきりしていた。

「ルティアを守る義務がある。君が行くと言うのなら、俺も行くよ。……水の勇者アシュアルドとして」

「よし決まりだ」

　パチンと指を鳴らしながらディルナーは明るく笑った。ルティアは思わず胡乱気にディルナーを見る。

　──何だか、結局この人の思い通りになっているなぁ。

　そんなルティアを余よ所そに、ディルナーは立ち上がって言った。

「それじゃあ、ギルドに向かうとするか」

「あ、ギルドに報告……！」

　大事なことを思い出して、ルティアは慌あわてて椅子から立ち上がると、台所の作業台の上に放置したままにしていたカバンを取りに行った。

「父さん、きっと心配している。早く行って報告しないと！　アルドさん、すぐに行きま──」

　カバンを手にアシュアルドの方を振り返ったとたん、ルティアはぎょっと目を剝むいた。

　なぜならアシュアルドがエクセルティーアを大事そうに胸に抱かかえ、剣の柄に埋うまった青い石に愛おしそうに唇を押し当てていたからだ。

　──んぎゃああ！
















　背筋を何かが這はい上あがっていくのを感じてルティアは心の中で喚わめいた。

　これはヤバい。何がヤバいって絵え面づらがヤバい。剣に向かってまるで恋人のようにキスする姿は変態にしか見えなかった。……美形なのに！　残念すぎる！

　ルティアはディルナーにササッと近づき、小声で尋ねた。

「さっき言っていたのはこれのことですよね？　思いっきりヤバい図になってますけどっ」

　ディルナーは苦く笑しようを浮かべながら頷き、同じく小声で答えた。

「な？　だから言っただろう？　病気だって」

「ドン引きですよ……。聖剣といえど、無機物相手にキ、キスとかっ」

「俺もあいつの将しよう来らいが不安だ。あいつ、あんな目で人間の女性を見たことなんて一度もないんだぞ。男としてどうかと思う」

「……激しく同感」

　思えば、アシュアルドは十八年前も年頃だったはずなのに、女性に一いつ切さい興味を示さなかった。魔王を討伐する使命があるからだとばかり思っていたが、もしかしてあの頃から偏へん愛あいの気けがあったのかもしれない。

　──何とか更こう生せいさせたいけど、どうしたものか……。

　眉を寄せてそんなことを考えていると、ディルナーが何気なく言った言葉がルティアの脳のう天てんを直ちよく撃げきした。




「エクセルティーアが人間にでもならない限り、あいつは結婚できねぇだろうなぁ……」




　──エクセルティーアが人間になった姿、それすなわち私のことですよね！　そうですよね！

「私にも選ぶ権けん利りというものが……」

　思わず呟いてしまった自分は悪くない──ルティアはそう思った。
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「あらあら、ルティアったら、両手に花ならぬ両手に美形とか、街の女の子たちに恨うらまれても知らないわよ」

　ギルドの建物に入ったルティアの両りよう脇わきを意味ありげに見つめながら、ルルが揶や揄ゆするように笑った。

「もう遅いわ……」

　力なく呟くルティアの両脇をアシュアルドとディルナーがそれぞれ固めている。

　片方は端たん正せいな顔立ちの青年、もう片方は少し歳としはいっているが精せい悍かんな顔つきの男性と、目立って仕方ない存在を連れて歩いているのだから、間に挟まれているルティアが注目を浴びないわけがない。

　──ここまで来るのに、何人の女性に睨まれたことか……！

　けれど、ルティアを警護するためと称しようして二人とも少しも離れてくれなかった。

「ルル、父さん……支部長は？」

「支部長なら支部長室だと思うわ」

「分かった。ちょっと報告しに行ってくるわ」

「西の森の件ね。さっき回かい収しゆう班はんから連れん絡らくが入って、無事に魔人の遺い体たいやロングウォルフの遺体も回収できたらしいわ。持ち帰り次し第だい、ギルド本部の研究室に送られることになるみたいよ」

「そう。何事もなく回収できてよかった」

　ルティアはホッと安堵の息をつくと、建物の上の階にあるバイロイドの部屋に向かった。

「父さん、遅くなってごめんなさい。ルティアです」

　扉をノックして部屋に入ると、バイロイドのホッとしたような顔に迎えられた。

「ルティア！　なかなか報告に来ないから何かあったのかと心配したぞ」

「アルドさんの服が返り血で汚れていたから、ひとまず家に帰って着替えてもらっていたの」

「そうか。アルド、ご苦労様だっ……」

　バイロイドの視線がルティア、アシュアルドの順に向かい、それから最後に部屋に入ってきたディルナーに目を留とめたとたん険しくなった。

「おい、なんだってお前がいるんだ。予言のことなんか知らない、俺の娘に近づくなって言ったろうが！　さっさと出ていけ！」

　えらい剣けん幕まくで怒ど鳴なりつけるバイロイドを無む視しし、ディルナーはルティアに笑いかけた。

「お嬢ちゃんの予言について、まずバイロイドに聞こうと思って会いに来たんだが、このおっさん、えらい剣幕で怒おこり始めてさ。あげくの果てに、人をギルドから叩き出したんだぜ。ひどいと思わないか？」

「は、はぁ……」

「だからなぜ、お前がルティアといるんだ！　さっさとこの建物から出ていけ！」

「あ、そうだ。バイロイド」

　ディルナーは青あお筋すじを立てているバイロイドに片目をつぶってみせる。完全に楽しんでいる顔だ。

「お嬢ちゃんはジェロイスがこのヴォルドに到とう着ちやくしたらすぐ、俺たちと一緒にフラウゼアに向かう予定だから。もちろん、本人も了りよう承しよう済ずみだ」

「なっ……！　そんなこと許せるか！」

「おいおい、束そく縛ばくはよくないぜ、おっさん。だいたいあんた、お嬢ちゃんに近づく男全員に『娘に近づきたければ俺を倒してからにするんだな』と脅おどしているらしいじゃないか。かわいそうにな、お嬢ちゃん、完全に嫁いき遅れになるぜ。……あ、けど俺とアルドはおっさんより強いから……よかったな、お嬢ちゃん、嫁き遅れにならずにすむじゃないか」

「ふ・ざ・け・る・な！　誰がお前なんぞに嫁にやるものか！」

「それを決めるのはおっさんじゃなくて、お嬢ちゃん本人だろ？」

「絶対に、貴き様さまにだけはやらん！」

　一方的な怒鳴り声が響く中、横でアシュアルドが「馬鹿か……」と呟きながら額に手を当てていた。

「これからバイロイドにフラウゼア行きの許可をもらわなければならないのに、怒らせてどうするんだ……」

　激しく同感しながら、ルティアは天てん井じように向かって「はぁ」と息を吐くと、怒いかりで真っ赤に顔を染そめた養ち父ちをどうやって説得するか、思案に暮れるのだった。
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「ええい、まだ予言の娘は見つからぬのか、この無む能のうどもめが！」

　創そう造ぞう主しゆアールゼータ神のレリーフがある謁えつ見けんの間まで、玉ぎよく座ざに座った女おんな教きよう皇こうが今日も臣下たちを叱しつ責せきしている。その甲かん高だかい声が響ひびき渡わたる中、脇わきに控ひかえていた大神官フェンダールは、神官服を身に着けた配下の報告を受けていた。

「なるほど。ここ数日、エンゲルドからの連れん絡らくがないと思っていたら、すでにギルドの冒ぼう険けん者しやに倒たおされていたわけですね。隠おん密みつ行動を取るくらいしか能がなかった者とはいえ、曲がりなりにも魔ま人じんを無む傷きずで倒すとは。予想通り、水の勇者はギルドに潜ひそんでいたようですね」

「はい。エンゲルドを倒したというＳ級冒険者の外見の特とく徴ちようから言って、水の勇者に間ま違ちがいないようです。……ただ、申し訳ありません。緑の勇者の所在の方は依い然ぜんとして摑つかめておりません」

　頭を下げる配下に、フェンダールは鷹おう揚ように頷うなずいた。

「水の勇者の居場所を特定できただけでも良しとしよう。それに、あの忌いま々いましい封ふう印いんさえ解ければ……いや、予言の娘さえ見つかれば緑の勇者の封印など恐おそるるに足らず」

「はい。フェンダール様。実はその水の勇者の近くに、予言の娘と思おぼしき娘がおります。十七年前第二皇こう女じよの周辺にいた者たちを追つい跡せき調査して、ようやく名前が挙がってきた娘です。水の勇者と一いつ緒しよに行動していることから見ても間違いないかと。うまくすれば水の勇者と予言の娘、同時に始末することができるでしょう」

「そうだな。引き続き監かん視しに当たれ」

「はい」

　頭を深く下げた配下だったが、そこでふと顔をあげて尋たずねた。

「エンゲルドの遺い体たいはどういたしますか？　ギルドの研究所を襲おそって回かい収しゆうしますか？」

　配下の問いかけに、フェンダールはその美しい貌かおに酷こく薄はくな笑みを浮かべた。

「放っておきなさい」

「はい。ではそのように」

　配下が音もなく姿を消すのと同時に、フェンダールは酷薄な笑みを消し、代わりに蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべると女教皇の玉座に近づいて耳元で囁ささやいた。

「教皇様。少々問題が生じました」

「問題じゃと？」

　眉まゆを寄せる女教皇に、フェンダールは深しん刻こくそうな、影かげのある表情を作った。

「ギルドの動きを探るためにエンゲルドという下位の神官を送り込んでいたのですが、数日前に遺体で発見さました」

「何じゃと!?」

「おそらくはギルドの冒険者の仕業です。その上、ギルドはエンゲルドの件で調査団をフラウゼアに送ると通告してきました。これは我われらに対する挑ちよう戦せんかと。教皇様、いかがいたしましょう？」

　女教皇はギリッと唇くちびるを嚙かんだ。

「おのれ、ギルドめ！　たかが一組織のくせに、我らを見下しおって！　あやつらは昔からそうじゃった。守ってやっているんだと言わんばかりに偉そうに意見しおって！」

　玉座から立ち上がると、女教皇は居い並ならぶ臣下に向かって命めいじた。

「即そつ刻こくギルドの支部を封ふう鎖さし、奴やつらをこの国から追い出せ！」

「は、はい！」

　臣下たちが慌あわただしく謁見の間を出ていくのを玉座の後ろから見守りながら、フェンダールは嫣えん然ぜんとした笑みを浮かべた。

「さぁ、水の勇者、予言の娘よ。フラウゼアという国を使った遊びにご招待しますよ」




　その呟つぶやきを耳にしたのは、人ならざる者だけだった。
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　ルティアとアシュアルドが西の森からヴォルドの街に帰ってきて三日後。

　ギルドに呼ばれ、アシュアルドとディルナーを伴ともなってバイロイドの部屋を訪れたルティアは、そこで見知った人物に迎えられた。

「君が『魔ま王おう復活の鍵かぎを握にぎる』と予言された子か。僕はジェロイス・シャルネ。ロンダールの魔ま術じゆつ師し長ちようをやっています。初めまして」

　差し出された手を握り返しながら、ルティアはぎこちなく挨あい拶さつをする。

「は、初めまして。ルティア・ホワイトです」

　初めましてと返したが、もちろんルティアは彼のことをよく知っていた。

　ジェロイス・シャルネ。かつてアシュアルドと共に魔王討とう伐ばつの旅に赴おもむいた魔術師だ。

　長い銀ぎん髪ぱつに紫むらさき色いろの瞳ひとみという珍めずらしい色を取り合わせ、当時も今も端たん正せいな顔立ちを覆おおい隠かくすように眼鏡めがねをかけている。十三年間氷の中で魔王と一緒に封印されて時を止めていたアシュアルドとは違い、きちんと十八年分歳としを重ねているようだが、外見が若々しいため、二十代後半と言われても十分通じるだろう。

「フラウゼアに見つかる前に君を捜さがし出だせてよかった。これで色々と手間が省けます」

　ジェロイスは柔やわらかい表情を浮かべて微笑ほほえむ。誰だれもが騙だまされる笑顔だ。

　──調子いいこと言っているけど、分かっていますよ。私が協力するのを拒きよ否ひしていたら、フラウゼアに利用される前に消すつもりだったのでしょう？

　そんな思いを笑顔に隠してルティアもにっこりと笑い返した。

　エクセルティーアの記き憶おくの中でも、一ひと筋すじ縄なわでいかないのがこのジェロイスだった。何しろにこにこと笑顔を浮かべながら毒どく舌ぜつと嫌いや味みを口にして、相手をやりこめるのを旅の間に何度も見たのだから。

　ジェロイスはルティアの手を放しながら興味深げに言う。

「驚おどろいたな。今触ふれてみて、君にはかなり魔ま力りよくがあるのを感じました。初めてだけど、どこか知っている魔力に似ているような……」

　それはおそらくエクセルティーアだろう。人間と無機物の違いなのか、聖剣だった時と今のルティアの魔力の質は少しだけ異ことなっている。例えるならワインに別の種類の酒をほんの少し混ぜることによって、風味が変わるようなものだ。ルティアの魔力はエクセルティーアが持っていた魔力に近い性質を持っているけれど、同じ魔力ではないのだ。

　──まったく同じだったら、アシュはとっくに私がエクセルティーアであることに気づいていただろうし。

「ジェロイス、頼たのまれていた薬草」

　アシュアルドが手にしていた筒つつをジェロイスに手渡す。ジェロイスは中身を確かめると嬉うれしそうに笑った。作り笑いではなく、本物の笑顔だ。

「ありがとうございます、アシュアルド。これでフレイアも楽になるでしょう」

　魔力が高い者同士の夫ふう婦ふだと子どもはできにくいと聞く。元神官のフレイアは神しん聖せい魔ま法ほうが得意なだけあって、保有する魔力も高い。今フレイアのお腹なかの中にいる子どもは、彼らにとってやっと授さずかった子どもなのだ。

「もっとも、この薬を渡すのは、フラウゼアの件が終わってからになりそうです」

　言いながら薬草の入った筒を懐ふところにしまうと、ジェロイスはアシュアルド、ディルナー、それにルティアと順に見回して口を開いた。

「では、本題に入りましょうか。あれから少し探りを入れたのですが、どうも今回の件は、フラウゼアが予言を利用して失地回復を狙ねらったものではなさそうですよ」

「どういうことだ？」

　ディルナーは不思議そうに尋ねたが、アシュアルドには何か心当たりでもあるのだろう。少し考えた後、顔をあげてジェロイスを見返した。

「あの魔人のことか。フラウゼア神しん殿でんの神官服を着ていた」

「ええ、そうです。君が倒した魔人の名前はエンゲルド・テーラーといって、確かにフラウゼアで神官職にあった者でした。つまり──」

「神官が瘴しよう気きに寄生されたということか。本物の神官が。ったく、前ぜん代だい未み聞もんだな」

　短い金きん髪ぱつに手を入れて頭をガシガシ搔かきながらディルナーはぼやく。

「ええ、前代未聞ですよ。そのことと三、四年前から始まったフラウゼアの異い変へんが、何か関係しているのではないかと調査を見直してみたんですよ。そうしたら、どうも最悪な状じよう況きようになっているんじゃないかという結けつ論ろんに達しました。──つまり、フラウゼアの神殿は魔属、いえ、すでに魔人に乗っ取られているようです」

「フラウゼアが魔属に……!?」

　ルティアは息を吞のんだ。

　もしそれが本当なら大おお事ごとだ。フラウゼア神殿は、他国にある普ふ通つうの神殿とは違い、フラウゼアという国そのものでもあるからだ。

　──一国がすでに魔属によって落とされているとしたら……。

「確かにそれは最悪だな。……だが、そう考えるとあの国に起こっている異変も色々と頷けるものがある。ギルドと距きよ離りを置くようになったのも、魔属に乗っ取られているのを悟さとられないためか。冒険者はもちろん、フラウゼアのギルドで働く人間の大半は魔力持ちで、瘴気が見える。だから遠ざけるようになったわけか」

　ディルナーが顔を顰しかめながら言えば、アシュアルドも頷いて口を挟はさんだ。

「なるほど。四年前から始まった神殿内での粛しゆく清せいも、もしかしたら単なる権けん力りよく争いというだけでなく、それに乗じて魔力を持つ者たちを始末していったのかもしれないな」

「ええ。僕もそう思います。そして大神官の後こう継けい者しや問題に端たんを発ほつして異変が起きていることを考えると、おそらく今大神官の地位にあるフェンダール大神官か、もしくはその周辺の人間が瘴気に取り込まれた魔人である可能性が高いんです」

　そう言って次にジェロイスはルティアを見る。

「そして、フラウゼアが魔人に乗っ取られているならば、予言の娘を今になって必死に捜しているのも頷けます。奴らの目的はフラウゼアの失地回復なんかじゃない。目的はたった一つ──魔王の復活です」

　ルティアはぎゅっと拳こぶしを握った。『魔王復活の鍵を握る』と予言されたルティア。魔人がその予言を知ったならば、捜すのは当然のことだ。

「幸い、フラウゼアの連中より先に僕たちは予言の娘あなたを保護することができました。今ならまだ先さきんじることができます。明日さっそくフラウゼアに向けて出発しましょう。十八年ぶりに激はげしい戦いになりそうですから、心してくださいね」

　ジェロイスがそう言った時だった。ギルドの本部から連絡が入ったということで、ルティアたちと入れ替わるように部屋を出て行ったバイロイドが、大慌てで戻ってきたのだ。

「大変だぞ！　フラウゼアの兵士が王都にあるギルド支部の建物を包囲して、今すぐ国外へ退去するように命じているそうだ！」

「何ですって!?」

　このことにはさすがのジェロイスも驚いたようで、啞あ然ぜんとした顔を見せた。

「ギルドの連中は建物にこもって徹てつ底てい抗こう戦せんの構えを見せている。今のところにらみ合いが続いているそうだが、すぐに戦せん闘とうが始まってもおかしくない状況だそうだ」

「どうやら、先んじたのはあちらの方らしいな」

　ディルナーが舌打ちをして、ジェロイスを見る。

「どうする？」

「どうするもこうするもありませんよ」

　眼鏡の奥の目をスッと細めてジェロイスが告げた。

「みんな、今すぐ出立の準備をしてください。準備ができ次し第だい出発します。バイロイド、あなたはギルド本部に魔ま法ほう陣じんの使用許可をもらってください。行き先はフラウゼアのギルド支部です」

「分かった」

　バイロイドの返事を皮切りに、それぞれが慌ただしく出立の準備に入った。

　ルティアは一度家に戻ると、必要となるかもしれない薬を仕事部屋からかき集めてカバンに詰つめ込こんだ。物理的な武器はない。ルティアの武器は薬なのだ。

　準備を終えてギルドに戻ると、全員が支し度たくを調ととのえて集まっていた。

　アシュアルドは新調したマントを身に着け、腰こしに二本の剣を差している。そのうちの一本はエクセルティーアだ。いつもはエクセルティーアを背中に背負っているのだが、今回は誰の目にも分かるように、腰に差したのだという。

「今回はギルドのＳ級冒険者ではなくて、水の勇者として行くからな」

　部屋に入ってきたバイロイドが告げる。

「魔法陣の準備はできている。通常はギルド本部があるトゥマまで飛ぶためのものだが、本部に掛け合って、直接ヴォルドとフラウゼア支部の魔法陣まで飛べるように調整してもらった。フラウゼアの支部長にはお前たちが行くことは連絡済ずみだ。向こうは依然としてフラウゼア軍に囲まれているが、今のところまだ戦闘は始まっていないそうだ」

「分かりました。それでは出発しましょう」

　魔術師であることを示す白いローブを翻ひるがえしながらジェロイスが声をかける。

「ルティアを頼んだぞ」

　バイロイドは重々しい口調で言うと、今度はルティアの前に来て、その大きな手を娘の頭にのせた。

「と、父さん？」

　こんなふうに触れられるなんて、子どもの頃以来だった。

「許可は出したが、本当はお前にはフラウゼアに行って欲ほしくない」

　バイロイドは優しさと、どこか諦あきらめを含ふくんだような声で言った。

「でも、お前はアウラやルギに似て頑がん固こだからな。無理矢理俺のもとに留とどめることはできないだろう。……ったく、親なんて損な役回りだぜ」

　じわりとルティアの目が潤うるむ。

「父さん……」

「いいか、ルティア。必ず生きて戻ってこい。俺はここでお前の帰りを待っている」

　涙なみだが零こぼれそうになるのをぐっと唇を嚙んで堪こらえながら、ルティアは頷いた。

「……はい。予言に決着をつけて、絶対に、無事に戻ってきます」

「ああ、行って来い」

　ルティアの頭から手を下ろしたバイロイドは、すっと部屋の隅すみに下がっていく。

　今彼らがいるのは、支部長の許可がなければ入ることができない部屋だった。部屋の床ゆかには円と記号が複雑に組み合わさった模も様ようが一面に描えがかれている。

　これこそがギルドと支部を直接結ぶ、移動の魔法陣だ。

　術の始点と終点を固定し、陣の内部にいる人間を、何人でも安定して転送することができる。ギルドの誇ほこる技術の一つだ。

　バイロイドの足が円の外に一歩出たとたんに、魔法陣が光り始める。

　やがてその光はどんどん強くなり、円の中にいる四人の姿を真っ白に染そめ上あげる。一いつ瞬しゆんだけ、光がはじけるように部屋いっぱいに膨ふくらんだ。

　次の瞬しゆん間かん、光は急速に収しゆう束そくしていき、瞬またたく間まに部屋は元の姿を取り戻す。

　眩まぶしさに目を閉じていたバイロイドが目を開けてみると、そこにはもう誰もいなかった。







　一瞬のうちに移動したルティアたちが立っていたのは、また別の魔法陣の上だった。

　立っていた陣の模様が変わっていないので、一瞬ルティアは混こん乱らんしたが、先ほどまでいた部屋とは明らかに違う内ない装そうを見て、確かに移動したことが分かる。

　──ギルドの魔法陣を使うのは初めてだったけれど、空間を移動している感覚や衝しよう撃げきがまったくなかった。

　ただ眩しいと思って目を細めた次の瞬間には転移していたのだから、確かにすごい。

「着きましたね。外の様子はどうなっているんでしょうか」

　ジェロイスがそう呟くのと同時に扉とびらが開いて、どこかで見たことがある壮そう年ねんの男性が入ってくる。

　ルティアがエクセルティーアだった十八年前も今も、彼はギルドのフラウゼア支部長をしていた。

　支部長は男たちを見て皺しわの寄った目を懐なつかしそうに細める。

「久しぶりだな。また会うことができて嬉しいよ」

　それから彼はルティアに視し線せんを移して微笑んだ。

「そして君がルギの娘で、バイロイドの養い子か。あいつらに親ができるとは思わなかったけれど、立りつ派ぱに育ててきたんだな」

「初めまして、ルティア・ホワイトです。父たちがお世話になりました」

　ルティアは頭を下げて挨拶をする。以前フラウゼアのギルドに所属していたルギとバイロイドは、支部長である彼にさんざん世話になっていたのだ。

「これはこれは礼れい儀ぎ正ただしいしっかりとした娘さんだ」

　ふふふと笑う支部長にジェロイスが声をかける。

「お久しぶりです支部長。外の様子はどうですか？」

「膠こう着ちやく状態だよ。朝からずっとにらみ合いが続いている状況だ。あちらも包囲はしたものの、踏み込んでくる気配はない。まぁ、俺らの方が強いから当然なんだがな」

　魔法陣のある部屋を出ながら支部長は説明する。

　フラウゼアの兵士たちはギルドを取り囲んだまま打って出てくる様子はないが、それはギルド側も同じで、攻こう撃げきを受けない限り、先に手を出すなと本部から指示されている。つまり、両方とも相手が動きだすのを待っている状態なのだ。

「血気盛んな連中を抑おさえるのに苦労しているよ」

　そう言って支部長は苦く笑しようするが、喧けん嘩かっ早ぱやいＡ級やＢ級の冒険者たちを抑えていられるのは、彼の統とう率そつ力りよくのなせる業わざだろう。

　それに彼はフラウゼアの兵に包囲されたのを知るやいなや、ギルドの本部に連絡を取って建物内にいたＣ級以下の冒険者と事務方──非戦闘員を、魔法陣を使って本部に避ひ難なんさせた。そして外にいた冒険者たちに連絡を取り、ギルド周辺の住人を避難させたのだ。

「だから派は手でに戦っても被ひ害がいは最小限ですむんだが、いやはや、向こうから手を出してくるのを待つというのは案外キツイものだな」

　実力では敵かなわないと知っているフラウゼアの兵たちはなかなか手を出してこない。

「かといってこちらから攻撃すれば、奴らが俺たちを追い出すかっこうの理由になってしまうしな。長く続けばこちらが不利になる。どうしたもんか」

　受付付近では何人もの冒険者が苛いら立だたしげに外の様子を眺ながめて悪態をついていた。

「ちっ。腰抜けどもめ。包囲するだけかよ」

「くそ、踏み込んでくれりゃ、コテンパンに叩たたきのめしてやれるのにな」

　充じゆう満まんするピリピリとした空気に、ルティアは苦笑した。彼らを宥なだめて抑えておかなければならないとは、さぞ骨が折れる仕事だろう。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、すぐに状況は変わります」

　ジェロイスはにっこり笑うと、受付にいる冒険者全員に聞こえるように大きな声で言った。

「僕らが外に出て、兵らに教皇への謁見を願い出ます。僕らが宮きゆう殿でんに向かったら、薬を使って外にいる兵士たちを眠らせてください」

　ルティアはカバンから小さな巾きん着ちやくを五つほど取り出し、支部長に手渡した。

「私特製の超強力な眠り薬です。風の術を使って外の兵士に向かって撒まいてください。少し吸い込んだだけであっという間に眠ってくれますよ」

「兵士が眠ったら、彼らはそのまま放置して、Ｂ級の冒険者はギルドを守ってこのまま待機。Ａ級の冒険者たちはフラウゼア神殿に向かってください」

　ジェロイスが冒険者たちを見回してはっきりした口調で告げた。

「もう聞き及んでいることと思いますが、フラウゼア神殿はすでに魔属の手に落ちています。何も知らずに神殿に従じゆう事じしている者もいるでしょうけど、神官の一部や宮殿内で飼われている動物たちはすでに瘴気に食われて魔属化していると予想されます。皆さんにはこれらの討伐を頼みたいのです」

　部屋の中がしぃんと静まり返る。最初に口を開いたのは支部長だった。

「もちろんだ。魔属退治は我らギルドの仕事。俺たちがやらないで誰がやるというんだ？」

　支部長の力強い言葉に、冒険者たちは一いつ斉せいに雄おたけびをあげて拳を天に突つき上あげた。

「そうだ、俺たちの仕事は魔属退治だ。腰こし抜ぬけ兵士どもとのにらめっこじゃねぇ！」

「おうよ！　魔属は俺たちに任せろ！」

　盛もり上あがる冒険者たちを余よ所そに、アシュアルドは身に纏っていたマントを脱ぬぎ捨すてる。ディルナーも同様だ。いらぬ警けい戒かいをさせないために、ギルドに所属していると分かるものは置いていった方がいい。

　ちなみにジェロイスのローブはギルドとは無関係なのでそのままだ。

　ギルドの外へと向かう扉の前に立ったアシュアルドは、そっと手を伸ばしてエクセルティーアを撫なでた。

　十八年前もアシュアルドは、いざ戦闘が始まるという時にエクセルティーアに触れていた。おそらく、そうやって心の準備をしていたのだろう。

　──こういう仕草は自然で、とても無機物に執しゆう着ちやくするような変態とは思えないのだから、なんかズルいわよね。

　そんなことを考えながらルティアも、すぅっと深しん呼こ吸きゆうして背せ筋すじを伸ばした。

「行きますよ」

　そう言ってジェロイスが扉を開ける。外にいた兵士たちが、はじかれたように一斉に剣を向けたが、やがて、指し揮き官かんらしき中年の男性がハッとしたように前に出てきた。

　彼はジェロイス、ディルナー、そしてアシュアルドの顔を見つめ、腰に差しているエクセルティーアを見て震ふるえた。

「な、なんと、あなた方は、以前フラウゼアにいらした水の勇者様の……！」

　どうやら、指揮官は十八年前にフラウゼアを訪れたアシュアルドたちを覚えていたようだ。好都合だと思ったらしいジェロイスは穏おだやかな笑顔を浮かべて指揮官に言った。

「覚えていていただいて光栄です。おっしゃる通り、十八年前、魔王討伐の旅の途と中ちゆう、この国に寄らせていただきました。ちょうどよかった。今すぐ、教皇猊げい下かにお目通りを願います」

「え？　いや、しかし……」

「教皇猊下は会ってくれると思いますよ。何しろ僕たちは『魔王復活の鍵を握る』と予言された娘を見つけて連れてきたのですから」

　ジェロイスは予言の娘の両肩に手を置いて微笑む。指揮官は「え!?」と驚いたようにルティアを凝ぎよう視しした。

「な、なんとこの娘が……？」

　指揮官は慌てて近くにいた兵に、宮殿に今すぐ知らせに行くよう命じた。それから改めて向き直ると、ごほんと咳せき払ばらいをした。

「それでは僭せん越えつながら、私どもが宮殿までご案内いたしましょう」

　ギルドを囲んでいた兵士の一部を連れて、指揮官はルティアたちと共に宮殿に向かって歩き始めた。







　ルティアたちの姿が見えなくなると、ギルドの内部では慌ただしく人が動き始めた。

　窓が音もなくすっと開かれ、そこからふわりと見えない風が巻き起こる。ルティアの作った強力な眠り薬が風に乗り、ギルドを取り囲む兵士たちに見えない武器となって襲いかかった。

　一人、また一人とその場で眠りに落ちていく兵士たち。最後の一人が眠り込んだのが確かく認にんされると同時にギルドの扉が開かれ、何人もの冒険者が飛び出していった。







　一方、指揮官の先導でギルドから宮殿に向かったルティアは、道中で目に入る街の光景に啞然としていた。街は閑かん散さんとしていて人通りは少なく、開いている店もまばらで、とても王都の繁はん華か街がいには見えなかったのだ。住人と思しき人たちの表情もどことなく暗い。

「なんでこんなに人が少ないの……？」

　昔はこんなふうではなかった。通りには巡じゆん礼れい者しやが溢あふれかえり、国内外から商人も集まる、活気のある街だったのに。

　ルティアの疑問に答えたのはディルナーだった。

「十八年前、俺たちや諸しよ外がい国こくの賓ひん客かくの前でぶちあげた予言が外れていたことで悪評が広まり、寄付金や巡礼者の数がかなり減ったんだ。ここはフラウゼア神殿への寄付金や巡礼者たちが落とす金で潤うるおっていた国だから、一気に財政状況が悪化した。ただ、ここ十年くらいは少しずつ持ち直して巡礼者も戻ってきていたんだがなぁ……。三年くらい前から予言がさらにいい加減になってきて、かなり悲ひ惨さんな状況になってしまったらしい」

「三年前って、例の大神官の地位をめぐる大粛清の頃ですよね。もしかして、その粛清で『未み来らい視し』ができる神官が……」

　ディルナーは周囲を油断なく窺うかがいながら頷いた。

「おそらくな。まともに予言できる人間もその時に殺され、今残っているのは魔力の欠片かけらも持たない神官だけだろう」

「それでますます評判を落としていったのね」

「足元がそんなことになっているのに、相変わらずあの女教皇は閨ねやの中に情人を引っ張り込むことくらいしか能がなく、打つ手打つ手すべてが裏うら目めに出ているらしい」

「……ディルナー」

　ジェロイスが口元に指を押し当てる。フラウゼアの兵に聞こえるから慎つつしめと言いたいらしい。

「それにそういうことは本人がいないところで言っても意味がありません。あとで本人に面と向かって言ってやればいいんです」

　顏には笑顔が張りついていたが、よく見ると眼鏡の奥の目はまったく笑っていなかった。

「うわぁ、お前、もしかして怒いかり狂くるってるのか？」

　ディルナーが顔を引きつらせる。するとジェロイスはにっこり笑った。

「ふふ。怒ってないわけないでしょう？　僕はね、この国に対しては十八年前からとっくに怒り心頭なんですよ」

　──そういえば十八年前、魔王を目にした時、フラウゼアの予言を少しでも信じてしまったことにもっとも自責の念を抱いていたのがジェロイスだった。

　代だい償しようとしてエクセルティーアは折れ、アシュアルドは魔王を封印するために自分の身を犠ぎ牲せいにした。残された三人はどれほど己おのれを責めたことだろう。

　もしかしたら一番辛つらかったのは氷の中で眠っていたアシュアルドではなくて、彼らだったのかもしれない。

　──きっとアシュもそれを分かっているから、心を閉ざしても、彼らだけは突つっぱねることができないんだろうなぁ……。

　ルティアは自分のすぐ後ろを歩いているアシュアルドが気になって振り返った。

　いつも無口なアシュアルドが、今日はとりわけ口を閉ざしている。「水の勇者」として女教皇に会いに行くのがよほど不本意のようだ。

『エクセルティーアを失った俺はもう水の勇者じゃないのに』

　彼は何度もそう言っていた。もちろん、水の勇者と名乗って敵てき陣じんに行くのは、ルティアの予言を利用されないようにするためと、フラウゼア神殿に巣くう魔属を表に引っ張り出すためだが、割わり切きれるものではないだろう。

　──アシュが責任を感じる必要なんてないって、言ってあげられたらいいのに……。

　そう思ってアシュアルドの様子を窺うと、ふと頭をあげた彼と目が合った。

　──大丈夫？

　声に出さずに目で尋ねると、心配しているのが分かるのか、アシュアルドはほんの少しだけ表情を緩ゆるめ、大丈夫と言わんばかりに頷く。ルティアも頷き返すと微笑んだ。

　歩きながら二人の様子を横目で観察していたディルナーとジェロイスは、意味ありげに顔を見合わせる。

「けっこういい感じじゃねえか？」

「そうですね。アシュアルドが生身の女の子にあれだけ心を開くのは珍しいことです。これを機にまっとうな男子に戻って欲しいところですね。……でも、そのためには──」

「ああ、お嬢じようちゃんを損そこなうわけにはいかねえな」

「ええ」

　ジェロイスは真顔になると、視線をまっすぐ前に向けて決意溢れる口調で言った。

「ディルナー、今度こそは、必ず、誰一人欠けることなく戻りましょう」
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　フラウゼアの宮殿──王宮神殿は、文字通り王宮と神殿の機能を融ゆう合ごうさせた壮そう大だいで美しい建物だ。白い大理石を使って化け粧しようを施ほどこされた外観は、日の光に当たり、どの方角から見ても白はく亜あに輝かがやいている。

　ルティアたちは兵士に先導されて王宮神殿の正面の門から入った。

　──正門から入場ってことは一応、賓客扱あつかいなのね。

　諸外国の賓客を迎える王宮神殿の南側の正面は、王宮としての役やく割わりが高い。教皇やその傍そばに仕える者たちは主に王宮側で生活している。

　一方、予言を授かるために神殿にやってくる巡礼者が通るのを許されるのは、反対側にある裏門だけだ。裏門のある王宮神殿の北側は主に神殿としての役割を果たしていて、神官など神殿に仕える者たちは大部分が北側で生活している。

　正門を通るか裏門を通るかで、大きく扱いが変わるのもこのフラウゼアの王宮神殿の特性だった。

「教皇様は謁見の間でお待ちです」

　正面の玄げん関かんに入ると、侍じ従じゆうらしき男性数名がルティアたちを迎えた。今度は彼らに先導されて、謁見の間に向かう。廊ろう下かは賓客を迎えるためか、どこを見ても豪ごう華かな装そう飾しよくが施されていた。魔力を持たない普通の人間であったら、その豪華さや贅ぜい沢たくな造りに目を見張るだろう。

　けれど、ルティアたちの目を引いたのは、煌きらびやかな装飾ではなかった。

「こりゃ、ひでえ」

「まさかここまでとは……」

　ルティアの前を進むジェロイスとディルナーが顔を顰める。ルティアも廊下のあちこちを浮ふ遊ゆうする瘴気にげんなりしていた。

　これだけ瘴気が蔓まん延えんしている場所は、エクセルティーアの記憶でも数えるほどしかない。その数少ない場所はいずれも魔王の居きよ城じようだったのだから、ここがどれほど異い常じようかはおのずと知れるというものだ。

「うぇ、よく平気だなぁ……」

　おそらく魔力を持たないのだろう、先頭を行く侍従は気にする様子もない。

「王宮側がこれだけ瘴気まみれだということは、神殿の方はもっとひどいことになっているかもしれないな」

「ええ、これほどとは……。神殿側に向かうＡ級冒険者たちが心配です」

「Ｓ級冒険者も何人か手配するべきだったかもしれないな」

　小声で交かわされるジェロイスとディルナーの会話を聞きながら、ルティアも心配そうに眉を寄せた。

　人間はそう簡単に瘴気に取とり憑つかれたりはしないが、心身が弱ればそれだけ寄生されやすくなる。今のところ王宮側で魔属化した人間は見かけないが、神殿側ではすでに瘴気に取り込まれて、魔人になってしまった者がいるかもしれないのだ。

「大丈夫かな……」

　思わず呟くと、後ろにいたアシュアルドがスッとルティアの横に並んだ。

「俺たちにできるのは、一いつ刻こくも早くこの瘴気のもとを断たつことだ」

「そう、ですよね」

　ルティアが頷いたその時、大きな扉の間で侍従の足が止まった。謁見の間に着いたのだ。

「水の勇者様たちをお連れしました」

　侍従が声をはりあげると、大きな扉が内側から開いていく。

「さ、どうぞお入りください」

　侍従に促うながされ、ルティアたちは室内に足を踏ふみ入いれた。

　謁見の間は広く、今まで見てきた王宮の中でももっとも壮そう麗れいで豪華だった。白い壁には装飾と彫ちよう刻こくが飾かざられ、天てん井じようにはアールゼータ神にまつわる神話を題材にした絵が描かれている。

　足元の赤い絨じゆう毯たんの先には玉座が、さらにその背はい後ごには白大理石で作られた巨きよ大だいなレリーフが飾られ、窓から差し込む日の光で白く輝いていた。

　けれど、美しく荘そう厳ごんなはずのその光景は、浮遊する黒い靄もやのせいでかなり残念なことになっている。

　今まで通ってきた場所より、もっとたくさんの瘴気が漂ただよっていたのだ。

「うえええ」

　多いのも当然だ。瘴気の発生源げんがここにいるのだから。

　レリーフの前の玉座には、濃こい金髪の女性が座っていた。背後には神官服姿の若い男が控えるように立っていて、その二人を守るように左側には重臣たちが、右側には神官たちがずらりと並んでいる。

「……これは最悪だな」

　絨毯を進みながらディルナーが呟いた。その視線は正面の玉座の女性──ではなく、その後ろに控える神官服姿の男に向いている。

　淡あわい金色の髪に、ジェロイスよりも薄い色合いの紫の瞳を持った、線の細いとても美しい男だった。歳は二十代の半ばか、後半くらい。女性と見み紛まがうばかりの容よう姿しだが、背せは高く、決して弱々しい感じはなかった。

　彼は謁見の間にいるどの人物よりも目を引いた。玉座の女性──女教皇よりも。

　けれど、ルティアたちが男を見ていたのはその美び貌ぼうのせいではない。彼の背後にそびえる禍まが々まがしいほどの黒い靄のせいだった。

　もはや靄と呼べるのかも分からない。男を取り巻く瘴気の色は濃く、まるで影のようだ。

「うううう」

　ルティアの口から情けない声が漏もれる。問題は瘴気の濃さだけではない。彼の瘴気から空中に新たな瘴気が放出されていることだった。

　──あれはもう人間じゃない。

　魔人。……いや、魔人のなれの果てだ。

「あれがフェンダール大神官です」

　こっそり呟くジェロイスの声も強こわ張ばっていた。事態は彼の予想通り──いや、その予想を超える事態になっていた。

　ジェロイスは状況からみてフェンダール大神官が魔属ではないかと予想していた。この国がおかしくなったのは、彼がフラウゼア神殿にやってきてからだ。

　予想外だったのは、フェンダールが魔王に準ずるほどの力を持つ「魔人のなれの果て」になっていたことだ。

「なれの果て」とは魔属化の最終段だん階かいだ。瘴気に寄生され、完全に取り込まれて肉体も魂たましいすらも瘴気と同化してしまっただけでなく、自らも瘴気を生み出すようになってしまった存在。

　魔王はその「なれの果て」の中でもっとも力のある者である。

「なれの果て」ともなると、聖剣でなくては倒せない。彼らは痛つう覚かくもなく、傷きずを負っても血も流さない。たとえ寄生された肉体が滅ほろんでも、その瘴気が消しよう滅めつすることはないのだ。

「封印するしかない」

　アシュアルドがエクセルティーアに触れながら、フェンダールを見み据すえて言った。

　けれどそれはかなり難むずかしいことだった。

　十八年前、アシュアルドが魔王を瘴気ごと封ふうじることができたのは、その身を犠牲にして城ごと巨大な氷の中に封じたからだ。

　──それに、エクセルティーアの力も使っている。

　だからこそ十八年もの間、揺ゆらぐことなく、巨大な力を持っていたあの魔王を封印してきたのだ。それを今回もやれと言われても不可能だ。

　女教皇がアシュアルドを見つめながら立ち上がった。

「おお、まさかと思ったが、これはまさしく本物の水の勇者じゃ……！」

　驚きの声をあげる女教皇をルティアは見つめた。

　ディルナーもジェロイスも、あれから十八年間時を重ねたにしては若く見えるが、女教皇はそれ以上の年を重ねたかのように、老いていた。

　ジェロイスたちとほぼ同年代のはずだが、今の彼らより確実に十歳は老けて見える。

「お主はアーロイの地で魔王を封印しているのではなかったのかえ？」

「……緑の勇者のおかげで、またお会いできました」

　アシュアルドが淡たん々たんと答える。

「緑の勇者……？」

　寝ね耳みみに水みずだったようで、女教皇は首を傾かしげた。フェンダール大神官が何かを耳打ちする。ハッとしたように女教皇はルティアを見おろした。

「おお、そうじゃ、肝かん心じんなのは予言の娘じゃ。水の勇者よ、捜して連れてきたこと感謝するぞえ」

　ルティアの目と女教皇の目が合う。

　──一応伯お母ばで、唯ゆい一いつ血のつながった親族のはずだけど……。

　自分は薄はく情じようなのか、何の感情も湧わかなかった。そしてそれは伯母も同じようだ。ルティアを見おろすギラギラとした目に、待望の駒こまを手に入れた興こう奮ふんはあったが、一いつ片ぺんの親しみも、憎にくしみすらも浮かんでいなかった。

「衛兵！　その娘を捕とらえよ！」

　女教皇は居い丈たけ高だかに命じると、狂ったように笑い出した。

「これで、我がフラウゼアは在りし日の栄光を取り戻せる。フラウゼアの予言が世界を魔王の脅きよう威いから救うのじゃ！」

　数人の衛兵が近づいてくる。ところが彼らがルティアに手を伸ばした瞬間、何かにはじかれたように吹ふっ飛とんだ。

「なっ……」

「勘かん違ちがいしてもらっては困りますね」

　驚く女教皇にジェロイスは笑みを向ける。その笑みはとても冷たい笑みだった。

「予言の娘を連れてはきましたが、渡すとは言っていませんよ？」

「な、何じゃと？」

「それにフラウゼアの予言？　そんな噓うそっぱちなど誰も信じませんよ。十八年前のことをお忘れか？　『魔王は獣じゃ。フラウゼアの予言に間違いはない』とあなたがそう言ったんですよ？　ところが結果は全世界が知るところです。あなたは都合よく忘れているようだが、僕は忘れたことはありませんよ。それでも予言とやらが正しいと？」

「そ、それは……」

　過去の失態を突きつけられて、女教皇はうろたえる。

「だいたいさぁ」

　ディルナーが一歩前に出ていつもの口調で言った。

「魔王の脅威から世界を救うなんて言ってるくせに、どうして魔人を飼っているのか聞きたいね」

「は？　魔人？　何のことじゃ？」

　怪け訝げんそうに眉を顰める女教皇を、ディルナーは鼻で笑った。

「おいおい、とうとう色ボケしたのかい、女教皇さんは。後ろに立ってる色男のことに決まってら。……ほら」

　次の瞬間、ディルナーはいつの間にか手にしていた短たん剣けんを、玉座に向かって目にも留まらぬ速さで投げつける。

　──ヒュン。

　風を切る音と共に、短剣は立ち上がっていた女教皇の頰ほおをかすめ、彼女の斜ななめ後ろにいたフェンダール大神官の胸に突き刺さった。狙いをたがわず左の心しん臓ぞうの位置を貫つらぬいている。

「フェンダール！」

「大神官様！」

　驚いた女教皇や神官たちは、次の瞬間にさらに仰ぎよう天てんした。

「ふふふ、いきなり攻撃とは無ぶ粋すいですね、水の勇者のご一行は」

　心臓に短剣が刺さったまま、フェンダールがけろりと笑ったからだ。さらに彼は、自分の胸に突き刺さっている剣の柄つかに手をかけて、それを無造作に引き抜いた。短剣に血はついておらず、また刺されたはずの胸からも一いつ滴てきの血も零れなかった。

「いきなりそう来るとは思いませんでしたよ」

　周囲の驚きよう愕がくの視線を尻しり目めに、フェンダールは楽しそうに笑った。

「せっかく六年間も人間に擬ぎ態たいしていたのに、これで水の泡あわですよ」

　言葉ではそう言いながらも、正体がバレてもまったく気にならないようだった。

「フェ、フェンダール、血が……なぜ血が出ないのじゃ……」

　女教皇が呆ぼう然ぜんとして呟く。

「ああ、それは私が人間ではないからですよ、教皇様」

　フェンダールは微笑みながら答えた。

「ま、魔人……!?　こやつらの言ったことは本当だったのか……！」

　謁見の間にいた者たちは皆驚愕し、中には腰を抜かしている者までいる。

　その時いきなりフェンダールの足元から細い水柱があがり、彼の身体にぐるぐると巻きついた。水の魔術だった。

　真横にいて、魔力が高まるのを感じていたルティアにはすぐに分かった。無む詠えい唱しようで術を発動させ、フェンダールを拘こう束そくしたのはアシュアルドだ。

　アシュアルドは剣を抜き、その切っ先をフェンダールに向けながら問いただした。

「フェンダール、貴き様さまの目的は何だ。フラウゼアを乗っ取ることか」

「まさか。こんな国を乗っ取っても隠かくれ蓑みのに役立つくらいで、何の意味もありませんよ。私の目的は一つだけ。魔王様の封印を解くことです」

　水柱に拘束されても、フェンダールの余よ裕ゆうは失われていない。

「『魔王復活の鍵を握る』と予言された娘を捜させるためにフラウゼアをのっとったのか」

「少し違いますね。確かにその娘を捜させるためにこの女を利用しましたが『魔王復活の鍵を握る』からだけではありません」

　玉座にすがり呆然と立っている女教皇にフェンダールは冷ややかな目を向けた。その視線に、かつて「私の教皇様」と囁いた時の甘あまさはもうなかった。

「でも、何も知らない愚おろかな女であっても役に立ってはくれましたよ。おかげで魔王様の封印を解く鍵を見つけられた。あとはその娘を殺せば、魔王様は復活する」

　フェンダールはルティアに視線を向けてにやりと笑う。ルティアはゾッと背筋を震わせた。柔にゆう和わな笑みに浮かんでいるのはルティアへの明解な殺意だったからだ。

　アシュアルドがルティアを隠すように、すっと前に出て背中に庇かばった。

「『魔王復活の鍵を握る』予言なんてでたらめだ。それは封印から解かれた俺が知っている。鍵は別にある」

「いいえ、でたらめなんかではありません。その娘にはね、限られた神官にしか知らされていないもう一つの予言があるんですよ。『魔王の封印の要であり、封印するだけでなく、魔王を消滅させる力を持つ』という予言が。その予言をした者は、フラウゼアの神官などよりはるかに優すぐれた強い未来視の能力の持ち主。我々にとってこの予言の方にこそ重要な意味があったのです」

「なん、何じゃと……？　妾わらわが知らされていない予言、じゃと？」

「ええ、そうですよ、愚かな教皇様」

　女教皇を見おろしてフェンダールは楽しそうに笑った。

「その予言をしたのが誰か教えてさしあげましょう。あなたの妹皇女ですよ。そう、その娘の母親こそが、歴代の予言者をはるかにしのぐ強力な未来視の持ち主だったんです。もっとも、彼女はあなたのことを慮おもんぱかり、その能力をひた隠しにしていましたけれどね」

「な、何じゃと、アレが？　アレが予言したじゃと？」

「まさか、あの皇女が……」

　女教皇だけでなくジェロイスたちも顔を見合わせ驚いていた。

　けれどルティアにそれほど驚きはなかった。アウラたちに聞いた母の言動を思い出せば、頷けるものがあったからだ。

　自分が襲われることも、殺されることも知っていた第二皇女。おそらく彼女は未来視で何もかも分かっていたのだろう。……そう、自分の子が何の生まれ変わりであるかも。

　ルティアは玉座の前で力を失ったようにガクンと床に座り込んだ女教皇を見つめた。

「アレが……そんな、アレが……あの愚かな妹が……」

　彼女は今まで夢にも思わなかったに違いない。馬ば鹿かにしていた妹が自分よりはるかに優れた能力を持っていたことを。さらには、ずっと妹にその地位を守られていたことを。

　フラウゼアでは予言のできる「未来視」の能力を特別視していた。もしその能力が世に知られていたら、第一皇女を廃はい嫡ちやくして、必ず第二皇女が女教皇の地位に据すえられていただろう。それが分かっていた第二皇女は、姉皇女のために自分の力をずっと隠していたのだ。

　けれど、一部の神官は彼女の能力に気づいていた。だからこそ彼女が予言した『魔王の封印の要であり、封印するだけでなく魔王を消滅させる力を持つ』娘を始末しようとする女教皇を諫いさめ、ルティアが行方ゆくえ不明になった後は女教皇に見つからないようにしていたのだろう。よくよく考えれば、神殿が本気で予言の娘を捜そうとしたら、十八年もかかるわけがない。

「さて、お遊びはこのくらいにしましょう」

　フェンダールが言うなり、彼を拘束していた水の術が跡あと形かたもなく消え去った。ふわりと空に浮うき上あがりながらくすくすと笑う。

「あなた方が来ることは分かっていたので、特別な趣しゆ向こうを凝こらしてお待ちしておりましたよ」

　とたんに、ルティアたちの足元が光りだした。瞬く間に魔法陣が床いっぱいに広がる。

「しまったっ、これは魔封じの陣……！」

　ジェロイスが舌打ちする。ディルナーがぎょっと目を剝むいた。

「魔封じ？　まさか神聖魔法を使うのかよ、魔属が!?」

「あいつは長らく神殿に所属していましたから」

　足元にある魔法陣を睨にらみながらジェロイスが歯を食いしばる。

「おそらく、あらかじめ床に仕し掛かけてあったのでしょう。王宮とはいえここは神殿内。神殿で神聖魔法の気配がするのは当たり前なので、気づけなかった。申し訳ありません、とんだ失態だ」

「だが、ここで魔封じの陣など使ったら、魔人である自分自身も封じることに……いや、もしかしてあいつが空中にいるのは、……」

「ええ、この魔法陣の影えい響きようが自身に及およばないようにするためです」

「ならば、こちらも飛べば──」

　アシュアルドがそう言って空中で陣を切る。ところがその陣は描く傍からどんどん消えていってしまう。

「あいつのいる高さにまであがらない限り、この魔法陣が及ぼす範はん囲い内ないから逃のがれることはできません。この陣じん内ないでは魔術を使う傍からその魔力が打ち消されていく。術が成立しないんです！」

「おいおい、冗じよう談だんキツイぜ……」

　三人の会話を聞いているうちに、ルティアはハッとあることを思いついた。

「待って、要するにこの魔法陣の外に、つまり謁見の間から出れば、魔力は使えるんじゃないでしょうか？」

「あ、なるほど、お嬢ちゃん、頭いいな！」

　ディルナーが扉へ向かって走りだす。ところが──

「ふふふ、逃がしませんよ？」

　フェンダールが空中でパチンと指を鳴らした。すると、ずっと恐ろしげに成り行きを見守っていたフラウゼアの重臣や神官たちが、急にガクリとその場で膝ひざをついた。

「一体何を──」

　するつもりなのか、という言葉は皆まで言えなかった。膝をついていたはずの男たちが突然立ち上がり、ルティアたちに向かって飛びかかってきたのだ。

「ちっ……！」

　舌打ちすると、アシュアルドは飛びかかってきた男の腹を剣の柄で殴なぐり、さらに蹴け飛とばして床に沈しずめる。ところが、普通ならその場で動けなくなるはずの男が、再び立ち上がって無表情で向かってくるのだ。

　その男だけではない。謁見の間にいたすべての人間が魔人に操あやつられ、ルティアたちの敵となって襲いかかってくる。もちろん、あの女教皇もだ。

「くそ、殺すわけにはいかないよな、やっぱり」

　襲いかかってくる衛兵の剣をよけながらディルナーがぼやく。

「殺すのはまずいし、仮に殺したとしても肉体を操っている魔人がいる限り襲いかかってきますよ、何度でも」

　魔術を封じられ、どうするかと思われたジェロイスだが、どうやら体術を習得しているらしく、相手の攻撃をひょいひょい躱かわしながら時折反はん撃げきしている。ところが、ジェロイスの拳はすべて急所と思われる場所に入っているはずなのに、敵が倒れることはなかった。血を流している男もいたが、それを頓とん着ちやくする様子はない。

　ルティアも剣を持って襲いかかってきた女教皇に向かって薬を投げつける。顔を狙ったのは偶然だが、刺し激げき性せいの薬をめいっぱい浴びて、女教皇は涙を流して激しく咳せき込こんだ。ところが、しばらくすると目を閉じて何も見えていない状況で再び襲いかかってくる。

「これじゃ、キリがないわよ！」

「魔術が使えれば拘束しておけるんですが……」

「ジェロイス！　この魔法陣どうにかできないのか！」

「魔術が使えないからお手上げです。せめて神官がいればよかったんですが……。神聖魔法の中には神力を使う術があるので、それならこの魔法陣でも制限なく使えるはず」

「フレイアを連れてくるべきだったな！」

「妊にん娠しん中の彼女を戦いの場に連れてこられるわけないでしょう!?」

「……」

　ジェロイスとディルナーが叫さけんでいる隣となりで、アシュアルドは襲いかかってくる敵を無言で殴なぐり飛とばし続けていた。

　一人ひとりの戦闘力は低くても、何度倒しても襲いかかってくる相手に、皆の疲ひ労ろうが濃くなっていく。それを空中でフェンダールは楽しそうに見おろしていた。

　ふっとフェンダールの横に別の人物が現れる。神官服を着ているが、身に纏う黒い瘴気からその男も魔人であることは明らかだった。フェンダールほど力は強くないが、西の森で戦った魔人よりはるかに強いことが、見て取れる。

　配下と思われる魔人から、何事か報告を受けたフェンダールがくすくす笑った。

「おやおや、神殿側の裏門からギルドの冒険者たちがねぇ。彼らも丁てい重ちようにもてなさないといけませんね。二度と我が神殿に出入りする気など起きないように──」

「では、わたくしがネズミどもの始末をしてまいります」

「頼みましたよ。ああ、ついでに目め障ざわりなので、ギルドの支部でも遊んであげるといい」

「御ぎよ意い」

　フェンダールに向かって魔人は深く頭を下げるとその場から搔き消えた。

　──マズイ！　神殿に向かった冒険者たちが！　ギルドが……！

　このままだといずれアシュアルドたちも疲ひ弊へいしてしまう。それに、今はまだ観察しているだけのフェンダールが攻撃してきたら、魔術を使えない状態ではひとたまりもないだろう。

　──どうしよう？　どうしたらいいの？

　その時、遠くの方で懐かしい「力」と波動が世界を震わすのを、ルティアは、いや、エクセルティーアは感じた。

「──セルヴィアース……？」
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　神殿に転移したフェンダールの配下は、中庭で魔ま獣じゆうと戦っているギルドの冒険者たちを蹂じゆう躙りんすべく、足を向けようとした。

　ところがその前に立ちはだかる者がいる。

「ちょっと待ちなさいよ。あんた、魔属ね？」

　魔人の前に立ったのは、変わった形の剣を手にした、長い薄うす緑みどり色いろの髪を背中で束ねた背の高い女だった。

「ギルドの冒険者か──」

　酷薄な笑みが魔人の顔に浮かぶ。その顔を見れば、魔力のある人間であれば瘴気の巨大さに、恐きよう怖ふを覚えるはずだった。ところが目の前の女は平然とした顔で人差し指を立て、横に振ふる。

「ハ・ズ・レ！　アタシはギルドの冒険者ではありませーん。アタシはぁ──」

「どちらでもかまわない、血祭りにあげるだけだ」

　妙みような女だ──そう思いながら冷たく言った魔人は、ふと目の前の相手が女にしては背が高すぎることに気づいた。逆に声は低い。女の服を着ているが、襟えり元もとから覗のぞいている喉のど元もとには、女にはないはずの突とつ起きがあって魔人は目を剝いた。

「お前、オト──」

「アタシは勇者よ」

　──ヒュン。

　風を切る音がした次の瞬間、魔人は自分の胸に何かを突き立てられるのを感じた。

「なっ……！」

　痛いたみはないのに、やけに胸が熱かった。たかが人間に後おくれをとったことが信じられなくて、呆然と自分の胸むな元もとを見おろした魔人は、刺し貫かれた部分から自分の身体が消えてなくなっていくのを見て目を見開いた。

　普通の剣では傷一つつかないはずの身体が──。

　その時になって、ようやく魔人は目の前の人間の正体を悟る。けれどすべては遅かった。

「まさか、お前は緑の──」

　魔人は最後まで言うことができなかった。口はおろか、足の爪つま先さきや毛先まで急速に形を失っていく。

　瘴気と同化し、人間をやめてしまっていた魔人の身体は、瞬く間に欠片も残さずその場から消滅していた。

「アタシは女よ、心はね」

　つい今しがたまで魔人が立っていた場所を見つめて、女（？）は肩を竦すくめた。その呟きにまるで抗こう議ぎするように、剣が淡い光を発する。

「何よ、事実でしょ！」

　剣に向かって苛立たしげに叫んだ女（？）は、ムッとした顔で剣を鞘さやに収おさめた。

「失礼しちゃうわね！」

　ぷりぷり怒りながら女はその場を歩き出す。

「あとはギルドの連中が頑がん張ばるでしょう。アタシは高みの見物といくわ」

　けれど数歩行ったところでふと足を止めた彼は、謁見の間がある方角を振り返って誰ともなしに言った。

「そっちは頼むわよ、アシュアルド。できないとは言わせない。何しろ水の勇者と水の聖剣がそろっているんだからね！」





[image: ]






「──セルヴィアース……？」

　懐かしい気配と力に、ルティアは思わず振り返る。

　けれどそこにいるのは、襲いかかってくる男を蹴り飛ばしているアシュアルドだった。

　──気のせいかしら？

　顔を元に戻そうとしたルティアは、ふと目に飛び込んできた光景に目を見開く。

　アシュアルドの腰に差してあるエクセルティーア。その柄に埋うめ込こまれている水アのク石アが淡い光を発していたのだ。

　ルティアの瞳と同じ色を持つ水アのク石アが。

　──今は、空っぽなのに？

　エクセルティーアの意識はルティアに転生して、水アのク石アの役割もこの瞳に移っている。だからあれは、今は空っぽのはずだった。ただの折れた鋼はがねにすぎない。なのに。

　淡い光を発して呼んでいる。──私を。

　思わず腕を伸ばしたルティアは、自分の腕も淡い光を発していることに気づいた。

　これは幻まぼろしだろうか。現に誰も気づいていない。エクセルティーアの使い手であるアシュアルドですら。

　でも確かに、ルティアの目には光って見えるのだ。

　──これは、一体？

　不思議な気持ちで自分の手のひらを見つめたルティアの耳に、音が聞こえた。

　──ピチャーン。

　余よ韻いんを残して耳の奥に響く音に、ルティアは心を奪うばわれる。

　──あれは、雫しずくの音。




　──エクセ極上の、ルティーア雫の声。




「ああ、そうか。そうだね。私エクセルテイーアならできる」

　魔力を封じる魔法陣。この中で魔術は使えない。けれど、エクセルティーアは違う。エクセルティーアの力は厳げん密みつに言えば魔力ではない。

　エクセルティーアは水を司つかさどる剣。水アのク石アを内包した、世界を構成する六つの要素のうちの一つ。

　使うのは魔力ではなくて、世界の力だ。それを阻はばむことはできない。──だから。

「その力を使って皆を助けよう、エクセルティーア」

　ルティアはまっすぐにアシュアルドに近づいた。不思議なことに、ルティアに襲いかかろうとしていた女教皇は、急に何かに怯おびえるように一歩引く。

　一方、アシュアルドは不思議な音を聞いて振り返る。

「え……？」

　振り返ったアシュアルドは目を見開いた。いつの間にかルティアが真後ろにいたのだ。まるで気配を感じさせずに。

「アシュアルド。これを借りるね」

　にっこり笑ってルティアが摑んだのは、アシュアルドの腰に差してあったエクセルティーアの柄だった。

「待て、それは俺以外には抜けな──」

　次の瞬間、アシュアルドは息を吞む。折れてもなお、アシュアルド以外誰も鞘から抜くことのできなかったエクセルティーアが、ルティアの手によっていとも簡単に抜かれていったからだ。

「な……!?」

　ルティアはアシュアルドの腰に差した鞘から完全にエクセルティーアを抜くと、数歩下がる。前に触さわった時のように吸い込まれる感覚がして、気が遠くなりかけた。

　歯を食いしばってそれに耐たえたルティアは、エクセルティーアの柄を持ちかえて、剣身を自分の胸に向けた。折れたエクセルティーアの切っ先はない。それなのに、なぜかルティアは失ったはずの鋭するどい切っ先が心臓の位置にぴたりと押し当てられているのを感じた。

「ルティア？　一体何を──」

　ルティアは、顔をあげてアシュアルドの水色の目をまっすぐ見つめた。

「アシュアルド、皆を守って。お願いね」

　それからルティアはぐっと手に力を入れて、剣を自分の胸に突き立てた。一いつ切さいの迷いも仕損じもなかった。

　剣がずぶずぶと音を立てて胸に埋まっていく。血はまったく出なかった。痛みもない。ただ熱さだけを感じた。
















　──熱い。

　けれどその熱さは決して嫌いやなものではなかった。やがてすべての剣身がルティアの胸に収まったのを感じて、ルティアは目を閉じる。

　意識が引き込まれるように遠のいていった。




　──さぁ、目を覚まして、エクセルティーア。使い手が待っているよ。
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　アシュアルドは信じられない思いでエクセルティーアの剣身がルティアの胸に埋まっていくのを見ていた。

　剣は折れている。だから何かを突き刺すことなど不可能なはずだ。なのに、エクセルティーアは、なぜか鋭い切っ先があるかのようにルティアの心臓の位置に突き刺さっていく。

「やめろっ、やめろっ！」

　止めなければ。そう思うのに足はまったく動かず、なすすべもなくそれを見守る。

　やがて剣身のすべてが胸に埋まったところで、ぐらっとルティアの身体が揺れた。

「っ、ルティア──！」

　立ち尽くすアシュアルドに代わってルティアを抱だき留とめたのは、異変に気づいたディルナーだった。

　それを見たアシュアルドは自分が動けるようになっていることに気づいて、慌てて駆かけ寄よる。

「ルティア！　しっかりしろ！」

「くそっ、一体、どうなってやがる！　折れてる剣がこんなに刺さるわけが……」

「分からない、何が起こったのか。と、とにかく、剣を抜かないと……」

　アシュアルドはルティアの胸に刺さっているエクセルティーアの柄に手を伸ばした。

「待ちなさい、不用意に抜くとかえって危険ですよ！」

　ジェロイスが襲ってきた男の足を払はらい、突き飛ばしながら叫ぶ。その時にはすでに、アシュアルドの手はエクセルティーアの柄に触れていた。

　──その瞬間。

　エクセルティーアが光り輝き、先ほどとは反対にずぶずぶと音を立ててルティアの胸から抜かれ始める。エクセルティーアの放った光は瞬く間に謁見の間に広がり、アシュアルドたちの魔力を封じていた魔法陣も、あたりを漂っていた瘴気も、そして操られていた人たちの繰くり糸もすべて消し去っていた。

「なっ……」

　驚愕したものの、すぐに我を取り戻したジェロイスは、空中で魔術の陣を描き、糸が切れたようにピクリとも動かなくなっていた男たちを拘束した。それからアシュアルドとルティアの方を振り返って怒ど鳴なりつける。

「アシュアルド!?　剣を抜いたらだめだ！」

「俺は触れてない！　勝手に……！」

　アシュアルドは首を横に振った。混乱して、何をどうすればいいかまったく分からなくなっていた。

「勝手に……？」

　まさかと思いジェロイスが目を凝らしてみると、確かにアシュアルドの手は柄から離れている。なのに、勝手にエクセルティーアはルティアの胸から引き抜かれていくのだ。

「……それに、血が、出ていない？　どういうことです……？」

　心臓を突き刺されたら当然血が出るはずだ。なのにルティアの胸はきれいなままだった。

　やがてルティアの胸からその剣身を現したエクセルティーアの異変に、誰もが目を見張った。

　エクセルティーアは十八年前に剣身が半分に折れている。そして剣けん先さきは今なお魔王城にあり、魔王の身を玉座に縫ぬいとめているはずだった。それなのに、今ルティアの胸から抜けた剣には、失ったはずの剣先が輝いているのだ。

「馬鹿な……」

　誰もが感じている言葉を口にしたのは、空に浮いているフェンダールだった。彼もルティアがエクセルティーアを抜いたあたりから、眼下で起こっていることを興味深く眺めていた。けれど面おも白しろく見物していられたのは、ルティアの身体からエクセルティーアの剣身が現れるのを見るまでだった。

「あの娘、まさかと思っていたが──いや、そんな。でもそれならあの予言も……。何てことだ、聖剣が目覚める……！」

　エクセルティーアから放たれ始めた波動に気づき、フェンダールは攻撃を加えようと手をかざす。もう悠ゆう長ちように遊んでいられる余裕はない。あの剣が目覚めてしまえば、魔王復活はおろか、自分の命も狩かられて浄じよう化かしてしまうだろう。それほど力を解放した聖剣は強大だった。

「まとめてあの世へ送ってあげますよ！」

　なりふり構っていられなくなったフェンダールは、エクセルティーアとルティアに気を取られている勇者たちに強力な攻撃魔法を撃うち込こもうとしていた。ところが術を放とうとしたその刹せつ那な、エクセルティーアの水アのク石アから一条の光が伸びて、かざしていたフェンダールの手を貫いた。

「──え？」

　痛覚などとっくに失っているはずだった。十八年前に、魔王から放出された瘴気を自ら受け入れた時に。けれど今確かに、光に撃うち抜ぬかれた腕が激しく痛むのを感じた。

「ぐっ……！」

　自分の手を見おろしたフェンダールは言葉を失う。肘ひじから下すべてが跡形もなく消えていた。

　エクセルティーアの放った光によって浄化されてしまったのだ、とフェンダールは急に回らなくなった頭の中でようやく理解する。と同時に、右腕だけではなく、纏う瘴気の半分以上が浄化されたことに気づいて戦せん慄りつした。

　人間でいることをやめて、魔属として生きようと決めて以来初めて、フェンダールは身も竦むような恐怖を味わっていた。

　一方、アシュアルドは自分の頭上で起こったことには気づいていなかった。ルティアの胸から抜け落ちたエクセルティーアは、今や完全な姿となって彼の前にあり、それにすっかり気を取られていたのだ。

　エクセルティーアは淡く光を発し、まるで自分をその手に取れ、とでも言いたげにアシュアルドの前に浮いていた。それは十八年前、彼を庇って魔王の術の前に身を投げ出した時の姿を彷ほう彿ふつとさせた。

　──これは夢なのか？

　呆然とエクセルティーアを見つめながら思う。けれど水の勇者であるアシュアルドには分かる。目の前のエクセルティーアは、失ったはずの力に満ち溢れていた。

　これこそ、氷の封印から目覚めてから五年もの間、彼が求め続けていた聖剣。再び巡めぐり会あいたいとどれほど願ったか分からない、彼の大事なエクセルティーアだった。

　けれどアシュアルドは、エクセルティーアに触れることを躊ちゆう躇ちよしていた。

　彼の目の前には光り輝くエクセルティーアが、そして他方では床に力なく横たわるルティアの姿がある。ルティアは息をしていなかった。心臓も止まっていたのだ。

　守れなかった後こう悔かいに、アシュアルドの胸が激しい痛みを訴うつたえた。アシュアルドには、まるでエクセルティーアがルティアの命を吸すい取とってしまったように思えてならなかったのだ。

「アシュアルド……」

　葛かつ藤とうするアシュアルドにディルナーはかける言葉もないようだ。一方ジェロイスは、しばらくじっとアシュアルドを見たのち、決心したように口を開いた。

「アシュアルド、剣を取りなさい。魔人を倒さなければ。神殿に向かったギルドの冒険者たちも心配です。ルティアを失ったのは確かに辛いですが、彼女の命を無む駄だにしないためにも、君は戦わなければならない。分かりますね？」

「分かっている……」

　アシュアルドは歯を食いしばると、エクセルティーアの柄を握った。とたんに頭の中に流れ込んでくる「声」──。




（ちょっと、勝手に殺さないでくれます？　死んでないから！　生きてるから！）




「──え？」

　あっけに取られてアシュアルドは手の中のエクセルティーアを見つめる。「声」はどう考えても剣から聞こえていた。

（ちょっとだけ昔の身体に戻っているだけで、死んでないから！　勝手に死亡確定にしないで！　ああ、もうっ、声が出なくてもどかしいったら！）

　優ゆう美びなエクセルティーアの外見にそぐわないほど元気な声が聞こえてきて、アシュアルドは混乱していた。けれど、その声にも、口調にも、彼には聞き覚えがあった。

「ル、ルティア？」

　呼びかけるととたんに喜びの声が頭に響く。

（私の声が聞こえるのアシュ？　そうか、完全に私の力を使いこなせるようになったのね）

　エクセルティーアは喜びに震えた。今までアシュアルドはエクセルティーアの声を聞くことはできなかった。聖剣に意志があることは何となく感じ取っていたようだが、十八年前は身体も精神も成せい熟じゆくしていなかったために声を聞くことはできなかったし、エクセルティーアの力を完全に使いこなせてもいなかった。

　けれど、心身ともに成熟した今のアシュアルドなら。

「ルティアだって？」

　ディルナーとジェロイスが驚いたようにエクセルティーアを見つめる。

　まさかと思いながらも、先ほど見た光景は、それを否定するにはあまりにも不可思議な現象だったのだ。

「エクセルティーアがルティアに転生していたとしたら、すべて説明がつきます。あの二つ目の予言も、もちろん一つ目の予言も。……ですが、聖剣が人間に転生するなど、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいすぎますよ」

　ジェロイスがぶつぶつと呟く。それを尻目にエクセルティーアはアシュアルドに言った。

（アシュアルド、話は後よ。先にあいつをどうにかしなければ。力を削けずったからもう反撃する魔力は残っていないと思うけれど、悠長にしていたら逃げられてしまう）

　アシュアルドは天井を見上げ、驚きに目を見張る。さっきまで圧あつ倒とう的てきな力を誇っていた魔人に何があったのか、右腕の先がなくなり、瘴気もだいぶ薄くなっていたのだ。

「エクセルティーア？　一体、あいつに何をしたの？」

　尋ねると、まるで胸を張っているかのような得意げな声が頭の中に響く。

（私たちを攻撃しようとしたから、浄化してやったのよ。今なら倒せるわ。逃げ出す前に急いで）

　エクセルティーアの言葉に頷くと、アシュアルドはジェロイスとディルナーを見た。

「あいつを倒す。手伝ってくれ」

　二人は無言で頷いた。

　エクセルティーアの予想通り、フェンダールは逃げようとしていた。彼のもっとも優ゆう先せんすべき目的は魔王の復活だ。そのために人間社会に潜もぐり込こみ、瘴気を食らい、少しずつ力をつけてきた。また同じことをしなければならないのは、かなりの痛いた手でだが、魔王の封印を解くために、今浄化されるわけにはいかないのだ。

「六年間の努力が水の泡になるのは口く惜やしいですが、致いたし方ありません」

　フェンダールは呟くと、魔法を展てん開かいしようとした。その時だった。

「させませんよ」

　声が轟とどろき、作ろうとしていた移動の魔法陣が捻ねじ曲まげられ、押しつぶされる。ハッとして眼下を見ると、聖剣を手にした水の勇者と、彼の二人の仲間がフェンダールを見上げていた。逃とう亡ぼうを阻そ止しされたフェンダールは聖剣の波動にゾッと背筋を凍こおらせる。

　一瞬だけひるんだ隙すきを逃がさず、ジェロイスが空中に素す早ばやく陣を描いた。次の瞬間、陣が変化し、四辺の壁になる。その壁は二つずつ姿を消し、フェンダールの前と後ろに出現した。その次に現れたのは左右の壁。フェンダールを封じ込めるための魔術だった。

「ふんっ、こんな穴あなだらけの封じ込めの術など──」

　フェンダールは余裕の表情で前の壁を粉ふん砕さいし、右、左と壁を順に壊こわしていく。そして、後ろ側の壁を壊そうとしたその時、魔術で天井に飛び上がったディルナーが剣を振り下ろし、フェンダールを両断しようとした。

　それをスッと後ろに下がることでフェンダールは躱す。──その直後のことだった。

　粉砕しそこねていた背後の壁が音もなく消えて、代わりに剣が現れた。振り返る間もなくその剣は背中からフェンダールの胸を貫く。

　──ズンッ。

　衝撃がフェンダールの全身を走る。

　背後の壁を隠れ蓑に、エクセルティーアを手にした水の勇者が気配を消して近づいていたことに、フェンダールは気づけなかった。ジェロイスの作り上げた封じ込めの壁も、ディルナーの攻撃も、アシュアルドが剣をふるうための目くらましにすぎなかったのだ。

「馬鹿な──」

　信じられないという思いでフェンダールは自分の胸を見おろして、突き出たエクセルティーアの切っ先を見つめた。

「こんな馬鹿な、魔王さ──」

　フェンダールは紫色の瞳を見開いたまま、助けを求めるように腕を突き出す。けれど、その腕も顔も瞬く間に黒い靄に包まれ、やがてその靄ごと溶とけるように消えていった。エクセルティーアの力で、瘴気もろとも浄じよう化かされたのだ。

　アシュアルドは謁見の間の床にふわりと降り立つ。何人もの人間が倒れている以外は、まるで何事もなかったかのようだった。

　けれど……。

　床に横たわるルティアの傍かたわらに跪ひざまずいて、アシュアルドはエクセルティーアに声をかけた。

「エクセルティーア。ルティアを目覚めさせるにはどうしたらいい？」

（あら、アシュは生身の女の子の姿より、エクセルティーアこつちの姿の方がお気に入りなんだと思っていたわ）

　エクセルティーアがくすくすと笑う。アシュアルドは苦笑を浮かべて首を横に振った。

「確かにエクセルティーアは大好きだよ。でも、俺にとってはルティアも大切な友人なんだ。……なくしたくない」

（……友人ねぇ。まぁ、いいわ。私もアシュが大好きよ。でも剣に対する偏へん愛あいはやめた方がいいわ。それからもうちょっと女の子には愛あい想そよくした方がいいと思う。それから、私をお風ふ呂ろに連れて入るのはやめて欲しいの。それから──）

　伝えたかったことをここぞとばかりに繰り出す聖剣を手に取り、アシュアルドは最後の手とばかりに水アのク石アにキスをした。とたんに、エクセルティーアは黙だまり込こむ。

「エクセルティーア、早く教えて。君とルティアの両方を抱きしめたいんだ」

（……簡単よ、剣を鞘に収めればいいの）

　その言葉通り鞘に収めたとたん、水アのク石アから水色の淡い光がふわりと立ち上がり、光の軌き跡せきを残してルティアの胸に吸い込まれていった。

　三人が見守る中、ルティアの心臓が動きだし、桜色の唇が息を取り戻す。

「やれやれ。これで認みとめるしかないようですね、ルティアがエクセルティーアの生まれ変わりだと──」

　ジェロイスが考え深げに呟くと、その隣でディルナーが「あっ」と声をあげた。

「そういえば、神殿の方に向かった魔人はどうなった？　ギルドの連中の加勢にも行かないと」

　アシュアルドがルティアを抱かかえたまま顔をあげた。

「ディルナー、神殿には俺が行ってくるから、その間ルティアを……」

「あっちは大丈夫よ」

　不意に声がして、アシュアルドが驚いて見おろすと、ルティアの青い目がぱっちりと開いていた。

　エクセルティーアの水アのク石アと同じ色だと、アシュアルドはその時ようやく気づく。次の瞬間、胸が熱く震えるのを感じた。

　──やっぱり魔力が似ていると感じたのは気のせいじゃなかったんだ。彼女は間違いなく俺の雫ルテイアだ。

「大丈夫って？」

　ディルナーが尋ねると、ルティアは身を起こしながら答える。

「さっき、大地の聖剣セルヴィアースの気配がしたの。きっと緑の勇者が来たのよ。だから……あっちは大丈夫だと思う」

　とたんにディルナーがげんなりした顔になった。

「あのオカマ野や郎ろうが来てるのか……」

　──オカマ？

　首を傾げたルティアは、突然がばっとアシュアルドに抱きつかれて仰天した。

「よかった……！」

「ちょ、ちょっとアシュアルド！」

　ルティアは慌ててアシュアルドの身体を引きはがそうとする。

「待って！　確かに女の子に愛想よくしろとは言ったけど、これはさすがに……！」

　慌てるルティアをさらにぎゅっと抱きしめてアシュアルドは言った。

「よかった。エクセルティーア。俺はあの日からずっと後悔していた。そしてずっと願っていた。いつか、君を取り戻したいと──」

「アシュ……」

　アシュアルドの身体が震えていることに気づいて、ルティアは抵てい抗こうをやめた。少しして顔をあげたアシュアルドは、ルティアの青い瞳を覗き込みながら微笑んだ。

「第二皇女の……君のお母さんの予言通りになったな。十八年前、彼女は別れる時にこう言っていた。『この先にはおそらく困こん難なんが待ち受けていることでしょう。でも、必ずあなたの望みは叶かないます』と。その通りだった。君を失ったけれど、俺の望みは叶った。……エクセルティーア」

　再びアシュアルドはルティアをぎゅっと抱きしめて囁いた。




「おかえり、エクセルティーア。俺の雫ルテイア」




「アシュ……アルド」

　思い出すのは、エクセルティーアが消滅する瞬間のこと。そう、いつも夢で見る光景。

　──泣かないで、アシュ。

　──いつか、必ずあなたの元へ戻るから。

　その願いが、今叶ったのだ。

　ルティアはアシュアルドの背中に手を回すと、ぎゅっと抱きしめて囁き返した。




「ただいま、私の、水の勇者アシユアルド……」
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「かくして水の勇者と水の聖剣エクセルティーアは運命の導きで再び巡り会ったのでした……ってね」

　フラウゼアの王宮神殿の屋根の一角に立ち、薄い緑色の髪とスカートを風になびかせながら緑の勇者シルヴィックは呟いた。

「ロマンチックよね～。アタシもいつか運命の人に巡り会いたいわ」

　クネクネと身体をよじらせる使い手の言葉に、腰に差していた剣は沈ちん黙もくを保った。

「なによ、なんか言いたいことでもあるっていうの？」

　シルヴィックはムッと口を尖とがらせたものの、気を取り直して言う。

「分かたれて人間に転生したと知った時はどうなることかと思ったけれど、エクセルティーアが無事に聖剣として覚醒してよかったわね。セルヴィアース」

　彼女──いや、彼は呼びかけながら腰に差した剣に触れる。今度は応えるように剣は淡い光を瞬またたかせた。

「でもこれからが大変よ。魔王の封印を解こうとしている魔人はまだまだたくさんいるし、その封印もエクセルティーアの欠片の力じゃ抑えきれず、いずれ解けてしまうでしょうから。……ああ、大丈夫よ、セルヴィアース。あんたとアタシ、それにエクセルティーアとアシュアルドがいるんだから」

　シルヴィックは暗い予感を振り払うと、明るく言った。

「さて、帰るとするか。今夜はエクセルティーアの覚醒を記念して、めいっぱい飲むわよ。朝まで付き合いなさいな、セルヴィアース」
















　大地の聖剣と呼ばれる剣が、使い手の言葉にしぶしぶ応じるように光を発する。

　次の瞬間、緑の勇者の姿は搔き消え、屋根の上にはただ風だけが吹いていた。
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　ルティア・ホワイトの朝は早い。

　朝食も作らねばならないし、昨日採ってきた薬草を乾かん燥そうさせるために天てん日ぴ干ほしにしなければならない。

「……う……ん、な……かないで……うン？　ン？　んん？」

　いつものように自分の寝ね言ごとで意識を覚かく醒せいさせたルティアは、伸のびをして寝ね返がえりを打とうとした。ところが、まったく身動きができない。半分寝ねぼけたままだったルティアもさすがにおかしいと思いそっと目を開けた。

　すると、エクセルティーアの柄つかと水アのク石アが目に飛び込んできた。

「──え？」

　見えたのはエクセルティーアだけではない。エクセルティーア越ごしに、至し近きん距きよ離りにきれいな顔があってルティアは目を剝むく。

　慌あわてて起き上がろうとして、がっつり抱き込まれていることにようやく気づいた。

　そう、ルティアはベッドの中で、エクセルティーアごとアシュアルドに抱きしめられていたのだ！

「きゃあああ！　いやあ！」

　ルティアは悲鳴をあげた。とたんにアシュアルドの目がぱちっと開く。

「敵か!?」

「何真顔で言ってるの！　乙女おとめの敵はあなたでしょうが！」

　──何ベッドで人を抱きしめてるの、この人は！　しかもまだエクセルティーア離さないし！

「ん？　ああ」
















　ようやく気づいたようにアシュアルドの手が緩ゆるみ、ルティアはすかさず起き上がって距離を取った。

　アシュアルドはベッドの上で身を起こすと、エクセルティーアを手に取って柄にキスをした。

「おはようエクセルティーア」

　それからルティアを見てアシュアルドはにっこりと笑う。

「おはよう、ルティア」

「氷のアルド」の時は絶対浮うかべない笑顔にルティアは図はからずもキュンとなる。が、すぐに我われに返って突つっ込こんだ。

「って、剣の方が先かい！」

　──やっぱりこの人、変だと思う！

「だいたい、どうしてアシュアルドが私のベッドに……」

　言いかけてふと周囲を見回したルティアは、自分の部屋とは明らかに違う内ない装そうに言葉を止めた。

　よくよく見てみたら、ここは自分の部屋ではない。隣となりのアシュアルドの部屋だ。

　ルティアはあちゃあとベッドに突つっ伏ぷした。

　──もしかして、昨日夜遅くまで頼たのまれていた薬を調合していたから、暗くて部屋を間ま違ちがえて……。

「ごめんなさい、私が部屋を間違えたようで……ベッドの位置が同じだったから……ううっ……」

「帰ってきたらベッドにルティアが寝ていて、起こすのもかわいそうだと思って……」

「いや、そこは起こしてくださいよ！」

　がばっとルティアが顏をあげた時、ものすごい速さで階かい段だんを駆かけ上あがってくる音が聞こえた。足音はまず隣のルティアの部屋へ向かい、それから五秒もしないうちにこの部屋の扉とびらが壊こわれそうな勢いで開いた。

　入ってきたのは養父のバイロイドだ。どうやらルティアの悲鳴を聞きつけて慌てて駆けつけたらしい。

　バイロイドはベッドの上にいる二人を見ると、青あお筋すじを立てて怒ど鳴なった。

「お前ら、俺の目の黒いうちは不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうはさせねぇって言ってんだろうが！」

「ち、違うから！　これは間違えただけで、そんなんじゃないから！」

「間違いを犯おかしただと！　おい、アシュアルド、てめぇ、表へ出ろ！」

「何勝手に話をねつ造してるのよ！　誰だれも間違いなんて犯してないから！　だいたい、父さんが水の勇者に勝てるわけないでしょう！」

「やってみなきゃ分からねぇだろうが！」

「無理だってば！」

「二人とも仲いいね」

　朝っぱらから怒鳴り合う父子を、アシュアルドはエクセルティーアを抱きしめながらにこにこと見守っていた。




　これが最近のルティアの家の日常風景である。
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　ルティアが聖剣エクセルティーアの生まれ変わりだと知ったアシュアルドは当然のことながら、彼女の傍そばにべったりで離れようとしなかった。

　最初は微笑ほほえましげにしていたディルナーやジェロイスも、さすがにヤバいと思ったのかルティアからアシュアルドを引ひき剝はがそうとしたが、彼は頑がんとして言うことを聞かなかった。

　──だから私がエクセルティーアだと知られたくなかったのに……。

　抱きしめられ、頰ほおずりをされ、一挙一動甘あまく見つめられ続け、溺でき愛あいという名の偏愛にルティアはドン引いていた。愛されていると言われれば聞こえはいいが、それは予想以上の苦行だったのだ。

　できれば引き剝がして逃げたかったが、この五年間、アシュアルドが自責の念を抱き続けてきたことを知っていたのでぐっと堪こらえた。

　──しばらくの我が慢まんよ、ルティア。反動のようなものなのだから、すぐに収おさまるはず。

　始終目をまん丸くしたままのフラウゼアのギルド支部長に見送られながら、ルティアはアシュアルドをべったりと引っ付けたまま死んだような目でヴォルドに凱がい旋せんした。

「お、おい、どうした？　何があったんだ？」

　出迎えたバイロイドは移動の魔ま法ほう陣じんから現れたルティアたちの姿を見て、当然のことながら仰ぎよう天てんした。

　娘にぎゅうぎゅうと抱きついている男がいたら、誰だって驚おどろくだろう。それが「氷のアルド」と呼よばれ、昔の知り合い以外は冷たく無む視しすると有名な男であればなおさらだ。

「うーん、説明しづらいんだが、一言で言えばアシュアルドの病気がルティアに向いちまったってことかな？」

　ディルナーの的確だがまったく説明になっていない言葉を聞いて、バイロイドは眉まゆを顰ひそめた。

「はぁ？　とにかく、俺の娘から離れろ、アシュアルド」

「嫌だ」

「……は？」

「俺とルティアは一心同体だ。離れるつもりはない」

　アシュアルドはルティアを後ろから腕の中にそっと包つつみ込こみながら答える。

「ちょっ、誤ご解かいされる言い方はよして！」

　一心同体なのは聖剣と使い手の話であって、ルティアとアシュアルドではない。間違ってはいないけれど、正しくもない。

　そしてその言葉は男女間では、非常に意味深に響ひびいた。

　案の定誤解したバイロイドの額に青筋が立つ。

「貴き様さま！　俺の娘に何をした！　表へ出ろ！　叩たたきのめしてやる！」

「ああ、もう！　違うったら！」

　その後、バイロイドを宥なだめて説明して納なつ得とくさせるのはとても大変だった──と、当時を振ふり返かえってルティアは遠い目になる。

　もっともあの日からまだ少ししか経たっていない。けれど、ルティアにとってこの半月はとても長い日々だった。

　幸いバイロイドはルティアが聖剣エクセルティーアの生まれ変わりであることを、予想よりすんなり受け入れてくれたため、親子関係は今まで以上に良好だ。険悪になりかけたのは、Ｃ級昇しよう格かくを妨ぼう害がいした件について問いただした時だけだ。

　その件も、隠かくし事ごとがなくなったルティアがアーロイに行きたがっていた理由を教えたことで、すぐに収まった。それどころかバイロイドはもう昇しよう級きゆうを妨害しないと誓ちかってくれたのだ。

　落ち着いたらそのうちＣ級の昇級試験を受けるつもりでいる。薬の準備はばっちりなので、おそらく今度は一発で受かるだろう。

　薬師としての仕事も順風満まん帆ぱんだ。

　つまり、ルティアの人生はひとまずのところ平へい穏おんで万ばん事じ順調だ。……アシュアルドのこと以外は。

　そのアシュアルドは、ヴォルドに凱旋して三日後、一度ルティアの傍を離れてディルナーと共にギルド本部に戻った。もちろん渋しぶ々しぶとだ。

　けれど、今回の件について報告もしなければならない上に、彼はディルナーとアーロイに行って魔ま王おうの封ふう印いんを確認する任務を帯びている身だ。いつまでもヴォルドにいるわけにはいかない。

　必死で説得して、最後は蹴けり飛ばす勢いでアシュアルドを見送ったルティアは、これで日常に戻れるとホッと安あん堵どの息を吐はいたものだった。

　──溺愛怖こわい。偏愛半はん端ぱない。

　エクセルティーアが我慢できるのは、無機物だからだろう。ルティアはそう確信した。

　ところがアシュアルドを見送ってわずか三日後。彼は再びヴォルドに戻ってきた。しかも新たな任務と本部からの命令書を携たずさえて。

　アーロイ行きは延えん期きになったという。今回のフラウゼアの事件のことでギルド本部が対たい策さくに追われてそれどころではなくなった上に、エクセルティーアの転生した予ル言テのイ娘アという新たな懸け念ねん材料が増えてしまったのだ。

　アーロイ行きよりルティアの身辺を守ることが優ゆう先せんされるべきだとギルド本部は判断し、彼女の護衛として正式にＳ級冒ぼう険けん者しやのアシュアルドとディルナーをヴォルドのギルドへ派は遣けんすることが決定した。

　その旨むねが書かれたギルド本部の命令書に、ルティアとバイロイドは頭を抱かかえることになる。なんとアシュアルドをバイロイドの自宅に住まわせて昼夜問わず警けい護ごをする必要があると記されていたのだ。

　支部長であるバイロイドはその命令を受け入れざるを得なかった。

「くそっ、俺の目の黒いうちは、絶対娘に不ふ埒らちな真ま似ねはさせねえからな！」

　こうしてアシュアルドはルティアと一いつ緒しよに住むようになったが、べったり加減がだいぶ落ち着いてきたこともあって、なんとか折り合いがついている。

　それに結局、アシュアルドの偏愛の対象はルティア本人ではなく、エクセルティーアに対するものだ。

　──だってどう見ても、エクセルティーア優先だものね。

　──仕方ないわ。アシュは生身の女の子より無機物を偏愛する変態だもの。

　分かってはいたが、モヤモヤが晴れない日々を送っているルティアだった。
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　バイロイドを宥めつつ、最終的には叩き出す勢いでギルドに送り出したルティアは疲つかれ果てた表情で台所に戻った。ところが、台所ではもっと疲れる光景が広がっていた。

　見知った二人が向かい合わせにテーブルについて、聖剣談義をしていたのだ。

「つまりですね。アシュアルドが魔王を封ふうじるためにエクセルティーアの欠片かけらを使ったことが大本の原因だと思います。エクセルティーアはそのせいで剣としては再生できずに、二つに存在を割って、片方は魔王の封印を続け、片方は、人間ルテイアに転生して意識を存そん続ぞくさせたのでしょう」

「でもお嬢じようちゃんは、エクセルティーアの欠片が封印の要になっていたことを知らなかったようだぜ。無意識に封印したってことか？」

「おそらくは。封印自体もその継けい続ぞくもアシュアルドを守るためにやったことでしょう。氷の封印はアシュアルドの命と引ひき換かえに作られていた。もし魔王が氷の封印を内側から破ったら、それはアシュアルドの死を意味しますから」

「なるほど、そういうことか、けなげだな、お嬢ちゃん……いや、エクセルティーアは」

「……朝から人の家の台所で何してるんですか？」

　深いため息をつきながら尋たずねると、ジェロイスとディルナーが振り返って笑顔を作った。

「よう、お嬢ちゃん、おはよう」

「おはようございます、ルティア。お邪じや魔ましています」

「おはようございます。……で、どうして朝からうちにいるんです？　ジェロイスさんはいつからまたヴォルドに来ていたんですか？」

　フラウゼアの戦いの後、ジェロイスは事後処しよ理りのためにロンダールの城へ戻っていった。あれから半月経った今もやらなければならないことが山積みで、多た忙ぼうを極きわめているという話だったのだが。

『何しろ小国とはいえ、一国が魔ま属ぞくに乗っ取られてめちゃくちゃになっていたので……』

　ロンダール国だけでなく、フラウゼアの周辺諸しよ国こく、ギルド、それにアールゼータ神しん殿でんを巻き込んでの大だい騒そう動どうになったらしい。それを取りまとめるジェロイスはかなり大変だったようだ。

「ようやく話し合いを重ねて今後の方ほう針しんが決まったので、皆さんにお知らせしようとやってきたんです。昨夜遅くにヴォルドに着いたので、ディルナーが泊とまっている宿にお世話になり、今日はギルドに報告に行く予定だったんですが……」

「俺が朝食がてら、バイロイドの家に行こうって誘さそったんだ」

「つまり、うちにご飯をたかりに来たんですね……」

　胡う乱ろん気げな視線をディルナーに向けるがまったく堪こたえた様子がないため、ルティアは諦あきらめて台所に向かった。

　昨夜下ごしらえをしていたスープを火にかけて、その間に手早くパンとハム、それにチーズを切って皿に山やま盛もりにしていく。

　アシュアルドが一緒に住むようになった上に、ディルナーがしょっちゅう入いり浸びたるので、食費はあがる一方だ。それでもぶつぶつ言いながら支し度たくしてしまうのは、彼らがヴォルドに逗とう留りゆうすることになったのがルティアの我がままのせいだと分かっているからだった。

　ルティアを手伝って食器棚だなから皿を取り出しながらジェロイスが尋ねる。

「アシュアルドはどうしたんです？　寝ているんですか？」

「薬を届とどけに行ってもらっています。すぐに戻ってくると思いますよ」

　そう答えている間に、アシュアルドが帰ってきた。

　四人でテーブルにつき、朝食を食べた後、お茶を飲んでいるところでジェロイスがゆっくり話を始めた。

「フラウゼア神殿ですが、ほとんどまともな人材が残っておらず、このまま活動を継続することは不可能と判断し、アールゼータ神殿の預かりになることが決まりました。そのうち吸きゆう収しゆうされて、普通の神殿としてやっていくことになると思います。もちろん王家も神殿とは切り離され、教きよう皇こう位いは消しよう滅めつすることになります」

「……あの人、どうしています？」

　ルティアは気になって尋ねた。ルティアの言う「あの人」とは、もちろんフラウゼアの女教皇だ。フェンダールに操あやつられてルティアたちを攻こう撃げきしたものの、命に別状はなく、今では正気に戻っているという。

　ただし、あの性格は変わらないだろうし、すでにめちゃめちゃになってしまったフラウゼアを立て直せるとは思えない。それはジェロイスも分かっているので、命は奪うばわれないものの、生しよう涯がい離り宮きゆうに幽ゆう閉へいされることになった。奇くしくもそこは、妹の第二皇こう女じよが赤あかん坊ぼうだったルティアと共に監かん禁きんされていた場所だ。

「フラウゼアは王のいない共和制国家になるでしょう。しばらくの間は諸しよ外がい国こくの監かん視しつきで議会が取り決めをしていくことになりそうです。まぁ、君が次期国王になりたいのなら、協力は惜おしみませんけど？」

　ジェロイスが笑いかけるが、ルティアは慌てて首を振る。

　確かにルティアはあの女教皇を除のぞけば唯ゆい一いつ、王家の血を引いている。けれど、第二皇女の子どもであると公言する気はないし、そもそも王になる気などこれっぽっちもない。

「私はただの薬師ですから」

「ただの、ねぇ」

　揶や揄ゆするように言ったのはディルナーだった。

「聖剣エクセルティーアの生まれ変わりに『ただの』なんて言われちゃ、立たつ瀬せがないな」

「前世は聖剣でも、今はただの人間ですよ」

「そのことなんですけどね」

　ジェロイスが身を乗り出す。

「ここじゃなくてロンダールの城とか、ギルドの本部とかに身を寄せる気はないですか？　君は自分のことをただの薬師だと言うけれど、魔王の封印と連動している限り、今後も魔属に狙ねらわれ続けますよ。君が死ねば魔王の封印が解けるのですから」

　魔王を封印し続けるエクセルティーアの欠片と、エクセルティーアの生まれ変わりであるルティアは、望むと望まざるとに関わらずつながっている。同じ存在だったものを二つに割っているからだ。ルティアが死ねばエクセルティーアの欠片も力を失う。

　魔王復活の鍵かぎであり、封印の要であるという予言はそれを示しているのだと、ジェロイスは結けつ論ろんづけていた。ルティアが生き続ければ封印は守られ、彼女が死ねば魔王が復活する。

　ルティア自身も自分の重要さは分かっている。けれど、ルティアは「聖剣の生まれ変わり」としてではなく、ルティアという普通の人間として生きたかった。

「我がままだと分かっています。でも、私はこのままヴォルドの街で、父さんの娘、ギルドの薬師として普通に生活していきたいんです」

　世界の存続に関わるルティアを手厚く保護したいジェロイスと、普通の生活を送りたいルティアとの間で、何度も繰くり返かえされているやりとりだった。けれど、結局ジェロイスがいつも引き下がる。彼もルティアに無む理り強じいする気はないのだ。

「仕方ありませんね」

　ため息をつくジェロイスにアシュアルドが言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ、ジェロイス。ルティアは俺が必ず守る。だから彼女の意志を尊そん重ちようしてやって欲しい」

「分かってますよ。君が守っているからこそ、ルティアがヴォルドで普通に生活を送ることを、何とか容よう認にんできているんですから」

　再度ため息をつくと、ジェロイスは立ち上がった。

「それでは、僕はこれで失礼しますよ。ギルドに行ってバイロイドに報告したら、そのままロンダールの城に戻ります」

　魔ま術じゆつ師し団だん長ちようとしてジェロイスは忙いそがしい身だ。にもかかわらず、わざわざ報告に出向いてくれたらしい。

「フレイアによろしく伝えてくださいね、ジェロイスさん」

　ルティアから最愛の妻の名前を聞いて、ジェロイスの表情が和やわらいだ。

「フレイアも君に会いたがっています。そのうちロンダールの城に会いに来てください」

「はい。必ず、近いうちに会いに行きます」

　そう約束して、ジェロイスはディルナーと連れだって家を出て行った。

　二人を見送った後、台所に戻ったルティアは前から言おうと思っていたことをおずおずと口にする。

「ジェロイスさんはああ言っていたけれど、私のことは気にしないで、アシュ……アルドさんは好きなことをしていいのよ？」

　ルティアを守るため、アシュアルドはヴォルドのギルドにわざわざ所属を移してここにいる。

　本人は自分から望んだことだと言うけれど、ルティアはアシュアルドが無理をしているのではないかという気がして仕方なかった。

「だって。私を守るために遠出の依い頼らいを断ったりしているでしょう？　私のせいでアシュアルドさんの行動は制限される。私に付き合って採集にも行かなきゃいけないし……」

「それが俺の仕事だし、俺がルティアの傍にいたくてやっていることだから、君が気にする必要はない。……ところで、俺にさんなんてつけなくていいんだ。アシュと呼んで欲しい。エクセルティーアの時はそう呼んでいたんだろう？」

「でもね、アシュアルドさん」

「アシュ」

　頑がんとして言い張るアシュアルドに根負けしたルティアは「アシュ」と呟つぶやく。そのとたんにアシュアルドが浮かべた笑顔は素す敵てきすぎて卑ひ怯きようだと思った。

　──くっ、絆ほだされている場合じゃないのよ、ルティア！

　これは大事なことなのだから。

　にこにこと笑うアシュアルドに、ルティアは重たい口を開いた。

「あの、ね。今だから言うけど、エクセルティーアはずっと、あなたに魔王と戦う宿命を負わせてしまったことに罪悪感を持っていたの。自分が選ばなければ、あなたは普通でいられた。平和な村で剣や魔術とは無む縁えんの生活を送れたのにって」

　だからこそエクセルティーアは、折れるのを覚かく悟ごで自らを盾たてにして守った。アシュアルドを死なせたくなかった。平和な生活を彼に返してあげたかったから。

「この五年間。アシュが私を折ってしまったことに自責の念を抱いて生きてきたことを知っている。だから、もういいんだって、私が言ってあげなきゃって、思ってた」

　ルティアはアシュアルドの前に立ち、彼を見上げて言った。

「私はもう水の聖剣エクセルティーアじゃなくて、新しい人生を生きている。だから、もういいの。エクセルティーアから解放されていい。アシュはもう、水の勇者じゃなくていい」

「ルティア……」

　アシュアルドは大きく目を見開くと、次の瞬しゆん間かん、ルティアをその腕の中に閉じ込めていた。

「ア、アシュ？」

「俺、前に言ったよね。もう水の勇者じゃないって。俺は五年前にシルヴィックに氷の中から出されて以来、自分を水の勇者だと思ったことはない。エクセルティーアが折れた瞬間、俺は水の勇者じゃなくなった。君のおかげであの時だけ元に戻ったけれど、今もエクセルティーアは折れたままだ」

「……ええ」

　あの時剣けん先さきがあったのは幻まぼろしのようなもので、今もエクセルティーアの剣身は失われたままだ。

　剣と一体化していたルティアが目覚めた後、アシュアルドはもう一度エクセルティーアを鞘さやから抜ぬいて見せたが、剣は折れた状態に戻っていた。その後何度抜いても同じで、ルティアが触ふれてももう剣と一体になることはなかった。

「だから俺は、水の勇者としてエクセルティーアを守るためにここにいるんじゃない。ただのアシュアルドとして、ただのルティアである君の傍にいたいからいる。……それだけだ」

「アシュ……」

　アシュアルドの体温に包まれ、耳にとくんとくんと鼓こ動どうが響く。これは自分の心しん臓ぞうの音なのか、それともアシュアルドのものなのか。

「これからも君の傍で守らせて欲しい。……いや、俺が君の傍にいたいんだ」

　ドキンと心臓が跳はね上あがった。

　優しく甘く響く声は、まるで愛の告白のように聞こえた。ルティアは頰を赤く染そめ、そっとアシュアルドの背中に手を回す。

　──大事な大事なアシュ。昔も、そして今も私にとって特別な人。

「アシュ。私も、私もずっと……」

　──ずっと、アシュと一緒に生きていきたい。聖剣としてじゃなくて、ルティアとして。この先もずっと……ずっと……。

「アシュと、ずっと、一緒に──」

　その時、ガシャンと何か重いものが倒たおれる音が響いた。

　びっくりしてアシュアルドの胸から顔をあげて振り返ったルティアの目に、台所の壁かべに立てかけてあったエクセルティーアが床ゆかに転げ落ちているのが目に入る。

　次の瞬間、ルティアはぽいっと放り出された。

「エクセルティーア！」

　アシュアルドはすぐさまエクセルティーアを拾いに行き、傷きずがついてないか念入りに調べている。何ともなかったのだろう、アシュアルドはホッと安堵の息を吐いた。

「よかった、エクセルティーア。ごめんね、君から手を離した俺が悪かった」

　そう言って、剣を大事そうに抱え、頰ずりするアシュアルド。

　ルティアはそれを見て何とも言えない気持ちになった。

　──ああ、うん。さっきのは気の迷いだわ。

　この先もずっと一緒に生きていきたいだなんて、ないない。

　ルティアは普通に生活して、普通の平へい凡ぼんな人と結ばれて、平和な人生を歩むのだ。

　──決して剣に対してあんな異い常じような執しゆう着ちやく心しんを持っている男とではなくて！




「大事な大事なエクセルティーア。俺たちはずっと一緒だよ」




　──父なるアールゼータ神よ。

　使い手が変態すぎるので、エクセルティーアは聖剣やめてもいいでしょうか？
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　初めましての方も再びの方もこんにちは。拙せつ作さくを手に取っていただいてありがとうございます。富と樫がし聖せい夜やです。

　今回の話はタイトルから分かる通り、聖剣の中の人が人間の女の子に生まれ変わり、すっかり剣フェチになっていた勇者にドン引きしたり、元聖剣だけに魔王の問題に巻き込まれてしまったりする話です。

　本人は平凡だと言いながら、出世の秘密はあるわ、前世は聖剣だわで、少しも普通ではありません。ただ普通ではないだけに平和な人生を歩みたいと切せつ望ぼうしているのがヒロインのルティアです。

　そんなヒロインですから、変態属性のあるヒーローはお断りだし、愛が重くて受け止めたくないという感じですが、聖剣時代はヒーロー（勇者）ラブだったために強く拒否もできないでいます。

　一方、前作のヒーローと違って初っ端から変態街道を突き進んでいるヒーロー、アシュアルド。元勇者で、今は凄すご腕うで冒険者としてギルドに所属しております。黙っていれば美形で、聖剣とルティアが関わらない限りは比較的まともな人……のハズです。たぶん。

　彼にとってエクセルティーアは家族であり、精神安定剤みたいな存在なので手放せません。その行き過ぎた愛がルティアや一部の周囲を困惑させておりますが、アシュアルドにとってはあれが当たり前で自分が変だという自覚は皆かい無むだったりします。

　そして脇役を固めるディルナー＆ジェロイス、バイロイド、それに最後に出てきた勇者シルヴィック。少女小説にあるまじき平均年齢の高さの面々ですが、それぞれキャラが立っているので、書いていてとても楽しかったです。特にオカマが。




　イラストのカスカベアキラ様。素敵なキャラと絵をありがとうございました！　ルティアは可か愛わいいし、アシュアルドは変態っぽくて最高だと思いました。

　最後に担当様。今回も迷惑かけてすみません。無事に仕上げることができたのも、担当様のおかげです。本当にありがとうございました。

　それでは、いつかまたお目にかかれることを願って。





富樫聖夜










著

富樫聖夜

Seiya Togashi




３月27日生まれ。東京都在住

相変わらず引きこもりで、最近ますます肥えております。ご飯がおいしいので辛いです。

引きこもりのわりには買ったゲームもオンラインゲームもできなかったので、この原稿が終わったら頑張りたいと思います（ゲームを）。










イラスト

カスカベアキラ

Akira Kasukabe




３月23日生まれ　牡羊座Ａ型　生粋の道産子

初めまして、こんにちは。カスカベアキラと申します。

偏愛♡男子大好きなので、アルドにドキドキしっぱなしでした！　キャラクターも世界観も魅力的で、素敵なお話の挿画を担当させていただけてとても幸せです。




twitter:caskabe
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デザイン／Catany design
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聖せい剣けんが人にん間げんに転てん生せいしてみたら、勇ゆう者しやに偏へん愛あいされて困こまっています。








富と樫がし聖せい夜や
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ビーズログ文庫『聖剣が人間に転生してみたら、勇者に偏愛されて困っています。』

2017年6月15日初版発行
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